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序章　女神さまは望んでいた







　いいかげん見慣れてきた純白の空間。

　ここ最近は頻ひん度どが多いせいで、余計に慣れ親しんでいる印象がある。

「――やっふーぅ！　ようやくあの人を止めてくれましたねーっ！」

　そして、女神は相変わらず能天気で、ヒラヒラと紙かみ吹雪ふぶきを降らせていた。

「いやー、私じゃ世界に干かん渉しようするとかめったにできませんし、あの人は他世界の転生者でもないから、こうして言葉を交かわして止めるのもできないんですよね！」

「お前って女神のくせに何もできないよなぁ……」

「いやそんなガチトーンで言わないでくれます？　そんなかわいそうな子みたいに見ないでもらえます!?　本当はチートだって渡わたせるすごい女神なんですからね!?」

　タクミに蔑さげすむような視線を向けられ、女神が半泣きで縋すがってくる。

　その女神を適当に押おしのけてから、タクミは表情を正した。

「それより、あいつについて詳くわしく聞かせろ」

　それが誰だれを指すのか、女神も理解している。

　エルヴィス――その中にいる旧時代の亡ぼう霊れい。

　それを聞いて、女神フィリアは困ったように笑う。

「……まぁ、言ってしまえば彼かれは私たちの仲間だったんですよ」

　遠い、遥はるか過去を思い返すようにフィリアは語る。

「彼は私たちが生きていた旧時代……世界を救うために尽じん力りよくしていた英えい雄ゆうたちを助けた後、新しい世のために国の基き盤ばんを作ってくれたんです」

「それが、神王国家リヒテルトってわけか」

「ええ。無名の英雄が『世界が平和で便利になるように』と願い、力無き人々のために組み上げた魔ま法ほうを広める……そのために、彼は神王国家リヒテルトを作ったんですよ」

「そいつは大層な話だ。国を作るなんて簡単じゃないだろうに」

「元々、彼は国を治めていた人間ですから。国こく籍せきや種族問わずに移民を受け入れ、そんな国民たちを統とう率そつする手しゆ腕わんとカリスマがありましたから」

　仲間の勇姿を思い返しながら、フィリアは小さく笑う。

「彼は……私や英雄たちの存在を遠い未来まで残してくれたんです。私たちが世界を救うために払はらった犠ぎ牲せいを、想おもいを、願いを、作り上げた道を」

　そこまで語ったところで、フィリアは表情に影かげを落とす。

「誰よりもその想いが強かったから……彼は、留とどまっているんでしょうね」

　全すべてを保持したまま、同じ世界で転生を続ける魂たましい。

　その存在を『あり得ない』と言い捨てることはできない。

「一応訊きいておくが、お前が何か手を加えたわけじゃないんだな？」

「いやいや、前にも言いましたけど私は中間管理職みたいなものですから。限定的に軽い運命操作はできても、人間そのものを変質させるってのは無理ですね」

「それなら、どうやってあいつは転生者みたいな状態になったんだ？」

「うーん……世界って完全ではないですからね。強い想いが世界のシステムを凌りよう駕がしたり、それで転生の仕組みが狂くるったりとかあり得ますから」

「管理者がポンコツな上にバグまである世界かよ」

「私はポンコツじゃないですぅー！　世界のバグだって仕様上の問題ですぅー!!　それにちゃんと転生者を使ってデバッグしてましたぁーっ!!」

「そんなことだろうとは思ってたさ。でないと転生者を受け入れる意味が無いしな」

　転生者という存在の役割。

『前世での未練を晴らす』という目的は、転生者たちにとって事実だ。

　そして……転生者が未練を晴らすことで、世界に生じた欠けつ陥かんは修復される。

「大方、転生者が選ばれる基準は『世界に生じた欠陥に即そくした人間』ってところか。文明発展が停てい滞たいしていたら技術者、戦乱の世だったら戦を止めることができる武芸者、国交難に陥おちいっていたら内政関係者ってな具合か？」

「……まぁ、だいたい当たってますね」

「それでデバッグのために転生者を呼んでいたが、あのおっさんが転生者の行動を邪じや魔ました挙句、殺しちまったから今も世界は欠陥だらけで崩ほう壊かい寸前と」

「それもだいたい当たってるんですよねぇぇぇ……」

「お前ら本当に仲間だったのかよ」

「一いつ緒しよに世界の命運を懸かけて戦ったんですけどねえええええ…………」

　どんよりとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、フィリアが肩かたを落とす。

「だけど……私は彼を否定できません。彼は私たちを想ったからこそ、世界が変わることを良しとしなかった。私と英雄たちのために行動してくれていたんです」

「……なるほどな」

　短く答えてから、タクミは虚こ空くうを見上げる。

　そして……ゆっくりと頷うなずいてから、一つの巻物をフィリアに放ほうり投なげる。

「わっ……とと、いきなりなんです？」

「問題をまとめて解決するための道具だ。大事に持っておけ」

「え、彼のこともどうにかしてくれるんですか？」

「『女神の代行者』って立場は今後も利用するし、その使用料みたいなもんだ」

「あー、著作権の二次的利用みたいなものですか」

「お前の例は妙みように俗ぞくっぽいな」

　溜ため息いきをついてから、タクミはフィリアに向き直る。

「ともかく、お前とエルヴィスを引き合わせてやる。そこから先はお前次し第だいだ」

「なんかあなたの方が女神とか神様っぽいこと言いますねぇ……」

「そんな高こう尚しような存在になった覚えはねぇよ」

「えー、てっきりあなたは神様経験者かと思ってたんですけど？」

　タクミの反応を窺うかがうように、フィリアが顔を覗のぞきこんでくる。

「あなたは世界の仕組みを知っても動じず、限定的とはいえ私が『神』として作り上げた魔法すら凌駕しました。そして何より――『無数の欠陥が生じた世界を正す』ことに即した転生者が、果たして人間の中に存在しているのでしょうか？」

　その言葉を聞きながら、タクミはフィリアの瞳ひとみを見つめる。

　そして――面めん倒どうそうに頭をかきながら口を開いた。

「天あま音ね拓たく未み、生まれは地球の日本、享きよう年ねん二十四歳さい、死因は病死だ」

「…………はい？」

「俺おれの前世だ。神様ってのは病気で死ぬものなのか？」

「私の上司はよく『健康診しん断だんで血圧やばかった』とか言ってますけど」

「高血圧で死んだ神様がいるとは驚おどろきだ」

「いやまぁ、神が人間の病気で死ぬわけないんですけどね」

「つまり、病死した俺は神でも何でもなかったってことさ」

　苦く笑しよう交じりにタクミは自身の前世を語る。

　そしてフィリアに背を向けて歩き出す。

「お前は優やさしい女神さまだ。お前はあの世界を愛しているし、世界を愛するお前を多くの人間たちが愛している。そういう奴やつこそ――本当の『神様』って言うんだろうよ」

　どこか寂さびしげに、そして安あん堵どするかのように言い残し――

　タクミは光の中へと呑のまれていった。







一章　国は望んでいた







　女王の戴たい冠かん式しきが執とり行おこなわれる二週間前。

「ミルト、お前には女王としてリヒテルトを治めてもらう」

　静まり返った《鈴すず蘭らん》の部屋で、タクミは再び告げた。

　その言葉を聞きながらも、ミルトはぽかんと立たち尽つくしていた。

　そして、カチャリと盆ぼんをテーブルに置いてから――

「――なっ、ななななんで私が女王になるんですかっ!?」

「ワンテンポ遅おくれてツッコミがきたな」

「ミルトも芸が細かくなってきたわね」

「これも首領としての成長なんでしょうねー」

「いえ私の反応より事情を説明して欲ほしいんですけど!?」

　わたわたと狼ろう狽ばいするミルトを眺ながめながら、タクミたちがのんびりと紅茶を傾かたむける。

　そんな面々に対し、ミルトがてしてしと机を叩たたいて抗こう議ぎの意を示す。

「私が女神の血を引いている女王とかっ！　どこからそんな話が出たんですかっ!!」

「「もちろん、タクミから」」

「まぁ、俺以外にいるわけないよな」

「なんでちょっと開き直ってるんです!?」

「女神の代行者っぽい振ふる舞まいを意識したんだ」

「むしろいつも通りのタクミだと思います！」

　ミルトが顔を赤くしながらパタパタ手を振っていた時、不意に横から声が上がる。

「……タクミ、いいかげんに説明しろ。ミルトが女神の血を引く人間ということも、私の父についても、洗いざらい全てだ」

　エルスが微かすかに怒ど気きを孕はらませたところで、タクミは軽く肩を竦すくめる。

「別に難しい話じゃない。エルスの父親――ゼルエル・フェアシュタットは女王こそ殺していないが、ある人物と共きよう謀ぼうし、赤子だった姫ひめ殿でん下かを誘ゆう拐かいしたってだけの話だ」

　十五年前に起こった、女王陛下殺害と姫殿下が誘拐された事件。

　そしてゼルエルは女王殺害の容疑で処しよ刑けいされ、姫殿下の行方ゆくえはいまだ知れない。

　しかし、そんな二つの大罪をゼルエル一人で同時にこなすことは可能だったのか。

　ゼルエルが捕とらわれた後、姫殿下の行方が依い然ぜんとして知れないのはなぜか。

　精神支配を受けながらも、ゼルエルは誘拐の件について口を割らなかった。

　それはゼルエルに詳しよう細さいを伝えることなく、姫殿下の誘拐が行われたから。

　ゼルエルと親しく、上層のフェアシュタット家に出入りしていた人物――

「姫殿下を誘拐したのは――ヴァテル・ファミリエなんだよ」

　椅い子すを軋きしませながら、タクミは漫まん然ぜんと告げる。

　しかし、エルスは不服そうに眉まゆをひそめていた。

「……姫殿下の誘拐は重罪だ。たしかに父とヴァテルは親交があり、フェアシュタットの屋や敷しきに顔を出していたが……部外者のヴァテルが加担する理由はないはずだろう」

「それじゃ、ヴァテルさんは部外者じゃなかったってことだ」

　怪け訝げんそうな表情を浮うかべるエルスの前に、タクミは指を一つ立てる。

「お前は家か督とくを継つげなかった貴族の次じ男なん坊ぼうたちが、その後どうなるか知ってるか？」

「それは……まぁ、知っているさ。長男が家督を継ぎ、次男は聖職者や医者といった専門知識を必要とする職、もしくは衛兵や前線魔法士といった兵へい役えきに就つくのが一いつ般ぱん的てきだ。現に憲兵隊には貴族の血けつ縁えん者しやが数多く在ざい籍せきしている」

　エルスは憲兵隊長という立場上、そういった人間の身の上をよく知っている。

　下層はリスティナの中でも特とく殊しゆな場だったので平民からの志願者も多かったが、上層の憲兵隊に至っては八割近くが家督を継げなかった次男以下の者たちだ。

「それがなんだって言うんだ。今はヴァテルの話だろう」

「おいおい、まだ言ってない職があるだろ？」

「……だから、それがなんだと言うんだッ！　役人だろうと法律家だろうと関係な――」

　苛いら立だちと共に口走ろうとした瞬しゆん間かん、エルスの動きが止まった。

　その様子を見て、タクミは口元に笑えみを浮かべる。

「そうだ。貴族の次男坊たちは……専門職である『商人』になることも多い」

　この世界の識字率と算術は広く普ふ及きゆうしておらず、専門知識として扱あつかわれている。

　だからこそ、読み書きと計算ができる貴族が『商人』になることも多い。

「しかし、ファミリエなんて姓せいの貴族は存在していない。だったらヴァテルさんはどこで知識を得て、何もない状態から下層を仕切るほどの資金と繋つながりを築き上げたのか」

　下層における『鈴蘭』という非正規商会。

　ヴァテルは劣れつ悪あくな環かん境きよう下でその勢力を拡大し、武力と智ち謀ぼうを使い分け、無む秩ちつ序じよであった下層に秩ちつ序じよを与あたえ、下層の多くを支配下に置いていた。

　しかし商売をするには専門の知識がいる、行動を起こすためには金がいる、通商ルートの奪だつ取しゆや取引内容を把は握あくするためには相応のコネクションが必要になる。

　その全てをヴァテルはどこで手に入れたのか――

「つまり……お前はこう言いたいのか」

　握にぎりしめた拳こぶしを震ふるわせながら、エルスは掠かすれるような声こわ音ねで言う。

「ヴァテルは――私の叔父おじだと言うのか」

　その瞳に普ふ段だんの気き丈じようさはない。

　ただどこまでも弱々しい、泣きそうな少女の顔があった。

　その様子を見て、今まで話を聞いていたミルトが口を挟はさむ。

「で、でもっ！　それなら、どうして私の父はファミリエの姓を名乗っていたんですか？　三大公の次男だとしたら、フェアシュタットの姓を名乗るはずでしょう？」

「家名を捨てたってことは、相応の理由があるってことだ。問題行動による絶ぜつ縁えん、勘かん当どう、追放……だが、フェアシュタット家に次男がいたって記録はおろか、血縁者であるエルスですら存在を知らなかった。つまり考えられるのは――」

「――出生時にその存在を抹まつ消しようされた、ということだろう」

　タクミの言葉を遮さえぎって、エルスが力無い笑みを浮かべる。

　エルス自身も、噂うわさ程度でしか聞いたことはなかった。

「貴族の間で双ふた子ごが生まれたら……片方は忌いみ子ごとして存在を消されるか、家名を捨ててどこか遠方の養子に出される因習がある。三大公から忌み子が生まれたとなったら、世間の風当たりは強くなっただろう」

　三大公の地位に就く者として、その風評は決して表に出すわけにはいかない。

　そして、ヴァテルの存在は誕生と同時に消された。

「私自身も……ヴァテルがどこか父に似ていると思ったことはあったんだ」

　記き憶おくの中にある厳格な父の姿と、豪ごう放ほうで大おお雑ざつ把ぱな性格だったヴァテルの姿。

　容姿だって決して似ているとは言えない。

　それでも、何度かその姿が重なって見えたことがあった。

　父を失ったことで、ヴァテルに父の面おも影かげを重ねているのだと思っていた。

「――あのバカは、どうしてもっと早く言わなかったんだ……っ」

　ぽたぽたと、手て袋ぶくろの上に水すい滴てきを零こぼしていく。

　幼い頃ころ、エルスは幾いく度どとなくヴァテルに反はん抗こうしたことがあった。

　亡なくなった父と代わるように現れ、なにかと世話を焼いてきたヴァテルを疎うとましく思い、心無い言葉を浴びせたこともあった。

　ヴァテルが幼いミルトを連れて来るようになってから反抗こそしなかったが、その後もヴァテルを敵視していたし、下層の憲兵隊長になった後も変わらなかった。

　ヴァテルが何かと問題を起こす度、厳しい態度と口調で説教を行っていた。

　それでも……ヴァテルは、ずっと昔と変わらない笑え顔がおで頭を掻かいていた。

　まるで亡くなった兄の代わりに、成長した娘むすめを愛めでるかのように。

「なんで、いなくなる前に言ってくれなかったんだ……っ！」

　ヴァテル・ファミリエという人間は既すでにいない。

　二年前、デンメルグへと向かう馬車の事故に巻き込まれて亡くなった。

「もう、あいつに詫わびることも、感謝を伝えることもできな――」




「あ、いや。ヴァテルさんは生きてるから」




　エルスが悲ひ嘆たんに暮れていた時、タクミが一いつ瞬しゆんでその空気をぶち破った。

「………………は？」

「ヴァテルさんはまだ生きてるぞ」

「……あいつは事故で死んだだろう？」

「事故で死んだように見せかけたんだよ。エルヴィスが真相に勘かん付づき始めていたし、俺が偽ぎ装そう工作をして、今はデンメルグの隠かくれ家がに匿かくまっている」

　もはや涙なみだも引っ込んだのか、エルスはぽかんと口を開けたまま放心していた。

「信じられないって言うなら、リーゼが直した通信魔ま具ぐで声を聞かせたっていい。姫ひめ殿でん下か誘ゆう拐かいの真実、ヴァテルさんの出生、全部本人の口から聞かせてやるよ」

「やめてくれ。嬉き々きとして語る姿を想像しただけで腹が立ってくる」

「詫びと感謝の言葉はどうした」

「……一回ブン殴なぐって罵ば倒とうした後に言う」

　エルスが耳を真っ赤にしながら俯うつむいたところで、ミルトがぴしりと手を挙げる。

「まず、そんな大事な話を黙だまっていたタクミに異議を申し立てたいです！」

「そりゃ黙ってるさ。ヴァテルさんが生きているって話をしたら、お前はヴァテルさんが戻もどってくるまでの『代わり』として人の上に立っていたからな」

　死を偽装してヴァテルを匿ったところで、それは一時しのぎでしかない。

　エルヴィスが実権を握り続ける限り、ヴァテルだけでなく、女王の実子であるミルトは常に命の危険に晒さらされることになる。

　しかしエルヴィスを引きずり下ろしただけでは、神王国家リヒテルトは瓦が解かいする。

　だからこそ、同時に新たな国の指導者を育て上げる必要があった。

　国の象しよう徴ちようとして在り、国民の上に立って国を率いる存在。

「お前は下層にいるような奴らのために行動ができて、《鈴蘭》存続のために立ち上がって、誰であろうと手を差さし伸のべることができる人間だ」

　僅わずかな期間で、ミルトは以前よりも遥かに強い人間となった。

　何も力を持たない、お飾かざりでしかなかった自分を正しく受け止めた。

　下層と《鈴蘭》のために、自ら表に出て上に立つことを決めた。

　タクミを助けるために、その人徳によって多くの人間を動かして見せた。

　そしてタクミはゆっくりと膝ひざを折り、ミルトに向かって頭を垂れる。

「ミルト・リヒテルト殿でん下か――国のため、女王の大役を引き受けていただけないか」

　どこまでも真しん摯しにタクミは言葉を向ける。

　いまだミルトは困こん惑わくしていたが……やがて、ゆっくりと口を開いた。

「ええと、まずは顔を上げてもらえますか。俯いていると平手打ちしにくいので」

「お前は本当にたくましくなったな」

「タクミたちが突とつ拍ぴよう子しのない行動を取るから、自然と胆たん力りよくが付いちゃったんです」

　苦笑を浮かべてから、ミルトは態度を改める。

「理由があったとはいえ……父の死を私にまで隠していたことは許せません。他でもない、二年前に私を救い出してくれたあなたが……今まで裏切っていたことが許せません」

　碧へき玉ぎよくの瞳に静かな怒いかりを宿しながら、眼下のタクミを睨にらみつける。

「私を裏切っておきながら、国を背せ負おうなんて大役を押し付つけようとしているんです」

　その怒りから目を逸そらすことなく、タクミは碧玉の瞳を見つめ続ける。

　しばらく互たがいに無言を貫つらぬいてから――ミルトが大きく息を吐はいた。

「……だけど、タクミはいつだって間ま違ちがった行動はしませんでした」

　困ったように頬ほおをかきながら、ミルトは口元に笑みを作る。

「たとえタクミ自身に別の思おも惑わくがあっても、今までの行動が間違っていたとは思いません。今だって間違っているとは思いません。だから――」

　そう言ってから、ミルトは静かに頷く。




「――女王就任の大役、引き受けさせていただきます」




　淑しとやかでありながら、確かな強したたかさを感じる笑みと共に返礼する。

　そしてその直後、ハッと顔を上げた。

「で、でもっ！　私が女王の実子ってどうやって証明するんですか？　王族由来の品とか持ってないですし、なんかそれっぽい雰囲気とかも出せないですよ!?」

「確かにエルリア陛下が前女王の実子ではなかったとはいえ、一いつ切さいの根こん拠きよも無くミルトを女王の座に据すえるのは難しいんじゃないか」

　ミルトの疑問に対して、エルスも同調するように頷く。

　たとえミルトが前女王の実子であり、女神の血を引く人間であったとしても、それを国民たちに証明できなければ即そく位いは認められない。

　しかし、タクミは自信に満ちた笑みと共に立ち上がる。

「それについては問題ない。俺おれ達たちには専門家がいる」

「えっと、専門家って――」

　そうミルトが尋たずねようとした時、バターンッと物々しい音と共に扉とびらが開かれた。

「――それはもちろん、わたしなのですっ！」

　扉を開け放ち、自信満々に立つリーゼの姿があった。

「実はちょっと前に来てましたが、部屋の空気が重かったので待機してたのです！」

「天才ってのは空気まで読んでくれるのか」

「当然なのです。天才なので空気だって読めるのです」

　タクミの軽口に答えてから、リーゼはくるりとミルトに向き直る。

「そして、ミルトさんを女神さまの血統と証明することは可能なのです！」

「……でも、私には由来の品も証明できる人間もいないんですよ？」

　前女王に実子がいたことは徹てつ底てい的てきに秘ひ匿とくされていた。

　その存在を知るのは当時の三大公当主、女王陛下側近であったエルリアの母、そして替かえ玉だまとなったエルリア当人のみ。

　その内の二人は既に故人となり、残る三人が証人と成り得るが、エルヴィスが認にん知ちするはずもなく、エルリアは偽いつわりの女王として国民からの信しん頼らいを失った状態にある。

　そもそも女王の実子は当時生まれて間もない赤子であったため、成長したミルトが当人であると証明すること自体が極きわめて難しい。

　しかし、リーゼはむふんと胸を反らしながら言う。

「由来の品も証人もいらないのです。なぜなら――既に証しよう拠こはここにあるのです」

　声高々に……ミルトの胸むな元もとに向かって、リーゼはびしりと指を突つき付けた。

　その指先を目で追ってから、ミルトがぽふんと顔を赤くする。

「え……その、えっとっ！　たしかにリーゼさんから、その……胸が大きい人は女神の象徴という話は聞きましたけど……それが証拠ってのは無理があると思います……よ？」

　全員の注目を浴びてか、ミルトが恥はずかしそうに腕うでを抱だいて胸元を隠す。

　その様子を見て、リーゼはきょとんと首を傾かしげる。
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　そして合が点てんがいったのか、軽く手をポンと叩いた。

「わたしが言いたいのは、ミルトさんの胸が大きいことじゃないのです！」

「だからもう少し声を抑おさえてくれませんかっ!?」

「それよりも今は話の続きです。わたしが言いたいのは――魔ま術じゆつ式についてです」

　自身の胸を指し示してからリーゼは語る。

「知性を持つ生物は魂に魔術式を持っているのです。そして魔術式とは血脈と共に受うけ継がれるものであり……環境などで大きく変わるものではありません」

　神王国家リヒテルトは、魔法を女神の御み業わざとして崇すう拝はいし尊重している。

　それによって貴族たちは自身の血統を維い持じし、魔術式を子々孫々へ継がせてきた。

　それは王族も例外ではない。

「そしてもう一つ、ミルトさんの魔法も証拠と言える可能性があるのです」

「それって……リーゼさんが聖法じゃないかって言ったものですか？」

「そうです。わたしは人を治ち癒ゆさせる魔法は存在しない、だからこそわたしは聖法だと指し摘てきしましたが――ただ一つ、それを可能とする魔法があるのです」

　そう前置いてから、リーゼはその魔法の名を語る。




「『天源』――リヒテルトの王族に受け継がれる魔ま法ほうです」




　確信に満ちた声音で、リーゼはそう告げる。

　しかしエルスが眉み間けんにシワを寄せながら挙手した。

「……口を挟んで悪いが、治癒だけなら聖法と魔法と勘かん違ちがいして学んだ可能性もある」

「ミルトさんは法則式の知識が乏とぼしいので、それはほぼ無いと言えますが……たしかに治癒だけだったら、エルス様のように疑念を抱く人間も出ると思うのです」

　そして、リーゼはくるりとミルトに向き直る。

「ミルトさん、前にわたしが作った通信魔具を破は壊かいしましたね」

「あぅ……その節は本当にすみません……」

「いえ、『何も知識がないミルトさんが魔具を壊こわした』から気づけたのです」

　ミルトが壊した魔具はリーゼ自身が組み上げた法則式であり、それを破壊するために相反する法則式を組み上げるのは相当な知識を要する。

　しかしミルトはそのための知識を持っていない。

「そもそも『天源』は他者に自身の魔力を分わけ与えるものなのです。女神の血を引く者の魔力は他者の魔力と反発することなく、やがて混じり合って同一化します」

「ええと、つまり私が怪け我がの治癒ができたのは――」

「はい。ミルトさん自身の魔力を分け与えて、魔力によってその人の治癒力を活性化させていたということです。そして、『天源』は他の魔力を自身に還かえすこともできます」

　そう言って、リーゼは自分の手首にある魔具をてしてしと叩く。

「魔具とは魔力を送り込むことで効果を発揮します。しかし魔力が無い状態で魔力を自身に還す……つまり吸い取ったら、魔具は過か負ふ荷かによって壊れるのです」

「えっと……水の入っていないヤカンを熱しちゃった、みたいな感じですか？」

「そんな解かい釈しやくで大だい丈じよう夫ぶなのです。ちなみにこれが魔具じゃなくて人間だった場合、下手したら魔力欠けつ乏ぼうで死んでしまう可能性もあります」

「わ、私、無自覚にそんな危ないことしていたんですか……っ!?」

　顔を青くしながら、ミルトがぷるぷると震え出す。治癒魔法かと思いきや、何かの拍ひよう子しで人を殺あやめていたかもしれないと知れば当然だろう。

「今まで暴発しなかったのは治癒に集中していたおかげなのです。ですが通信魔具を使用した時にミルトさんは動どう揺ようしていましたし、暴発して魔力を吸い取ったんでしょう」

　そこまで説明を終えてから、リーゼは表情を改める。

「以上のことから、わたしはミルトさんの魔法は『天源』であると半ば断定しています。ですが……貴族や枢すう機き卿きようたちを納なつ得とくさせるため、確実な証拠を手に入れます」

　そんな言葉と共に、リーゼはミルトの肩をがしりと掴つかむ。

「そのために――ミルトさんの胸を触さわらせてもらいます」

「………………はい？」

「エルリア様によれば、過去の王族の魔術式を模写したものがあったそうです。その魔術式とミルトさんの魔術式が合がつ致ちすれば、もはや異を唱える人間はいないのです」

「いえ私の疑問はなぜ胸を触るかってところだったんですが!?」

「魔術式は魂、実体部分で言えば心臓に当たるのです。魔術式の書かき換かえや破壊なんて芸当はどこぞの奴ど隷れい商人しかできませんが、法則式で内容を転写することはできるのです」

「…………あの、服の上からとかじゃダメですか？」

「ダメなのです。肌はだの上から直接触る必要があるのです」

「ちょぉーっと触るだけ……とかですよね？」

「転写が終わるまでガッツリ触ってないとダメなのです」

　ずいずいと迫せまってくるリーゼとは対照的に、ミルトが徐じよ々じよに身を引いていく。

　その気き迫はくに押されてか、ミルトが観念したように肩を落とした。

「うぅ……わかりました。それでは隣となりの部屋でお願いします……」

「承知です。エルフさんとエルス様、お手伝いをお願いできますか」

「……なんであたしとエルスなの？」

「胸の大きなお二人がいれば、ミルトさんも安心するといった配はい慮りよなのです」

「その謎なぞの配慮は必要なのかしらね……」

「むしろ私は心こころ穏おだやかでいられなくなりそうだ……」

　ミルトの背を押すリーゼに付いていく形で、カリンとエルスが隣の部屋へと移動する。

　ぱたんとドアの閉まる音が響ひびいたところで、部屋が一気に静まり返る。

「むぅ……わたしが呼ばれなかったのが不服です」

「諦あきらめろ、クノン。お前じゃ頑がん張ばっても無理だ」

「まぁいいんですけどねー。わたしは胸とかあったら動きにくくて邪魔だと思いますし！　それより――さっきのことについて訊いていいですかね？」

　明るく笑みを浮かべた後――その表情が消える。

「ヴァテルの件は首領さんに一切伝えない予定でしたよ」

「そうだ。あいつはどこまでいっても甘あまい。他人なんて見捨てて当然なのに、見返りすら求めずに他者を救う。自分の命が危険に晒されようと、相手を殺すこともできない」

「そうですね。だから確実に女王の座へと据えるまで言わないはずでした」

　クノンの声音はどこまでも冷ややかで、無機質なものだった。

　しかしそれは怒りなどではなく、純じゆん粋すいな興味や好こう奇き心しんといった色が垣かい間ま見みえる。

　だからこそ、タクミは質問を返す。

「お前はミルトに何が足りないかわかるか？」

「んー……首領さんは何もかも足りませんね」

「そうだ。ミルトには何もない。本当にどこまでも弱い奴だ」

　それがミルトに対する正しい評価だった。

　ヴァテルの庇ひ護ごが無ければ、何も力を持たない少女だった。

　もしもヴァテルという存在がいなければ、路ろ傍ぼうに打ち捨てられる人生でしかなかった。

　だからこそ、ヴァテルは下層で《鈴蘭》という組織を立ち上げた。

　無法地帯であった下層に身を置くことでエルヴィスの追及を逃のがれるだけでなく、《鈴蘭》という居場所を作り上げてミルトを守ろうとした。

　結果としてその目もく論ろ見みは成功し、《鈴蘭》の人間はミルトを慕したって守ってきた。

　そうして培つちかわれた人ひと柄がらのおかげで、下層の人間たちもミルトを慕った。

　そうやって、下層は劣悪な環境から徐々に変わっていった。

　しかし、ミルト自身は『人としての強さ』を持てなかった。

　他者に守られていたことで、常に誰かを頼たよらざるを得ず、誰かに縋ることしかできない人間になってしまった。

　それをタクミは時間を掛かけて徐々に矯きよう正せいしていった。

「以前と比べてミルトは強くなった。リヒテルトの体制は崩くずれて、新たな女王を据える準備も整った。だから……ミルトに話したんだ」

　そう語るタクミを見て、クノンは微かに眉を寄せる。

　そしてトコトコと歩き……タクミの膝の上にストンと座すわった。

「…………おい、突とつ然ぜんどうした？」

「いえ、タクミは本当にお人ひと好よしですねーと」

　むすっとした声で、クノンが苛いら立だたしそうに尻尾しつぽを振る。

「タクミだったら、もっと簡単にここまで運べたでしょう。わたしたちが魔法の対処できた時点でフォルテシアをねじ伏ふせることもできる。弱い首領さんをさっさと女王に据えて、隙すきだらけの心を衝つけばお手軽カンタン傀かい儡らい政治の完成だったのに」

「そんなことしたってつまらないだろ」

「そもそも、どうしてタクミはそんなに他人のことを気にかけるんですか？」

　首を後ろに倒たおし、クノンがタクミの瞳を覗き込んでくる。
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　その問いかけに対して――タクミは笑いながら答える。

「俺は人間が大好きだ。ただそれだけの理由だよ」

　タクミがクノンの頭をぽふぽふと撫なでると、当人は不満げに頬を膨ふくらませる。

「……タクミは本当に自分の過去だけは喋しやべりませんねぇ」

「教える必要はないし、お前もそこまで気にしてないだろ？」

「ま、それはそうなんですけどねー。タクミの過去がなんであろうと、わたしはタクミが楽しいことをしてくれるなら他はどーでもいいです」

　身体と尻尾を揺ゆらしながら、クノンは楽しげに声を弾はずませる。

「ようやく……次の段階に進めるんです。わたしは今から楽しみで仕方ありません」

　身体をゆらゆらと揺らしながら、その口を大きく裂さいて笑みを作る。

「だから、何があろうとわたしは付いていきますよ？」

「まだ終わってないのに気が早いもんだな」

「いえいえ、タクミは成功させると信頼してますからっ！」

「いっそ無様に失敗してみるか」

「それはそれで面おも白しろいですけど、その後がつまらないので却きやつ下かでーす」

　ぴょんとタクミの膝の上から降り、そのままドアへと向かっていく。

「それでは――期待していますよ、お人好しのご主人さま」

　笑顔と共にそう言い残してから、クノンは隣の部屋へと走り去っていく。

「――なんか楽しそうなので、わたしも首領さんの胸を揉もみにきましたーっ！」

「ひゃぁっ!?　突然ドアを開けちゃダメですからっ!?」

「オオカミさん、もう少しで終わるので揉むのはもう少し後でお願いするのです」

「やっ、ちょっ……リーゼさんまでなんで揉んでるんですか!?」

「せっかくなので」

「せっかくなので!?」

「あーもう……クノン、ドレスの採寸をするから後にしなさいよ」

「ははは、私は妹分の健すこやかな成長が見られて嬉うれしいよ……」

「身長っ！　身長とかもっと別の成長を見てくださいエルスさんっ!!」

　隣の部屋から賑にぎやかな会話が聞こえ始めたところで、タクミは一人苦笑する。

「期待しています……か」

　その呟つぶやきは賑やかな声とミルトの叫さけび声ごえによって掻き消けされる。

　何度もその言葉を掛けられながらも、タクミはただの一度すら失敗しなかった。

　そして……それが『失敗』だったことに気づかなかった。

　そんな昔を思い返していた時、不意に扉がノックされる。

「もしもーし、こんなところで寝ねてるんじゃないでしょうね？」

　腰こしに手を当てながら、カリンがしかめ面つらを向けてくる。

　その姿を見て、タクミは意識を現実へ戻すように頭を振る。

「目を休めてただけだ。お前こそどうした？」

「あんたがクノンを放したせいでしょうが。ちゃんと繋いでおきなさい」

「旧来の友を犬扱いかよ」

「昔からの付き合いだからこそよ。ま、採寸は前に着ていたドレスに合わせれば問題ないし、明日以降のどこかに時間を作って――」

「いや、予定変へん更こうだ。ミルトには明日から鍛たん錬れんに入ってもらう」

「……別に急ぐ必要はないでしょ？　戴冠式まで三週間あるし、いくらミルトが剣けんに不慣れとはいえ、剣けん舞ぶの形作りをするだけなら一週間も必要ないでしょうし」

　女王即位の戴冠式では、伝統として後こう継けい者しやが剣舞を奉ほう納のうする習わしとなっている。

　そこでミルトは後継者として、国民たちの前で剣舞を披ひ露ろうしなくてはならない。

　しかし、剣舞自体はさほど難しいことではない。剣舞の動きや流れは既に定められているため、剣を持った際の動きを徹底的に覚え込めばいい。

「……もしかして、リーゼから問題があるって言われたの？」

「いや、リーゼから事前に聞いたが、『天源』を意識的に使えるようにするのは難しくないとのことだ。無意識とはいえ、以前から治癒で使っていたわけだしな」

　剣舞の際には王族に伝わる『神器』を握ることになる。

　そして神器そのものが大おお振ぶりの剣であることから、剣舞で振り回まわすためには『天源』の魔ま法ほうを使って身体能力を常人以上に引き上げる必要がある。

　しかし、そちらも問題ないとリーゼからお墨すみ付つきをもらっている。

「……もしかして、また一人で進めるつもりじゃないわよね？」

　眉間のシワを深くしてから、カリンがどすどすとタクミの額に指を突きつける。

「あ・ん・た・の・せ・い・でっ！　どれだけあたしたちが苦労したと思う？」

「ちゃんと溜ためてた仕事は片づけただろ？」

「そういうこと言ってんじゃないのよ……まったく、そういうところは疎いんだから」

　溜息をついてから、カリンはびしりと再び指を突きつける。

「なんかやるならちゃんと言いなさい。いいわね？」

「女め神がみと約束があるから、そのためにミルトの鍛錬を早める」

「話せとは言ったけど、意味不明な説明をしろとは言ってないわ」

「俺の転生を行った女神については話してあるだろ。そいつをエルヴィス……いや、あいつの中にいる亡ぼう霊れいと引き合わせてやる必要がある」

　エルヴィスの中に転生した旧時代の亡霊。

　今までに多くの転生者たちを殺し、その痕こん跡せきを消し去らんと暗あん躍やくする存在。

「仮にここでエルヴィスを殺したとしても、また別の人間に転生して逃にげられる。そのためにも、あいつはここで止めなきゃいけない」

　タクミが笑みを消したところで、カリンも表情を引ひき締しめる。

「それじゃ、ミルトの調整についてはリーゼとエルスに伝えとくわ。だけど、エルヴィスの中身についてどう対処するつもりなの？」

「俺が直接相手をしてやればいい。向こうもそれを望んでいるだろうし……一通り騒さわいで暴れさせれば、あいつの鬱うつ屈くつも晴れるだろうしよ」

「……エルヴィスに監かん視しを付けなかったのはそういうことね」

　合点がいったようにこめかみを叩いてから、カリンは小さく笑う。

「それより、本当にあんたが前線に出るの？」

「いつまでも裏でコソコソしてるわけにはいかないしな。女神の代行者なんて言われるくらいなら、ちょっとは強いとこを見せないとダメだろ？」

　そう言って――タクミは懐ふところの銃じゆうを見せる。

　小型のリボルバー拳けん銃じゆう。

　タクミが地球の知識を使って作り、この世界に順応させた銃。

　そんなタクミに向かって、カリンは一発の弾だん丸がんを放ほうり渡わたす。

　淡あわい紅色の光に包まれた弾丸。

「それじゃ、カッコいいところを見せてよね。ご主人さま」

　笑いかけるカリンに対して、タクミは普段通りの笑みを返す。

「任せとけ。どうせやるなら――派手に華はな々ばなしく、ってな」

　そう言葉を返してから、タクミは空いていた最後の弾だん倉そうに弾丸を込めた。




◇




　月明り一つ差し込まない地下牢ろう獄ごく。

　蝋ろう燭そくの灯あかりが揺らめく中、エルヴィスは牢の中で佇たたずんでいた。

　目をつぶり、壁かべに寄りかかったまま腕を組む姿。

「………………」

　しかしその様子に感情らしいものは見えない。

　タクミの手で魔術式を破壊され、エルヴィスは牢獄に送られた。

　魔法が使えなくなった以上、エルヴィスは何も力を持たない。

　本来、罪を犯おかした魔法士は魔力の流れを乱す魔具を付けられるが、魔力の無い人間には不要と判断したのか、それともフォルテシア当主という立場を慮おもんぱかったのか、その手に枷かせは嵌はめられていない。

　それでもエルヴィスは行動を起こさず、ただ沈ちん黙もくと共に時の流れを待つ。

　その時――不意に階段を下りる足音が響いてきた。

　そしてドアの開く音と共に、エルヴィスのよく知る人間が顔を見せた。

「――よっ、元気してたか親おや父じ殿どの？」

　そんな軽い調子の声を聞いて、エルヴィスがゆっくりと双そう眸ぼうを開く。

「……なぜここへ来た、シグルド」

「つれねぇなぁ……親父殿が捕つかまったって聞いて駆かけ付けたのに」

「相変わらず無む駄だ口ぐちの多い奴やつだ」

「へいへい失礼しましたっと。それと、ここに来るまで他の奴らには見られてないから安心しろって。なぜか見張りが一人もいねぇし」

「奴隷商人による手配だろう。私が見張りに対して交こう渉しようや脅きよう迫はく、もしくは何らかの方法で人ひと質じちに取ることを考こう慮りよすれば当然と言える」

「たしかに親父殿は容よう赦しやねぇからなぁ。見張りなんて立てたら縊くびり殺しそうだ」

　実の父親が牢獄の中にいながらも、シグルドはけらけらとおかしそうに笑う。

　その性格をよく理解していることもあり、エルヴィスは眉一つ動かさない。

「それに今の王都は大おお騒さわぎってもんだ。エルリアが替え玉だってのも正式に公表されたし、三週間後には正統な後継者である姫ひめ殿でん下かの戴たい冠かん式しきをやるってよ」

「……ずいぶんと動きが早いな」

「このゴタゴタに乗じてリヒテルトに介かい入にゆうしようって輩やからは多いだろうからなぁ。早めに立て直さないとマズイってことなんじゃねぇの？」

　リヒテルトは小国とはいえ、ヴェルヌ湖やメルド山脈の環境資源、海上交通の利便性、卓たく越えつした魔法技術といった知識財産など、恵めぐまれた点は数多く存在している。

　そして、武力で他国を牽けん制せいしていたフォルテシアもいない。その期に乗じてリヒテルトへの侵しん攻こう、介入を目もく論ろむ国は確実にある。

「それと周辺国の使者やらお偉いさんを呼んでるみたいだし、そこで釘くぎを刺さして立て直しまでの時間稼かせぎをするってところじゃねぇかな？」

「……やはり、お前は政事には向かんな」

「ひでぇなおい！　だったら親父殿はどう見てるんだよ？」

　シグルドの言葉を無視して、エルヴィスは思案する。

　立て直しまでの時間を稼ぐなど、そんな生なま温ぬるいことを行うとは思えない。

　そんな人間に不覚を取るほどエルヴィスは脆ぜい弱じやくではない。

　だからこそ、何か別の思惑によってタクミは動いている。

「もしくはその先、さらに先への布石か」

「へぇ、親父殿が珍めずらしく他人を買ってるじゃねぇか。たしかに狼おおかみちゃんたちはすごかったけど、その奴隷商人ってのはただの人間なんだろ？」

「ただの人間ではない。奴は『転生者』だ」

　そうエルヴィスが口にした瞬間、シグルドの表情が変わる。

「……親父殿の話じゃ、そいつらは人外じみた強さなんだろ？」

「そうだ。全すべてを一いち撃げきで屠ほふる者、複数の大魔法を振ふるう者、革新的な技術を生み出す者、生命を創造する者……例外なく世界を書き換えるほどの力を持っていた」

　あまりにも強大な力は世界に悪あく影えい響きようを及およぼす。

　その力はいずれ、英えい雄ゆうたちと女神によって作り上げた世界を崩ほう壊かいさせる。

　だからこそ、エルヴィスは輪りん廻ねの輪を外れて多くの転生者たちを葬ほうむってきた。

　個人として謀ぼう殺さつや暗殺を行ってきただけでなく、『エルヴィス』のように国の要職に就つき、民衆を煽せん動どうして国を挙げて転生者の討とう伐ばつを行ったこともあった。

　全ては英雄たちと女神の愛した世界を守るために。

「だが……奴は転生者の中でも特異的な存在だ」

　今までの転生者は良くも悪くもわかりやすい存在だった。

　強大な力を持つ者が行動を起こせば、否いや応おうなしに注目を浴びる。

　だからこそ転生者の発見は容易であり、その対処も難しくなかった。

　転生者を狩かり続ける存在として、千年を超こえる時を生きてきた。

　だというのに……タクミという存在を認知できなかった。

「自身は力を持たないからこそ目立たない。その上、自身が世界にとっての異物だと正しく認にん識しきし、徹てつ底ていした隠いん蔽ぺいを行っている。下層に身を置いて奴隷商人という侮ぶ蔑べつの対象に身を落としているならば、目を引く行動を取っても多くの者は目を逸らす」

「何もかも狙ねらい通りってことか？　そいつはいくらなんでも――」

「あの男なら、それら全てを想定して事を運んでいるはずだ」

　シグルドの言葉を遮り、エルヴィスはそう断言する。

　タクミが異い端たん審しん問もんで行った魔法の書き換え。

　それがどれほど緻ち密みつに、どれほど長い年月を掛かけて用意された手段だったか、他でもないエルヴィス自身が理解している。

　そしてあの方法にどのような意図があったのか、それも正しく理解している。

　異端審問から逃れるため、『女神の代行者』と成って国の頂点に立つため――

　――そして、転生者を狙う存在を狩るため。

「長い時を生きたせいか……私も驕おごっていたようだ」

　千年以上の時を生き、人間ごときに後おくれを取ることはないと思っていた。

　たとえ強大な力を持つ転生者であろうと、自分に敵かなうはずがないと驕っていた。

　そして……エルヴィスは表情を変えずに告げる。

「シグルド、魔ま獣じゆうの討伐は予定数に達しているか」

「正確には覚えちゃいねぇって。炎えん竜りゆうの群れは狼ちゃんたちにブツけちまったけど、毎日魔獣たちをブッ殺しまくってたから大丈夫じゃねぇかな」

「ならば十分だ。キアッドが作り上げた魔ま力りよく結けつ晶しようを使って実行に移せ」

「相変わらず人使いが荒あらいなぁ……それにオレは自分で殴る方が好きなんだけどよ」

「ならば亜あ人じんたちの相手はお前がすればいい。貯蔵武器を好きに使え」

「おおっ！　全部使っていいのかよ!?」

「好きにしろ。だが……英雄たちの神器は残しておけ」

　エルヴィスの表情を見て、何かを察したようにシグルドは肩かたを竦すくめる。

　口を裂かんばかりに笑えみを浮うかべているエルヴィスの姿。

「どうせ戦場に赴おもむくのならば――仲間たちと共に行く」

　そこには人間を超ちよう越えつした、得も言われぬ何者かが宿っている。

　その迫はく力りよくを間近で受け、シグルドも釣つられるように笑う。

「こいつは楽しくなってきたってもんだ。つーか、何だったら今から親父殿を連れ出だした方がいいか？　魔法がねぇと牢を出るのも苦労するだろ？」

「無用だ。確かに『エルヴィス』の魔術式は破壊され、この身体で魔法を使うことはできなくなったが――それならば魔法以外の手段を使うまでだ」

「ああ……そんじゃ、こいつを渡すだけで十分か」

　そう言って、シグルドはナイフとも呼べない粗そ末まつな刃は物ものを牢内に放る。

　それを拾い上げてから、エルヴィスは再び壁に背を預けた。

「行動は戴冠式の当日だ。それまでに私も適当に抜ぬけ出しておこう」

「承知しましたっと、親父殿」

　ひらひらと手を振り、シグルドは牢を離はなれて立ち去る。

　遠ざかっていく足音が聞こえなくなったところで、エルヴィスは自身の手を見つめる。

「…………魔法、か」

　それはかつて自分が生きていた時代……旧時代には存在しないものだった。

　その魔法を作り上げた人間こそ、『無名の英雄』と語かたり継つがれる存在だった。

「本当に……長い時を生きてきた」

　過去を懐なつかしみながら、エルヴィスは珍しく表情を崩す。

　輪廻を外れ、身体を変え、名を変え、長い時を生きてきた。

　それでも英雄たちと過ごしてきた時間は先日のように思い返せる。

　世界を救った後の世で、各所に人を集めて国家の基き盤ばんを作り上げた。

　平和になった世界だからこそ、『無名の英雄』は自分が編み出した魔法を広めた。

「みんな使えた方が便利だろ」と、屈くつ託たくのない笑みを浮かべていた。

　それによって、傷つき疲ひ弊へいした人々の生活は徐々に戻っていった。

　名を失い、大切な人間を失いながらも、それでも世界を愛し続けた人間。

　その人間を知る者は自分以外に一人もいない。

「私が……成なし遂とげなければならない」

　英雄たちと交かわした約束を守らなくてはいけない。

　その世界を守れないというのなら、

　その世界が変わり果てていくのなら――




「――私自身の手で、世界を破壊するまでだ」







二章　何も持たない少女は望んでいた







　ミルトの正体が判明してから一週間。

　上層では早朝の穏やかな風と清せい澄ちような空気が漂ただよっている。

「んっ……ん、ぅぅぅぅっ！」

　そんな中、ミルトはフェアシュタット邸ていの訓練場で唸うなっていた。

　顔を真っ赤にしながら重石おもしのついた棒に力を込め、ぷるぷると身体を震ふるわせながら重石をなんとか持ち上げようとする。

　しかし、すぐさま重石を下ろして肩で息をついた。

「――ぷはぁっ！　い、今の高さが限界です……っ」

「…………むぅ、拳こぶし一個分は上がってましたね」

　地面にぺたんと座ったまま、リーゼがなんとも言えない表情を作る。

　そして結果を聞いたミルトも、へなへなと脱だつ力りよくしていく。

「うぅ……本当に私がこれを持ち上げられるんですか？」

「理論上は可能なのです。『天源』によって魔力を活性化させ、魔力が霧む散さんする前に還かん元げんを行う。それによって半永久的に身体能力の向上が行えると資料にありました」

　現在、ミルトはリーゼから魔法の指導を受けていた。

　女神の血を引く者のみが使える『天源』の魔法。

「無意識とはいえ、以前から使っていたのなら習得も難しくはないと思うのです」

「……そうですね。あと二週間しかありませんし、急がないといけません」

　先週、女王エルリア、ルクス、クラメルといった国の重じゆう鎮ちんが公式発表を行った。

　行方ゆくえ不明だった姫殿下の発見、エルヴィスが行った女王殺害の罪、その証しよう拠こ隠いん滅めつを行おうとした事実など、その全てが洗いざらい公表された。

　タクミの異端審問についても触ふれており、「事実を知ったタクミを亡なき者ものにするため、エルヴィスが罪を捏ねつ造ぞうして異端審問を強行した」と伝えている。

　そして、エルリアは偽りの女王であることを謝罪した後……その座を正統な後継者、姫殿下に譲渡するため、戴冠式を行うと発表した。

　戴冠式は二週間後、周辺国の要人を招いて執とり行おこなわれる。

　西方の英雄都市シュトラーゼ、北方で冷戦状態にあるデンメルグ、東方の列島を拠きよ点てんとする海上国家セプテリオンが該がい当とう国となっている。

「まったく……協力関係にあるシュトラーゼや交易国であるセプテリオンはともかく、敵国であるデンメルグにまで招待を出すなんて。あの人は何を考えているのですか」

「……ええと、たしかタクミは『近きん隣りん国こくに女王の代だい替がわりと体制の変革を伝え、周辺国に対して今後の国としての方針を明確に示すため』って言ってましたけど……」

「それならやっぱり二国で十分なのです。エルヴィスに協力していたデンメルグなんて、リヒテルトの地を踏ふませるのもおこがましいのです」

　ぷくーっと頬ほおを膨らませながら、リーゼが率そつ直ちよくな意見を言う。フォルテシアと因いん縁ねんのあったリーゼにとって、その関係者を国事に招しよう致ちするのは納得いかないのだろう。

「むしろ、私はそんな要人たちの前で剣舞を披露するのが不安で仕方なくて……」

　王位継けい承しようとして執り行われる戴たい冠かんの儀ぎ。

　継承者は王家伝来の神器を持ち、その場で剣舞を披露する。

　それは女神フィリア自身が武人であったこと、そして戦いへと赴く英雄たちのために、戦勝祈き願がんとして剣舞を奉納したことが由来となっている。

　しかし、ミルトは剣をまともに握にぎったことがない。

　神器を扱あつかうためには『天源』による身体強化を必要とするため、魔法を正しく扱えるようになった上で剣舞の形作りをする必要がある。

「うぅ……料理やお菓か子し作りみたいに簡単だといいのに……」

「わたしも料理に詳くわしければ、わかりやすい例を出せるのですが……」

「そ、それじゃっ！　今から気分転てん換かんも兼かねて料理を――」

「それはダメなのです」

「やっぱりダメですよね……」

　瞬しゆん時じに却下されてしまい、ミルトが再び肩を落として溜ため息いきをつく。

　そして、俯うつむいたままぽつりと言葉を漏もらす。

「本当に……私は女王になっていいんでしょうか」

　訓練を始めてから一週間、ずっとミルトは考えていた。

　女神の血を引き、王家の血を引く唯ゆい一いつの人間。

　女王と三大公の一角を失って瓦が解かいしつつあるリヒテルトを統とう率そつするためには、女王の実子であるミルトが女王になるのが最善だと理解している。

　だからこそ、ミルトはタクミからの提案を受け入れた。

　しかし、ミルトは自分のことを正しく理解している。

「私は何もできない人間です。タクミのように頭が良いわけでも、エルスさんのように剣や魔法が得意でもなく、リーゼさんのように法術に精通しているわけでもない。そんな人間が女王になって……皆みなさんは落らく胆たんしないでしょうか」

　クノンやカリンのように補ほ佐さができるわけでもなく、ガイツのように商会運営ができるわけでもなく、ジルのように武力で部下たちを統率できるわけでもない。

《鈴すず蘭らん》という枠わく組ぐみの中で、自分が能力的に一番劣おとっていると理解している。

　だからミルトはお飾かざりの首領になると決めた。

　自分は「何もできない人間」だと正しく理解したからこそ、他の仕事や役目の全てを他者に任せ、象しよう徴ちようや旗印としての役目を選んだ。

　しかし、それは《鈴蘭》や下層といった場所での話だ。

　ヴァテルが作り上げた《鈴蘭》があったからこそ、その選せん択たくをすることができた。

　しかし王都の人間……そして神王国家リヒテルトに属する人々が、無条件でミルトの存在を受け入れるとは限らない。

　だからこそ、不安で圧し潰つぶされそうになる。

「あの、ミルトさん――」

　俯き続けるミルトを見て、リーゼは眉まゆ尻じりを下げながら声を掛けようとした時――

「――やあああああんっ！　やっと見つけましたよ、リーゼっ!!」

　横合いから走り寄ってきたエルリアが、勢いよくリーゼに抱だきついた。

「はぁぁぁ……予想通り、リーゼの抱き心ごこ地ちは素す晴ばらしいですねぇ……」

「……エルリア様、苦しいのです」

　リーゼを抱きしめながらエルリアが愛いとおしげに頬ずりする。しかし当人は何とも言えない表情だった。

　そして、少し遅れてルクスがその場へと歩み寄ってくる。

「いきなり駆け出したかと思ったら……一応まだエルリア様は女王なんですから、上層や他人の目がある外ではまともでいてください」

「え？　ちゃんと普ふ通つうにしているでしょう？」

「通りすがりの大司教を撫でまわす奇き行こうが普通だと？」

「ええ！　かわいい子は撫でる、それは至し極ごく当然の行こう為いですからっ!!」

「ああはい……もうわかりましたから、大司教を解放してください」

　自信満々に答えたエルリアを見て、ルクスが胃を押おさえながら苦々しい表情を作る。その様子を見るだけで色々と苦労しているのが察せられた。

「すまないね、ミルトちゃん。魔法の訓練中だったのに」

「い、いえいえ！　ちょうど休きゆう憩けいしていたところですから！」

「あら、それはちょうどいいですね！　ミルトさんとは一度お話ししたかったので！」

　二人のやり取りを聞いて、エルリアが嬉き々きとした笑みを浮かべる。

　一いつ瞬しゆん、ミルトはリーゼのように揉みくちゃにされるのかと身構えたが、エルリアは軽くドレスの裾すそをつまみ、恭うやうやしく頭を下げた。

「改めて……女王就任の件をお引き受けいただき、ありがとうございます」

「は、はいっ！　その……まだ実感はありませんが、恐きよう縮しゆくです」

　その堂に入った所作に気け圧おされ、反射的にぺこりと頭を下げる。

「実感が無いのは仕方ありませんよ。今まで王族であることを知らずに生きてきて、突然その血筋だと言われたら戸と惑まどうのも当然ですから」

「その、それもあるんですけど……」

　胸の中にある不安のせいで、思わず表情を曇くもらせてしまう。

　その様子から何かを察したのか、エルリアは柔やわらかい笑みを浮かべた。

「やっぱり、女王として国の未来を担になうことが不安ですか？」

「…………はい。本当に私でいいのかと思ってしまって」

「そうでしょうね。いくら後継者とはいえ、突然国を背負えと言われて迷わない人間はいません。ですが……だからこそ、私はミルトさんが女王に相応ふさわしいと思っています」

　少しだけ、申し訳なさそうにエルリアは苦く笑しようする。

「私は……女王になるしか道がありませんでした。それ以外の選せん択たく肢しはありませんでしたし、それを迷う必要すらありませんでした」

　消えた姫殿下の替かえ玉だまとなることに、エルリアは躊ちゆう躇ちよしなかった。

　しかし、それは決して前向きな理由ではない。

「女王という立場にあれば私は少なくとも殺されない。三大公の傀儡として実権を奪うばわれても、女王という立場を利用することができる。そして……前女王陛下を殺し、私の母を殺したエルヴィスに報復できる。そんな考えで私は女王を引き受けたのです」

　冷れい淡たんな声こわ音ねと共に、エルリアは当時の暗い感情を吐と露ろする。

「そんな私と比べて、あなたはちゃんと国民のことを考えている。リヒテルトという国と国民たちの未来を考えている。だからこそ、私はあなたが女王に相応しいと思いますよ」

「で、でもっ！　私は本当に何もできないんですよ？　何か能力があるわけでもありませんし、剣や魔法を扱えるわけでもないですし……」

「あら、私だって同じようなものですよ。剣なんてまともに扱えませんし、魔法だって突出して強力というわけでもありませんから」

「え？　でも……エルリア様も、戴冠式で剣舞を行ったんじゃ……？」

「あー……それはちょっとズルをしたんですよ」

　きょとんと首を傾かしげたミルトを見て、エルリアが口に指を当てながら言う。

「私の魔法は『対象の経験や思考を自身に移す』というものなんです。少しの間だけ対象者になりきる――【そう、例えばごっこ遊びのようなものさ】」

　一瞬にして、エルリアの表情や口調がガラリと変わる。

　見た目こそ変わらないが、雰ふん囲い気きや所作のせいで別人のようにさえ思える。

　その変へん貌ぼうっぷりに驚おどろく中、同時にある人物を想起した。

「……えっと、もしかしてルクス様ですか？」

「【さすが、ミルトちゃん。やっぱり僕ぼくの溢あふれ出でる高貴さが――】って痛ぁッ!?　ルクス、今あなた私の頭を殴なぐりましたね!?」

「そりゃ無断で真ま似ねされたら叩たたきますよ。あと僕はそんなこと言わないし」

　エルリアの頭に拳を押し付つけ、ルクスはぐりぐりと押し込んでいく。

「とまぁ、こんな感じでエルリア様は贋がん作さくの神器を握って、僕の姿を真似て剣舞を行ったらしくてね。当時はなんか見覚えあるなぁとしか思わなかったけど」

「へぇー……一時的とはいえ、他者の能力を得られるってすごいですね」

「たしかに強力だけど、一時的に自分と他者が混在するから長時間は使えないだろうね。エルリア様の家系が王家の側そば仕づかえ、影かげ武む者しやの役目を担っていたからこその魔法かな」

「のんびり説明をする前に手を！　手をどかしてくださいルクスッ!!」

　エルリアの泣きが入ったところで、ルクスはようやくその手を頭から退ける。

「うぅっ……リーゼ、私はルクスに汚けがされてしまいました……」

「人聞きの悪いことを言わないでもらえますか」

「わたし、最近のエルリア様の痴ち態たいに慣れてきたのです」

「私はリーゼにまでそんな扱いをされるように!?」

　エルリアがよよよと泣なき崩れるが、ルクスは無視を決め込んでミルトに向き直る。

「ともかく、僕も君が女王に相応しいということは疑っていないよ。能力とかそういった面よりも……彼かれが君を選んだという事実が、何よりの証しよう拠こだ」

　タクミは他の誰だれでもなく、ミルトを女王の座に据すえると決めた。

　その理由も目的もわからないが、そこには意味があるとルクスは確信している。

　ミルトもそれは理解しているが……どうしても不安は拭ぬぐえない。

「というか、もう彼に直接訊きけばいいんじゃないかな？」

「む、むりむり無理ですっ！　それに、タクミのことだから誤ご魔ま化かしそうです……」

「あー……たしかに彼ならそうかもね。秘密主義というか照れ屋というか、不要だったら些さ細さいなことだって話さないし、それで前回は大変だったわけで」

　上層での抗こう議ぎ活動を思い返しながら、ルクスが眉み間けんにシワを寄せる。当人からすれば苦労の大半が無む駄だに終わったので何とも言えない気分だろう。

　そこで、ルクスがふと顔を上げた。

「本人に聞けないなら、その周りから聞いてみるのはどうだい？」

「周り……ですか？」

「そうそう。君よりもっと先に、タクミくんに選ばれた人材がいるじゃないか」

　タクミに見定められ、役割を与あたえられた人物たち。

　明確な役割を持ち、それを確実に遂すい行こうする部隊。

「魔ま獣じゆう討とう伐ばつの報告書を見たけど、たった数人の亜人で中型や大型を殲せん滅めつしたんだろう？」

「たしかにエイグルさんたちは護衛や荒あら事ごとを任されているって聞いてますけど……」

「……正直、にわかには信じがたい話なのです」

　普ふ段だんの様子を知っているだけあって、リーゼが怪け訝げんそうな表情を作る。それはミルトも同様らしく、何とも言えない表情を作っていた。

「どちらにせよ討伐した事実は変わらないわけだし、タクミくんがそのつもりで選んだ人材だって言うなら、何か意見を聞けるんじゃないかな」

「それは……そうかもしれませんね」

「うんうん。魔法の鍛錬は集中力がいるし、悩なやみながらやるよりいいと思うよ。彼らなら上層の商会にいるって聞いたから、ちょっと行って来たらどうだい？」

「上層の商会ということは、ガイツさんのところですか？」

「そうそう。遠えん征せいに掛かかった費用と復興支し援えんの試算をするってことで、ガイツくんが招集したらしくてね。クレスト大司教、ミルトちゃんのお付きを頼たのめるかい？」

「お任せください。上層ならわたしも迷わず案内できるのです」

　むふんとリーゼが胸を張り、ルクスは満足げに頷うなずく。

「それじゃ、僕たちはこのまま別件に向かおうかな」

「え？　私はリーゼに付いていきますけど？」

「仕事があるって言ってるでしょう元女王。クレスト大司教、悪いけど早急に向かってもらえるかい。このままじゃエルリア様がいつも以上に使い物にならない」

「わかったのです。それではミルトさん、こちらへどうぞです」

「は、はい。それでは私たちは失礼しますっ」

　リーゼに手を引かれ、ミルトが二人にぺこりと頭を下げて去っていく。

　二人の姿が遠ざかっていくのを見届けてから、ルクスは深く息をついた。

「……いやぁ、ミルトちゃんは本当に素す直なおで良い子だなぁ」

「あら、ここにも素直で美人な元女王がいますよ？」

「あなたは素直っていうより、欲望に忠実になっただけでしょう。まぁクレスト大司教にも付いて行って欲ほしかったので、今回は助かりましたけど」

「いや私は単純にリーゼを愛めでていただけなんですけど」

「あなたが頬ずりしている間、クレスト大司教が死人みたいな顔をしていましたけどね」

　再び溜息をついてから、ルクスは表情を改める。

「さて……それじゃ人ひと払ばらいも済んだし、そろそろ話を聞かせてもらおうかな」

　そう、どこにでもなく声を掛けた直後――

「――よう。悪いな、余計な手間を取らせちまって」

　靴くつ音おとを響ひびかせながら、タクミが物もの陰かげから姿を現す。

　普段通りの笑みを見て、ルクスは苦笑を浮かべる。

「コソコソと隠かくれているなんて、君らしくないじゃないか」

「そんなことはないさ。俺おれはいつだってコソコソと身を潜ひそめている人間だし、そうじゃないと生きられない弱い人間だからよ」

「……君の口から謙けん遜そんを聞く度に胃が痛くなるなぁ」

　タクミの自信に満ちた笑みを見て、ルクスは痛み出した腹を押さえ出す。

　そんなルクスを置いて、エルリアが一歩前へと出る。

「それよりも……お話というのを早く聞かせてもらえますか？」

「そうだな。元女王に三大公の一角、そんなあんたたちだからこそ、事前に今後の方針について話しておこうかと思ってよ」

　そう前置いてから、タクミは口こう端たんを吊つり上あげる。

「これからのリヒテルト――いや、この世界に存在する全ての国を動かす」

　野心に満ち、どこまでも頂点を目指し続ける瞳ひとみ。

　今後起こる全ての出来事、その中心に在る男。




「さて――新しいゲームの説明といこうか」
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　上層に居を構える大商会、《鈴蘭》支部。

　旧アンベルク商会を基盤としているが、ガイツ・エジスタン主導の下に体系は刷新され、わずか数か月で他の四大商会を遥はるかに凌しのぐ業績を出し続けている。

　その上、今では他の四大商会を半ば取り込みつつあり、四大商会に分業していた国庫管理を一本化することで分業による弊へい害がいを解消し、その上でさらなる効率化を図はかっている。

　やがては国の中ちゆう枢すうとなるために、上層の《鈴蘭》支部は徐じよ々じよに準備を進めている。

　そんな未来の重要拠点の一室に、妙みような緊きん張ちよう感が走っていた。

　室内の中央に鎮ちん座ざする、チェス盤ばんに似た大型ボードゲーム。

「……エイグル、なんとかしないとワタシも負ける」

　もこもこの白はく髪はつを揺ゆらしながら、メリノがそわそわと盤ばん面めんを見守っている。

「ヌゥゥゥ……しかし、この状じよう況きようは厳しいところですなぁ……ッッ!!」

　大型のチェス盤を眺ながめながら、エイグルが低い唸うなり声ごえを上げる。

　その対面には、レヴィンがふんぞり返りながら尻尾しつぽを振っていた。

「オラオラどしたァッ！　お前らの陣じん地ちを一面焼け野原にしてやんぞォ!!」

「うぅ……味方なのに、ボクの陣地まで焼かれたのですよぅ……」

「泣くんじゃねェ、クロリスッ！　仇かたきは取ってやるからよォッ!!」

「ボクの仇はレヴィンなんですよぉぉぉっっ!!」

　垂れ耳をパタパタはためかせながら、クロリスがレヴィンの尻尾を叩く。

　そんな両陣営を眺めながら、ラングがぬとりと手を上げる。

「エイグルの持ち時間が無くなりましたので、これより秒読みとさせていただきます」

「ヌォォォォッッ！　ラング殿どのが読み上げをすると、ヌトヌト音がして集中力がッッ!!」

「審しん判ぱんに暴言を行ったので持ち時間マイナス、エイグルの負けですね」

「――ヌゥゥゥオァァァァァッッ！　我わが輩はいの全財産がああああああッッ!?」

　エイグルが羽を散らしながら頭を抱かかえ、ラングが机の金貨を回収していく。

「ハッハァッ!!　悪ぃなエイグル、これでまた一文無しだァッ!!」

「……むぅ、レヴィンは強すぎる」

「普段は脳筋っぽいのに、レヴィンってゲーム系強いですよねぇ……」

　そんなワイワイと騒さわぐ亜人組の様子を、ミルトたちはぽかんと眺めていた。

「ええと……もしかしてお邪じや魔までしたか？」

「いえいえ。ちょうど最後のゲームでしたから」

　ヌボーッとした顔を向けながら、ラングがぬとぬと音を立てて手を振る。

　そして、ミルトの背後に隠れるリーゼに顔を向ける。

「おや、そちらのお嬢じようさんは初めましてですな」

「わ、わたしはリーゼ・クレスト大司教なのです」

「ハッハ、そんなに怯おびえずとも大だい丈じよう夫ぶですよ。私は水すい棲せい人のラングでございます」

「……意外とまともな挨あい拶さつだったのです」

「バカ鳥やアホ竜りゆうより礼節を弁わきまえておりますので。こちらはお近づきの印にどうぞ」

　そう言って、ぬぅーっと透とう明めいな瓶びんを差し出してくる。

「……その、これはなんなのです？」

「尿し瓶びんです。こちらに尿にようを入れて私にお渡わたしください」

「ゴミみたいな礼節を弁えた人だったのです」

「ハッハッ、これはなかなか将来有望な罵ば倒とうっぷりです」

　のっぺりした表情と共に、ラングがぺちんぺちんと手を叩く。無む性しように腹立たしい。

　会話する二人を置いて、ミルトは二人の獣じゆう人じんに声を掛ける。

「メリノさんとクロリスさんはお久しぶりですね。お元気でしたか？」

「……ワタシは、ついさっきまでは元気だった」

　眠ねむたげに盤面の駒こまを眺めながら、メリノがねじ曲がった角をトントンと叩く。

「……エイグルの次に負けたのがワタシ。おかげでお金がすっからかん」

「メリノは兵ひよう糧ろう管理が上手うまいのに、攻せめたり逃にげたりするのが下手すぎなんですよぉ」

「……クロリスは逃げるの上手いから、毎回まんなかキープ」

「ふふーん、それがボクの本分なのですよぉ！　どれだけ兵力を上げても当たらなければ意味なんてな――にょぁああああっ!?　メリノぉっ！　なんで耳を引っ張りますかぁっ!?」

「……クロリスに、慢まん心しんはダメだと教えてあげているの」

「絶対ゲームに負けた腹いせじゃないですかぁぁぁぁっ!!」

「……そんなことない」

　頬を膨ふくらませながら、メリノがクロリスの垂れ耳をみょんみょんと上下に引っ張る。

「ま、まぁまぁメリノさん。クロリスさんが泣き叫さけぶと商会の方々に迷めい惑わくが掛かると思うので、その辺でやめておきましょうね」

「……ミルトが言うなら、そろそろやめておく」

「ミルトさん……ボクの抗議をさりげなく迷めい惑わく扱あつかいしたのですよぅ……」

　ミルトの言葉によってクロリスが解放され、そのまま床ゆかにうなだれる。

　クロリスがひぐひぐと泣きじゃくっていると、リーゼがすとんと目の前に座すわり込んだ。

「大丈夫ですか。ウサギさん」

「ひぅっ!?　し、知らない子がいるのですよぉっ!?」

「わたしはリーゼ・クレスト、あなたの味方なのです」

　そう言って、リーゼは微笑ほほえみながらクロリスの手を取る。
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「あなたからは……わたしと同じ、他人からいじられる素質を感じるのです」

「それ自分で言っちゃダメなやつですよぅっ！」

「あと、あなたと一いつ緒しよにいればわたしに対する被ひ害がいが減りそうな気がするのです」

「なんで初対面なのにボクを身代わりにしようとするんですかぁっ!?」

「女め神がみさまの教えにあるのです。苦しみは他者と分けるべきだと」

　リーゼの中で何か通じるところがあったらしく、親しげにクロリスの肩をぽんぽん叩く。

　そうして面通しを終えたところで、レヴィンが改めて尋たずねる。

「それでミルトの嬢ちゃん、なんか用があってここに来たんじゃねェのか？」

「はい……えと、皆さんにお聞きしたいことがあって」

　皆の注目を浴びる中、ミルトはレヴィンたちに尋ねる。

「皆さんは、タクミから荒事の処理を請うけ負おっているんですよね？」

「たしかに我輩たちの本分は戦せん闘とうですなッッ！」

「ナッハッハッ！　むしろ今のオレたちは戦闘しかできねェけどなァ！」

「それじゃ……タクミに選ばれた時も、自分たちに相応しいと思いましたか？」

　そうミルトが再び尋ねてみると、レヴィンが珍しく悩ましげに唸る。

「相応しいっつーか……自分が戦うとか思ってもなかったがなァ」

「……え？　戦うのに向いていたから、タクミに任されたんじゃないんですか？」

「旦だん那なからすりゃァそうなんだろうが、当時のオレは建設奴ど隷れいだったんだぜ？」

「……建設奴隷ってなんなのです？」

「建築やら建造の時に使われる労働奴隷だ。当時のオレは亜あ人じん奴隷たちのまとめ役で、そこで旦那に声を掛けられて買われたってわけだァな」

　初めてレヴィンの前身を聞き、ミルトとリーゼが目を丸くする。

「オレだけじゃねェぜ。エイグルは前に何をしてたんだっけか？」

「我輩、以前は山さん岳がく地ちで運うん搬ぱん奴隷をやっておりましたッッ！　懐かしいですなぁッッ！」

「……ワタシは、薬屋で薬草採取に使われてた」

「ボ、ボクは野の良らでしたけど、毎日ひもじくて大変でしたよぅ……」

「ハッハッ、私は川辺でひなたぼっこしてたら、見た目が面おも白しろいからと捕ほ縛ばくされました」

　各おの々おのが前身を語るが、とても荒事をこなすのに向いていたとは思えない。

　それでも、レヴィンたちは今の姿を選んだ。

「つまり……タクミに才能を見込まれたから、戦闘を学ぼうと思ったんですか？」

「いいや、そいつは違ェんだが……なんつーか説明が難しいなァッ!!」

　レヴィンが岩のような巨きよ漢かんを丸めて唸り始めた時、メリノが小さく手を挙げる。

「……たぶん、ワタシたちは変わりたかったんだと思う」

「変わりたかった、ですか？」

「……そう。本当だったら、ワタシたちは死ぬまでただの奴隷だった」

　ぼんやりとした眼めで、メリノは自身の過去を語る。

「……毎日、言われるがままに薬草を採る。量が足りなかったら怒おこられて殴られる。だけど他に生きる道がないから、ワタシはまた言われるがままに薬草を採る。その繰くり返かえし」

「ボクも……そうでしたね。なんとなく生きないとって思って、木の根を食べたり泥どろ水みずを頑がん張ばって飲んだりして……その内、ただ生きることだけが目的になってました」

　メリノの言葉に同調するように、クロリスが言葉を重ねる。

　亜人は生まれながらに奴隷の身分を与えられ、それ以外に生きる道はない。

　どれだけの不ふ遇ぐうを受けようと、他に選択肢は存在しない。

「……だけど、ご主人はただの奴隷として働く以外の道があるって教えてくれた」

　淡たん々たんとした日々を過ごす中で、タクミは変わる機会と選択肢を与えた。

「……ワタシには、魔ま法ほうの才能があるって言ってくれた。お前ならその魔法を活いかすことができるって言ってくれた。別の道を示してくれて……変わる機会をくれた」

　僅わずかに感情を滲にじませながら、メリノがぽつぽつと語る。

　自分の知る以外の道がある。

　淡々として乾かん燥そうした毎日とは違ちがう世界がある。

　そのことを知ったからこそ……メリノは憧あこがれた。

　今までとは違う自分になりたいと望み、そんな自分に変わりたいと願った。

「……だから、ワタシたちはご主人に付いていった。今までの自分を変えたくて、頑張ろうって思って、戦い方や色々なことを学んだの」

　そんな憧れと努力によって、メリノたちは変わることができた。

　そして、自分の望んだ姿を手に入れた。

「……以上、語ご彙い不足のアホを代弁した形でした」

「おゥッ！　今のメリノの言葉でオレもしっくりきたぜェッ!!」

「……いぇい。正解したからレヴィンの金貨を徴ちよう収しゆう」

「おいなんでオレから取るんだッ!?　搾しぼり取とるならそこの鳥だろうがよォッ!!」

「ヌハハハッッ！　しかし我輩の財さい布ふは既すでにスカンピンでしてなぁッッ!!」

「……エイグルの羽をむしればお金になる」

「それをやったらメリノ殿でも許しませんぞッッ!?」

「……そこで登場、クロリスの盾たて」

「なんでメリノは必ずボクを引き合いに出すんですかぁっ！　ひぃーっ！　やだーっ！　筋肉が迫せまってくる、迫ってくるのですよぉーっ!?」

　再び室内が騒がしくなり始める。

　しかし、そこに奴隷特有の鬱うつ屈くつした様子は見られない。

　自らの意思で変わることを望んだ者たち。

　その姿を眺めながら……ミルトは何かを考えるように俯く。

　そして、晴れやかな笑えみと共にぺこりと頭を下げた。

「……みなさん、ありがとうございましたっ！　リーゼさん、急いで戻もどりましょうっ！」

「も、もういいのですか？　大丈夫なのですか？」

「はいっ！　エルスさんにも改めて伝えないとっ！」

「ハッハッ、お役に立てたようで何よりです。あ、ミルト様、お礼はこの尿瓶に――」

「すみません急いでいるので失礼しますっ！」

　ラングの言葉を待つことなく、ミルトはリーゼの手を引いて慌あわただしく部屋を出ていく。

　足音が遠ざかっていく中、一同は不思議そうに顔を見合わせる。

「……一体なんだったんだ、ありゃァ」

「うーん……ボクたちのとこに来たってことは、たぶんご主人さまじゃないですか？」

　一同が首を傾げていた時……コンコンとドアがノックされた。

　そして、カリンが怪訝そうな表情と共に入ってくる。

「……なんか、ミルトがすごい勢いで走って行ったんだけど？」

「ハッハッ――カリン様、なぜいきなり私へ銃じゆうを向けるのでしょう？」

「その手に持ってる尿瓶だけで理由は十分でしょう」

「誤解です。たしかに尿をせがみましたが、未み遂すいに終わっております」

「未遂でも変態行為の罪は償つぐなってもらわないとね」

「それではぜひカリン様の――冗じよう談だんです、引き金に指を掛けないでください。もしくはあそこで騒いでいるバカとアホがいるので的にどうぞ」

　ぬとぬとと手を振ふるラングを見て、カリンは溜息と共に向けていた銃を下ろす。

　そのやり取りでカリンが来たことに気づいたのか、メリノが顔を向けてくる。

「……カリン、なんだか嬉うれしそう？」

「ええ。ようやく次の段階に移るって話だからね」

「…………ああ。つまりご主人と話せて嬉しかった、と」

「あんたはどうして必ずそっち方向に持っていくのかしらねぇ……!?」

「そ、それよりもっ！　次の段階っていうのを説明して欲しいのですよぅ！」

　自身が盾にされそうな空気を感じたのか、クロリスが会話に割って入る。

　そして、カリンが誤魔化すように軽く咳せき払ばらいをした。

「……まず、あんたたちには魔ま獣じゆう、神しん獣じゆうを討とう伐ばつした功績として戦功勲くん章しよう、そして憲兵隊隊長と同程度の階級が与えられるわ。あたしやクノンと違って爵しやく位いは無いけどね」

「ほほうッッ！　元奴隷の我々に褒ほう賞しようとは、身に余る光栄ですなぁッッ！」

「そうね……だけど、もうそんな括くくりは無くなるわ」

　エイグルの言葉に対して、カリンは笑みの色を濃こくする。

「今日、タクミがルクスに今後の動きについて説明しに行ったわ。今までのあんたたちは裏方に徹てつしてもらっていたけど、今後は表おもて舞ぶ台たいに出てもらうことになる」

　カリンが声音を改めたところで、全員の表情が引ひき締しまる。

「そして……あんたたちは今後、この国において重要な役割を担うことになる。一度も負けることは許されず、無敗を貫つらぬき続けて完全勝利を目指さなくてはいけない」

　そう口にしながらも、カリンの表情に緊張や憂ういは見られない。

　ただどこまでも、勝利を確信している笑み。

「――それを肝きもに銘めいじ、覚かく悟ごのある者だけ付いてきなさい」

　カリンが厳おごそかに告げた直後――五名の亜あ人じんはその覚悟と共に立ち上がる。

　覚悟と意志など言葉にする必要はない。

　五人の自信に満ちた表情と、揺るがない忠誠を示す直立不動の姿勢。

　その様子を見てから、カリンは満足げに頷いた。

「それじゃ、改めて次の段階について説明し――」

「…………ターイム」

　カリンが話を始めようとした時、メリノが小さく挙手する。

「……カリンには、何か報ほう酬しゆうはないの？」

「あるわよ。前回の騎き士し称しよう号ごうを鑑かんがみて――」

「……じゃなくて、ご主人からの報酬。神獣を討伐したんだから、何かねだったりしても罰ばちは当たらないとワタシは思う」

　メリノにそう言われるが、カリンは首を傾げながら答える。

「別にオイルやブラシは足りてるし、特に欲しいものなんてないけど？」

「……ごらん、クロリス。これが枯かれたエルフの思考」

「うぅーん……なんか、ボクもちょっとモヤっとする感じですよぉ……」

「……なによ？　なんか支給が必要だったら言っておくわよ？」

　何も理解していないカリンを見て、二人は深々と溜息をつく。

　そんなカリンの様子を見かねてか、バカとアホとマヌケが勢いよく立ち上がった。

「つまりッッ！　『あんたのために頑張ったのよ』と主殿に言ってみてからッッ!!」

「報酬という口実で旦那に甘あまえてみるとかしてからのォッ!?」

「そのまま二人の世界にレッツゴーという手て筈はずですな」

「エイグル、レヴィン、ラング、死に方を自由に選びなさい」

「ハハァッッ!!　我輩の筋肉は銃に負けないと証明しましょうッッ!!」

「カリンの姉あね御ごに殺されるとかご褒ほう美びだぜェッ!!」

「あ、私はヌメりで銃じゆう弾だんが逸それるので火あぶりがオススメです」

　ゴミを見るように三人を見回してから、カリンはゆっくりと息を吐つく。

「別にあたしはいいのよ。誰よりも頑張ってるのは……あいつ自身なんだから」

　タクミの姿を思い返しながら、カリンはそう呟つぶやく。

　カリンは数度、能力の幅はばを確かめるためにタクミの心を覗のぞいている。

　そして――その心の中にある願いと望みを知ったからこそ、共に在り続けている。

　その願いと望みと共に在ることがカリンの望みとも言える。

　一度目を伏ふせてから、カリンは再び言う。

「だから、別にあたしは報酬とかは――」

「……エイグル、今の発言について見解をどうぞ」

「主殿のことを深く理解する良りよう妻さい賢けん母ぼっぽさ……これは高評価ッッ!!」

「うーん……ボク的には少し違うような気も？」

「そいつァな、クロリス。カリンの姉御に『嫁よめ力ぢから』が足りねぇからだッ！」

「ハッハッ、ならばカリン様には裸はだかエプロンがオススメですな」

　一同がワイワイと談義を始めたところで――カリンの中で何かが切れた。

「あんたたち……いつまで無む駄だ話ばなしをしてんのかしらね？」

　ゴッと銃じゆう床しようを床に突つき立たて、満面の笑みで怒ど気きをにじませる。

「懐なつかしいわねぇ……あんたたちがタクミに連れて来られたばかりの頃ころ、何か失敗する度にあたしが『教育』していたのを思い出だしそうになるわ」

　苛いら立だちを発散するようにゴツゴツと銃床を叩きつける度、メリノたちは血の気が引くように青ざめていく。

　そのまま、カリンは笑え顔がおのまま全員に告げる。

「全員――説明の前に『教育』といきましょうか」

　その後しばらくしてから、亜人たちの悲鳴が商館中に響き渡った。




◇




　陽ひが傾かたむき、上層の街並みが朱しゆ色いろに染まっていく。

　元より喧けん噪そうの乏とぼしい上層だが、夜が近づくにつれて余計に静けさが際きわ立だつ。

　しかし、その中でいまだ剣けん戟げきの音が響き渡っていた。

「――ミルト、もっと腰こしを落とせ！　今の動きは小剣だからできていたものだ！」

　それと同時にエルスの厳しい叱しつ責せきが聞こえてくる。

　その言葉を受けながら、ミルトは流れる汗あせを拭って小剣を構え直す。

「すみません……エルスさん、もう一度お願いします」

「……まだやるのか？　そろそろ陽が暮れるし、足元だってフラついているぞ」

　既にミルトは肩かたで息をしており、服も土と砂すな埃ぼこりで汚れてしまっている。

　それでも、ミルトは首を縦に振る。

「はい……まだ剣けん舞ぶの一動作すらできていません」

「当たり前だろう。お前は今まで剣を振ってこなかったんだから」

「だから、基き礎そ動作を今日で覚えます。だからもう一回です！」

　ぎゅっと柄つかを握にぎり締めて構え直す姿を見て、エルスは深々と溜ため息いきをつく。

「まったく……いきなり真しん剣けんでやりたいと言ったり、過か剰じようなほど鍛たん錬れんをしたり……なにがあったか知らないが、とりあえず一度休きゆう憩けいを取れ」

「イヤです。エルスさんだって、いくらでも付き合うって言いましたよ？」

「もちろん付き合うさ。だから、ちゃんと言うことを聞いて休憩を取るんだ」

　無理やりミルトの頭を押しこみ、その場にぺたんと座り込ませる。

「……わかりましたっ！　少し休んだら、またお願いします！」

「やる気に溢れているのはいいが……本当に何があったんだ？」

　隣となりに腰かけたエルスが首を傾げると、ミルトが興奮した様子で語り始める。

「私、変わることにしたんですっ！」

「……ええと、さっぱりわからんが？」

「つまり、私もなりたい自分を目指すというわけです！」

　むふーと鼻息を荒あららげるミルトだったが、エルスは余計に首を傾げるだけだった。

　一気に話したことで多少冷静になったのか、ようやくミルトが真意を語る。

「私、今までずっと諦あきらめていたんだと思うんです」

「……諦めていた？」

「はい。タクミやカリン、クノンにエルスさん……そんな『特別』って言われるような人たちと違って、私は『特別な人間』にはなれないって思っていたんです」

　幼い頃から、ミルトの周りには優すぐれた人間がたくさんいた。

　父であるヴァテルを始め、圧あつ倒とう的てきな才覚を持つタクミとそれに従う亜人たち、商会関係で言えばジルとガイツも当てはまり、剣や魔法では昔からエルスが優れていた。

　そんな『特別な人間』たちを見てきたからこそ、ミルトは良くも悪くも自分には何も能力がないと早くに悟さとり、ずっと「自分は何もできない」と諦めてしまっていた。

「怪け我が人にんの治ち療りようをしたり、皆みなさんの食事を作ってお世話したり……何もできないのが嫌いやで、自分ができることを探して誤魔化していたんです」

　ずっと、ミルトは自分のことが嫌きらいだった。

　下層をまとめ上げていた父と違って、何もできない自分が嫌だった。

　同い年であるタクミと違って、何もかも劣おとっていた自分が嫌だった。

　いつも他の誰かと見比べて、自分の無能さを自覚してしまうのが嫌だった。

　だから自分を誤魔化して、諦めて、踏ふみ出そうとすらしなかった。

「私は……そんな自分を変えたいんです。タクミに選ばれたからとか、女神の血を引いているからとかじゃなくて、自分の意思でちゃんと変わりたいんです」

　以前までの弱々しい少女ではなく、確固たる意思によって自身の在り方を決めた。

「私は女王として、国民の象しよう徴ちようとして、国民を見守る者として、誰よりも強くなります。剣や魔法はダメでも、その気持ちはタクミたちにだって負けませんっ！」

　そう意気込みながら、ミルトは自身の気き概がいを語る。

　そんなミルトの変化に驚いてから……エルスは柔やわらかい笑みを浮うかべる。

「……そうか。そういうことなら、私も手加減するわけにはいかないな」

「もちろんです！　ビシバシお願いします！」

「だけど無む茶ちやをするのは別だ。私が水とタオルを取ってくるまで、しっかりと休んでおけ。私が戻るまでこの場から動くんじゃないぞ」

「…………はい」

　しゅんとするミルトに苦く笑しようを向けてから、エルスは立ち上がって訓練場を去る。

「本当に……強くなったな」

　ミルトの成長を喜びながら屋や敷しきに向かっていた時、見知った人物たちの姿が視界に入る。

　そして向かってくるエルスの姿を見て、向こうも軽く手を挙げた。

「よお、エルス。ミルトの鍛錬は終わったのか？」

「……タクミ？　どうしてここにいるんだ？」

「リーゼからミルトの成果を聞こうと思ってな。剣舞に使う神器は『天源』が正しく機能していないと振れないって話だからよ」

「そうなのです。と言っても……特に問題は無さそうなのです」

　手元の紙をめくりながら、リーゼが結果を報告する。

「精神状況が変わったこともあって、午前中よりも魔ま力りよくの流れが良くなっていたのです。エルス様との鍛錬を見ていましたが、身体能力や五感の向上も見られたのです」

「へぇ、それが『天源』の身体強化ってことか」

「そうです。魔力は生気や活力と同義なのです。『天源』は人が生活する上で発散する微び量りようの魔力を取り込み続けるので、それらが身体能力や五感の向上を促うながしているのです」

「なるほどな。問題が無いっていうなら、当日まで魔法関連の指導は任せたぞ」

「当然なのです。わたしに掛かれば誰でも立派な魔法士にできるのです」

　誇ほこらしげに胸を張るリーゼに対し、タクミはぽんぽんと小さな頭を叩いてやる。

「それでは、わたしは成果をまとめるために王城へ戻るのです」

「あいよ。もう夜も遅おそいから、ちゃんと送そう迎げいの用意はしておいた」

「…………送迎？」

「それは当然ッッ!!」

「オレたちに決まってるだろォッ!?」

　どこからともなくバカとアホが現れ、リーゼの身体を担かつぎ上げる。

「エイグル、レヴィン、送迎は任せたぞ」

「夜道は危ないですからなぁッッ!!　我々でしっかり護衛せねばッッ!!」

「不ふ審しん者しやが寄ってこないように威い嚇かくしねェとなァッ!!」

「お、下ろすのですっ！　むしろあなたたちが危険なのですっ!!」

「「ワッショイワッショイッッッッ!!」」

「わたしの話を聞くのです不審者たちっっ!!」

　怒ど涛とうの勢いでリーゼが連れ去られ、あまりの光景にエルスが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「なんというか……お前たちはいつも色々とすごいな」

「リーゼも張り切りすぎて無茶をするからな。道中であいつらにツッコミを入れてたら、王城に着く頃には疲つかれてぐっすり眠れるだろう？」

「心底イヤな疲れ方だな……」

　想像しただけで苦痛だったのか、エルスがげんなりとした表情を浮かべる。

「おいおい。今後はお前があいつらをまとめるんだから頑張れよ」

「はいはい私が――私がなんだって？」

　思わずそう尋ね返すと、タクミはあっけらかんと答える。

「ああ、今日ルクスと今後について話していてな。カリンとクノンが多た忙ぼうになるし、亜人部隊の指揮と教練はエルスに引き継ついでもらおうと思ってよ」

「ま、待て待てまてっ！　私はそんな話聞いてないぞ!?」

「だから説明しようと今話したんだが？」

「そうだよなぁっ！　だけど私が言いたいのはそこじゃないんだよなぁっ!?」

　頭と胃を押おさえながらエルスがその場で身み悶もだえする。なんとも難なん儀ぎな様子だった。

　エルスが地面を転げ回る前に、タクミが説明を加える。

「お前は憲兵隊長としてまとめていたし、亜人たちに対する偏へん見けんもない。カリンたちの後任として適任だと思ったから、ルクスに頼み込んで譲ゆずってもらったわけだ」

「まるで私を物のように扱あつかってくれるなぁ……ッ！」

「まぁ、実際に俺の物になってもらうわけなんだけどな」

　そう言って、タクミはぺらりと一枚の紙切れを取り出す。

「こいつは俺が奴ど隷れい契けい約やくの時に使っている『念書』だ。こいつにサインしたら、お前は今後俺の奴隷たちと同じ扱いになるってわけだ」

「いや、私は別にそんなものなくても――」

　そこまで口にしたところで、エルスが顔を赤くしながら顔を上げる。

「ま、ままままさかっ！　そういうことかっ!?」

「どういうことだ」

「カリンやクノン、それにメリノとクロリス……お前はそうやって、見た目の良い女子を選んで奴隷にして、自分の周りに囲っているということだろう!?」

「奴隷って言うなら三バカの男衆も思い出してやれ」

「あいつらは変態だから数えない！」

　激しく首を振るエルスに対し、タクミは深々と溜息をつく。

「ま、見た目で選んだってのは否定しないけどな」

「否定しないのかっ!?」

「表舞台に立たせるなら見た目は重要だ。注目を集める、他者から支持を集める……実力だけじゃどうにもならない部分もある以上、最初から整っている奴やつを揃そろえた方がいい」

「な、なんか現実的な回答をされると反応に困るんだが……」

「そういうわけで、お前は見た目も能力も合格だ。過か酷こくな仕事をしていても、美人に指揮されたり指導された方が下の奴らもやる気が出るだろ」

「や、やめろ！　なんかお前からそういうことを言われるとムズムズするっ!!」

　赤面しながらエルスは再び手を振る。

　しかし……タクミは表情と声こわ音ねを改める。

「『念書』へのサインは絶対だ。今後は万に一つの失敗すら許されない。わずかな瑕か疵しすら生まないようにするため、絶対服従を誓ちかってもらう必要がある」

「今後って……お前は一体、何をするつもりなんだ？」

　エルスが表情を強こわ張ばらせたところで、タクミは普ふ段だん通りの笑みを浮かべる。

「俺たちが行うのは……新しいゲームさ」

　どこまでも自信に満ちた笑み。

　どこまでも上を目指し続ける瞳。

「最初こそ楽しめたが、まだまだつまらない。貧富の差があるせいで才ある人間が埋うもれ、種族の壁かべがあるせいで不当な評価を受け、魔法以外に技術格差はなく、戦いは魔法主体の一いつ辺ぺん倒とうで武芸や技ぎ巧こうを極きわめた人間は表に出にくい有様だ」

　エルヴィスが長い年月をかけ、世界を歪ゆがめていった結果によるもの。

　英えい雄ゆうが生み出した魔法を至上とするため、その他の事物を排はい斥せきしていった弊害。

「そんな息が詰つまりそうな狭せま苦くるしい世界を手に入れて、その頂点に立ったところで……俺は何一つとして面白くないんだよ」

　まるで駄だ々だをこねる子供のようなことを言う。

「だから――まずは世界を面白くしてやらないといけない」

　世界がつまらないのならば、自分が面白いと思えるように変えてやればいい。

　その土台として、この世界は最適だった。

　劣れつ悪あくな状況下にある世界をどのようにして変え、面白おかしく世界を変革し、その上でさらなる理想の世界を作り上げる。

「ゲームという体で面白おかしく世界を救ってやって、まっさらな状態の世界を作って、その上で頂点に登のぼり詰める……どうだ、面白そうだと思わないか？」

　新しい遊びを思いついた子供のようにタクミは笑う。

　どこまでも果てがない目標を見み据すえて笑う。

　常人では成なし遂とげることも叶かなわない。才人ならば代を重ねて到とう達たつできるかもしれない。天てん賦ぷの才があれば己おのれの人生を全すべて懸かければ達成できるかもしれない。

　そんな途と方ほうもない目標を、タクミは数年で成し遂げようとしている。

「その先で……はたして俺おれはどこまでやれるんだろうな」

　その言葉の意味を、エルスは正しく理解した。

　それはリヒテルトの頂点に登り詰めることでも、現在の世界に変革をもたらすことでも、新たな世界を作り上げることでもない。

　タクミにとって、それらは全て過程でしかない。

　全てを終えた先――そこでようやく、タクミは自分を試ためすことができる。

「……ま、俺の話は別にいいさ。今はお前の話をしようじゃないか」

　仕切り直すように、タクミは手元の『念書』を差し出す。

「この『念書』を手に取れば……お前は俺の奴隷になる。その命尽きるまで俺の下で働き、全てを終えるまで俺たちは一いち蓮れん托たく生しようだ」

　そう告げてから、タクミは口こう端たんを吊つり上あげる。

「その対価として……お前の望みを一つ叶えてやろう」

「私の望み、だと？」

「ああ。全てを終えた後、お前とエルヴィスを引き合わせてやる」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、エルスの目が大きく見開かれる。

「……当然、全てを理解した上で言っているんだろうな？」

「もちろんだ。全てをお前に委ゆだねた後、俺たちは一いつ切さい干かん渉しようしないと約束する」

　その言葉をしっかりと聞いてから、エルスは深く息を吐く。

「……いいだろう、お前の思おも惑わくに乗ってやる。どうせ奴を殺した後の私は罪人だ。奴隷だろうとなんだろうと、どんな身になろうが関係ない」

　碧へき玉ぎよくの瞳ひとみに復ふく讐しゆうの炎ほのおを宿し、エルスは差し出された『念書』を手に取る。

　腰に提さげた剣を僅かに抜ぬき、指を押し当あてて指先の皮を切る。

　一いつ切さいの迷いなく、血の滴したたる指先を『念書』の上で走らせる。

　確かな覚悟と共に、自身の名を『念書』に記していく。

「奴を殺すためなら――私は、父から継いだ『公正』の名を捨てるつもりだ」

　自身の覚悟を示すように、エルスは『念書』をタクミに突き出す。

　しかし、タクミは『念書』を受け取りながら軽く肩を竦すくめた。

「その意気込みは買うが、気負いすぎるんじゃない。あんまりシリアスしてると、途と中ちゆうでクノンをけしかけて耳を噛かませるからな」

「それは既に経験済みだよ……」

「そりゃ災難だったな。とにかく、戴たい冠かん式しきの前に思おもい詰めた表情はやめておけ」

　エルスの頬ほおをぐにぐにと突いてから、タクミは苦笑を浮かべる。

「それに……俺はあいつの考えも理解できるんだよ」

「……お前はあの男のやり方を肯こう定ていするっていうのか」

　タクミに鋭するどい視線を向けながら、エルスは僅かに怒気をはらませる。

「あの男がやってきたことを考えれば、ただ首を刎はねるだけでは足りない。自身の目的のために私の父を、そして自分の息子むすこを殺し……他にも多くの命を奪うばってきた男なんだぞ」

　エルヴィスは目的のために、多くの犠ぎ牲せいを出してきた。

　そして、エルヴィスは転生を繰り返すことで長い時を生きている。

　遥はるか過去にまで遡さかのぼれば、その犠牲者は計り知れない。

「だというのに……お前は、まだ奴を生かし続けている」

　血を滴らせながら、エルスは震ふるえる拳こぶしを強く握りしめる。

　憎にくしみに囚とらわれた瞳で、仇かたきを生かし続けているタクミを睨にらむ。

　しかし、タクミは首を振って否定する。

「お前の言うことは正しい。だが……俺はあいつのやり方を、肯定も否定もしない」

「ッ……ふざけるなッ!!　何を理由にそんな――」

「あいつのやり方が、『絶対に失敗しない方法』だからだ」

　そう、タクミは静かに告げる。

「……それは、どういうことだ？」

「簡単に言えば、一を犠牲に大勢を救うやり方ってことだ。たとえ少数を切り捨てることになったとしても、それ以上に多くの人間が生き残れば未来には繋つながる」

　犠牲を強しいる必要がある時、それを最小限に抑おさえることで未来に繋げる。

　人間を数字として見て、世界や人間という種の存続を優先させる。

「大勢が生き残れば種は存続し、やがて人間は増えていく。その先で新たな問題が生まれても、その時はまた少数を切り捨てればいい。たとえその時は間ま違ちがっていたとしても、その時だけは失敗だったとしても……その先、未来に繋がれば失敗とは考えない」

「ッ……そんな考え方は――」

「間違っている、ってお前たちは思うだろうな」

　タクミが言葉を遮さえぎった瞬間、エルスは大きく目を見開く。

　困ったように笑うタクミの横顔。

「そう思うのが当たり前だよな。人間は一人一人、確固たる個々として存在している。それをただの数字として見るのは間違っている……それこそが人間ってもんだ」

　まるで他人事のようにタクミは語る。

　しかし、その方法が間違っていると理解しながらタクミは否定しない。

「だが、そういった個人の感情も『切り捨てるべき少数』だ。そうやって不要な物を全て切り捨てることで、大局的に見れば『失敗』と言える結果は生まれない」

　人間を数字として見て、非情かつ冷れい酷こくに物事を進める。

　人間という個を切り捨て、世界と種という大勢を選せん択たくする。

「――なら、私の父の死はどうなるんだ」

　俯うつむき、拳を震わせながらエルスは呟く。

「私の父の死は……必要な犠牲だったとでも言うつもりかッ!?」

　目め尻じりに涙なみだを浮かべながら、タクミの襟えり元もとを捻ひねり上げる。

　タクミを通して、エルヴィスに対する怒いかりをぶつける。

「どうして……父が殺されなきゃいけなかったんだ」

　厳格で自他共に公正さを求める人物だったが、決して悪人ではなかった。

　高潔で、誰だれよりも家名の意味を重んじる人物だった。尊敬できる大好きな父だった。

「なんで……殺されなきゃいけなかったんだ」

　泣きながら、子供のようにタクミの胸を何度も叩たたく。

「どうして、父さんが死ななくちゃいけなかったんだよぉ……っ！」

　今までエルスが押し殺ころしてきた感情が決けつ壊かいする。

　亡なくなった父に恥はじない人間となるため、今まで必死に頑張ってきた。

　父を失ったという悲しみを……エルスはずっと押し込めてきた。

　智ち才さいのあったルクスはその立場を継ぎ、そしてエルスは父から学んだ『公正』を継ぎ、亡くなった父の存在を守り続けてきた。

　そして、エルスは父が悪意によって殺され、切り捨てられたと知った。

　その無念は他の誰にも推おし量はかれない。

　だからこそ……タクミは涙を流すエルスに向かって告げる。

「――――ごめんな」

　そんな短い言葉。

　深く、底のない悔かい恨こんに満ちた言葉。

「たとえ『切り捨てる少数』がいたとしても、それを切り捨てていい理由にはならない。自分の失敗を恐おそれて……その責任を他者に押し付つけていい理由にはならない」

　まるで、その結末を知っているかのようにタクミは語る。

　ただの一度も失敗せず、後こう悔かいに気づけなかった男は語る。

「だから俺は――次があるなら、全てを救う機会をくれって願ったんだ」

　その言葉に、エルスはゆっくりと顔を上げる。

　そこには――いつもと変わらない、自信に満ちた笑みがあった。

「非効率的で、たとえ失敗の可能性があったとしても……誰だれ一人ひとり、善人も悪人も関係なく、誰一人として切り捨てずに全部ひっくるめて救ってやりたいって思ったんだよ」

　それは単に世界を救うことよりも難しい。

　それは単に世界の在り方を変えることよりも難しい。

　それらを誰一人として切り捨てることなく、成し遂げようとしている。

「周囲の人間も、環かん境きようも、世界も関係ない。どんなことでも思い通りに叶えてきた俺に力があるのなら、今度はきっと誰一人として犠牲にすることはないって思ったんだ」

　そう語るタクミの表情を、エルスはただ静かに見つめていた。

　やがて、タクミは袖そででエルスの目元を拭ぬぐってやってから離はなれる。

「だから……お前には悪いが、もう少しだけ待ってくれ。今回のことが落ち着いて一段落したら、必ずお前とエルヴィスを引き合わせると約束するからよ」

　諭さとすような柔らかい声で告げられ、エルスは小さくこくりと頷うなずく。

　そして、タクミの前に小指を差し出した。

「……約束と言うのなら、指切りだ」

「お前は子供か」

「うるさい！　約束するのか、しないのか!?」

「だからするって言ってるだろ。勝手に怒るんじゃない」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるエルスに対し、タクミは渋しぶ々しぶと指を絡からめる。

「ちなみに、約束を破ったら何をされるんだ？」

「え？　あ、ええと……なんかこう、すごい目に遭あわせてやるぞ!?」

「なんで語彙力まで下がってんだよ……」

「そ、それじゃ……お前が約束を守ったら、私も約束を守ってやる」

　そこでようやく、エルスは口元に小さく笑みを浮かべる。

「お前の下で働く人間として……それに相応ふさわしい人間として行動してやる」

「……そうかい。約束の内容まで生き真ま面じ目めだな」

　互たがいに笑い合ってから、二人は軽く指を振る。

　どちらからともなく指を離したところで、タクミがふと顔を上げた。

「そういえば、お前がここにいるってことはミルトの鍛錬は終わったのか？」

「いや、今は休きゆう憩けい中で水とタオルを――あ」

　忘れていた事実を思い出し、エルスがぽかんと口を開ける。

「ミルトにその場から動くなと言ってそのままだった……っ！」

「あー……ミルトのことだから、本当に一切動いてないだろうな」

「す、すまんっ！　とりあえずミルトの様子を見に戻るっ！」

　そのままエルスは慌てた様子で訓練場へと戻っていく。

　後ろ姿が見えなくなってからも……タクミはしばらく立ち尽くしていた。

　そして、不意に人の気配を感じて振り返かえる。

「……来てたなら声を掛かけてくれよ、カリン」

　背後に立つカリンに力無い笑みを向ける。

「ついさっき来たところなのよ。それに……声を掛けたら泣きそうだったから」

　タクミの力無い笑みに対して、カリンも困ったように笑みを返す。

「あんただって、泣き顔を見られたくないでしょ？」

「残念なことに、俺は泣けない体質ってやつだ」

「そうね……あんたは泣けないし、今まで泣くことの意味も理解してなかったんだから」

　タクミの後悔を知る者として、カリンは静かに告げる。

　エルスに向けた謝罪の意味を知っている。

「だけど――今のあんたは昔と違ちがう。ちゃんと理解して、だからこそ頑がん張ばって……誰も犠牲にならないようにやってきたんでしょ？」

　後悔を知り、その後も努力し続けてきたことをカリンは知っている。

「だから……いつまでもそんな顔してんじゃないわよ」

　笑いながら、カリンがぽすんと拳を当ててくる。

　その拳を見つめてから、タクミは小さく頷いた。

「励はげましてくれてありがとよ、おねーさん」

「……なんかあんたの言い方って腹立つのよね」

「ちゃんと感謝してるよ。俺には家族ってのもよくわからないが……お前みたいな姉がいたら、きっと弟は自じ慢まんげに喜ぶだろうさ」

　苦笑するタクミを見て、カリンは頬を染めながらそっぽを向く。

「姉……いやまぁ七年前は子供だったし、そっちがいいかなって思ってたけど……」

「褒ほめた直後に方向性を見失わないでくれ」

「だってメリノたちが――って違う！　やっぱいい！　そういうのは柄じゃないし！」

　首を傾かしげるタクミを他所に、カリンはブンブンと頭を振って顔の熱を冷ます。

「とにかくっ！　もう今日の予定はないんでしょ？」

「まぁ……そうだな、俺がやることは特にない」

「それじゃ食事に行きましょう。夕飯にはちょうどいい頃ころ合あいだし、気分が落ち込んでいる時には何か食べるのが一番だしね」

「へいへい。クノンじゃないが、飯は幸せの象徴とも言うからな」

　そう言って、タクミはカリンに背を向けて踏み出す。

「――――ありがとうな」

　背を向けながら、カリンに向けて再び感謝の言葉を口にする。

　その言葉にカリンは笑えみを作り、その背に駆かけ寄よる。

「ほらほら、何を食べに行く？　なんだったらあたしが作って――」

「それだけはやめてくれ。頼たのむから本気でやめてくれ」

「なんでそんなに全力拒きよ否ひするのよ!?」

「俺はいつも言ってるじゃないか。人には得手不得手があるってな」

「なっ……あたしの料理がマズイっての!?」

「いや……サラダとフルーツを兵器に調理できるのは才能か？」

「それ昔の話じゃないっ！　あの時は隠かくし味あじが悪かったのよ！」

「隠し味ならもう少し隠す努力をしてくれ」

　取り留めのない話をしながら、二人は肩を並べて歩いていく。

　そうして一歩を踏み出す度……少しずつ、タクミの歩調は軽くなっていった。




◇




　ガリガリと、ナイフで壁を削けずる音が牢ろう獄ごくに響ひびく。

　既すでに壁には無数の線が刻まれている。

　そして――最後の一線を刻んだところで、エルヴィスは顔を上げた。

「……時期としては頃合いか」

　誰にでもなく呟いてから、エルヴィスは深く息を吐く。

　シグルド以降、牢獄を訪ねてきた者はいない。

　水と食料は投とう獄ごくされた時にまとめて置かれていたため、飢うえや渇かわきはない。

　まるで喧噪から隔かく絶ぜつされたかのように、牢獄は静まり返っている。

　しかし、エルヴィスが孤こ独どくを覚えることはない。

　そんな感情は既に消きえ失うせている。

「今にして思えば……今回の人生は騒そう々ぞうしいものだった」

　いつもエルヴィスの周囲には人がいた。

　フォルテシアという権力に惹ひかれてすり寄って来る者、力を恐れて庇ひ護ご下に入る者、力によって従わせた者……多くの人間がいた。

　しかし、本当の意味で友人や仲間と呼べる存在はいない。

　その者たちは遠い過去にいなくなってしまった。

　それでも、エルヴィスにとっては過去ではない。

　どれほどの時が流れようと、鮮せん明めいに思い返すことができる。

「――――フィリア」

　かつて仲間だった人物の名を口にする。

　それをきっかけに仲間たちの名を思い返し、瞼まぶたの裏で当時の記き憶おくが蘇よみがえっていく。

　想起が連れん鎖さし、多くの者たちの姿が蘇ってくる。

　当時犠牲になった者たち、その後の世界で犠牲となった者たち、世界を守るために犠牲を強いた者たち、自ら手を掛けた者たち――

　世界の礎いしずえとなった者たちを、誰一人として忘れることはない。

　それが世界を管理する者としての義務。

「もしくは――罪つみ滅ほろぼしか」

　そう呟いてから、エルヴィスは自じ嘲ちようする。

　人を捨てた身でありながら、人間らしいことを口にするなどおこがましい。

　世界を守るための歯車に、余計な感情は必要ない。

「……無む駄だな時間を過ごすと、思考まで鈍にぶるものだ」

　思考を取とり払はらってから、エルヴィスはゆっくりと腰を上げる。

　そして鉄てつ格ごう子しに向けて、刃は先さきの欠けたナイフを振ふり抜いた瞬間――

　堅けん牢ろうな格こう子しが、甲かん高だかい音と共に砕くだけ散ちった。

　冷気を撒まき散らしながら、鉄格子が跡あと形かたもなく氷ひよう塵じんへと変わっていく。

　氷の塵を踏み越こえ、エルヴィスは難なく牢ろうの外へと踏み出す。

「地下水道は……この下か」

　地下道の場所を思い返しながら、今度は切っ先を地面に向ける。

「――――『穿うがて』」

　短く呟つぶやいた直後……その言葉に従うように、眼前の地面が円状に穿たれる。

　本来ならばあり得ない、常じよう軌きを逸いつした現象。

　しかし、これらの現象は魔ま法ほうではない。

　現代では失われた――魔法の基もととなった術。

　英雄たちの救った世界では、二度と使うことがなかった術。

　エルヴィスは軽い所作で穴に飛び込み、そのまま地下水道に降り立つ。

　暗くら闇やみに覆おおわれた地下水道の中で、軽く周囲を見回してみる。

　そこかしこから感じる気配。

「……感知式の魔ま具ぐか」

　エルヴィスの逃とう亡ぼうを見み越こしてタクミが設置したのか、人気のない水道の中で微かすかな魔力の流れを感じ取る。

　しかし、それを知ったエルヴィスは不敵に笑う。

「ならば――盛大に知らせてやろうではないか」

　笑みを崩くずすことなく、勢いよくナイフを地面に突つき立たてると――




　暗闇に包まれていた地下水道が、紅炎によって包まれた。




　紅々とした炎の濁だく流りゆうが水道内を染め上げ、空気の燃ねん焼しようする音と下水の蒸発する音が幾いく度どとなく織り交ざり、遥か彼方かなたへと響いていく。

　やがて炎の濁流が収まった時……そこには何も残されていなかった。

　流れていた下水は全て蒸発し、石いし畳だたみの床ゆかは溶とけて煌こう々こうと輝かがやいている。

「さぁ……貴様の思惑通り、私は見事に逃にげて見せた」

　タクミは全てを理解している。

『エルヴィス』の魔ま術じゆつ式を破は壊かいしたところで無意味だと。

　だからこそ、魔法を封ふうじる手段を取らなかった。

　だからこそ、人的被ひ害がいを出さないように人を配置しなかった。

　今まで生かされていたということは、タクミの中ではエルヴィスに何らかの役割が与あたえられているということ。

　あえて逃亡しやすい状じよう況きようを作り、行動を起こすように仕向けていたこと。

「極めて……不ふ愉ゆ快かいな男だ」

　消し炭になった魔具を踏み砕き、エルヴィスは一歩踏み出す。

　タクミは事物の全てを見通し、他者を動かしている。

　どこまでも先を見据え、未来を見通している。

「だが――先を見るだけでは、過去を見ることはできない」

　タクミとは対照的に、過去に生きる亡ぼう霊れいは笑う。

　未来を見通して既き知ちとするタクミに対し、エルヴィスは過去という未知によって臨のぞむ。

「我々が積み重ねてきた全てで――貴様を叩き潰つぶしてやる」

　静かな呟きと共に……エルヴィスは燃え盛る道を歩み始めた。







三章　歪んだ世界は望んでいた







　戴冠式当日の朝。

　歴史の重みを感じさせる王城の中庭で、風を切る音と甲高い剣けん戟げき音が幾度となく起こる。

「――――はッ！」

　短い呼吸と共にミルトが剣を振り抜き、エルスの構えた長剣に当たる。

　しかし、ミルトが持つ剣は以前の細剣から変わっている。

　大剣……刃は幅はばが広く、相手の鎧よろいごと容易に打うち砕く代しろ物もの。

　とても少女が扱えるような代物ではないが、ミルトは軽々と取り回している。

　そして――最後の一打を終えたところで、両者は一歩退いた。

「……ふむ。今日はこれくらいにしておこう」

「はいっ！　ご指導、ありがとうございましたっ！」

　鍛たん錬れんの終しゆう了りようを告げられ、ミルトがぺこりと頭を下げる。

　早朝から打ち合いをしていたというのに、ミルトの息は全く乱れておらず、表情にも疲労といった色は見られない。

　そして終了の空気を感じ取ってか、リーゼがタオルを持って駆け寄ってくる。

「お二人とも、お疲れ様さまなのです」

「ありがとうございます、リーゼさん。魔力の流れはどうでしたか？」

「バッチリだったのです。もはや完かん璧ぺきに『天源』を使いこなせているのです！」

「ほんとですかっ？　私も今日は調子いいなぁって思ってたんです！」

　二人で手を取り、わいわいと楽しげにはしゃぎ始める。リーゼのお墨すみ付つきが出たということは、『天源』の習得については問題ないと見ていい。

　以前からミルトは知らない内に『天源』を使い、下層の怪け我が人にんや病人を治ち療りようしていた。その感覚や意識自体は既にあったため、すぐに馴な染じむことができたのだろう。

　そんなリーゼの評価を受けて、今度はエルスの方へと顔を向けてくる。

「エルスさんっ！　今日の私は何点でしたかっ！」

「そうだなぁ……私の剣を目で追いつつ反応できていたし、足運びや体たい捌さばきも以前と比べて自然だった。やや力任せとはいえ、武器の取り回しも攻こう防ぼうを意識できていたと思う」

　エルスの評価を聞きながら、ミルトがそわそわと評点を待つ。

　少しだけ迷いながらも、エルスは率そつ直ちよくな評価を告げる。

「三十点ってところだ」

「思っていた以上に辛から口くちでした！」

「当然の評価だ。実戦経験が無いから、お前にはまだ模も擬ぎ試合という甘あまえが残っている。そのせいで隙すきも多い。だから実戦という観点だと三十点になる」

「うぅ……今日は自信があったんですけど」

　しゅんと肩かたを落とすミルトに対して、エルスは苦く笑しようしながら肩を叩く。

「だけど、以前と比べて見み違ちがえるほど上達しているのは確かだ。私自身、お前がここまで剣を振れるようになるとは思っていなかったよ」

「でもっ！　赤点のまま終わるのはなんだか悔くやしいです！」

「剣けん舞ぶの方では満点をやっただろう。鍛錬自体は今後も付き合ってやるし、今日は戴冠式もあるんだから無む茶ちやは禁物だ」

　ぷすーっと頬を膨ふくらませるミルトの頭を、苦笑交じりにぽんぽんと叩いてやる。

「それじゃ、私はそろそろ当日警備の確かく認にんに行って来るよ。クレスト大司教、ミルトの準備を手伝ってもらっても構わないか？」

「お任せなのです。以前からエルリア様のお手伝いもしていましたから」

「それは心強いな。私の妹分の晴れ舞ぶ台たいだから、期待しているよ」

　二人に柔やわらかく微笑ほほえんでから、エルスはその場を去って王城に向かっていく。

　その後ろ姿を見届けてから、リーゼはミルトの手を取った。

「それでは着き替がえに行くのです、女王さま」

「じょ、女王さまって……」

「ミルトさんは今日から女王です。だから呼び方も改めた方がいいかと」

「うーん……でも、私は女王と呼ばれるより、他の人たちから名前で呼ばれるような、親しみ深い女王になりたいと思ってますから」

　それがミルトの素す直なおな想おもいだった。

　女王という立場だけでなく、一人の人間として国民たちと寄り添そっていきたい。

　そんなミルトの横顔を、リーゼは静かに見つめる。

「それに、リーゼさんにとっての女王さまはエルリア様ですしね」

「はい。たしかにエルリア様はわたしにとっての女王さまです。ですが……わたしの知っているエルリアさまは、もういないのです……」

　どんよりと肩を落としながら、リーゼは最近のエルリアについて語る。

「最近のエルリアさまはわたしを見つけると、すぐに抱だきついてきて頬ずりをしてくるのです。そしてくんかくんかと匂においを嗅かいでくる変態さんに成り下がったのです……」

「あはは……ええと、それも愛情表現の一つということで」

　なんとも言えない表情を作りながら、誤ご魔ま化かすようにリーゼの手を取る。

　そのままリーゼを連れ、城内にある私室の一つに向かう。

　城内ではメイドたちが慌あわただしく動き回っており、戴冠式の用意と各国の要人を受け入れるための準備に勤いそしんでいる。

「これは……他の方に着付けを頼むのは難しそうですね」

「エルフさんの話だと、剣舞のために動きやすさを重視して作ったそうなのです。もし難しくても、わたしがお手伝いするので問題ありません」

「うーん……それじゃ、このまま向かいましょうか。リーゼさんなら安心ですから」

　そのまま二人で目的の部屋へ向かっていた時……ふと、その前に人ひと影かげを見つける。

　柱に背を預け、退たい屈くつそうに欠伸あくびをするタクミの姿。

「……お、ようやく来たか。当日まで鍛錬とはご苦労なことだ」

　二人の姿に気づいて、タクミが軽く手を挙げる。

「こんな朝早くにどうしたんですか？」

「なに、ちょっと忘れ物を届けに来てな」

　笑いながら、脇わきに抱かかえていた小箱をミルトに見せる。

　それを見て――ミルトは目を見開いた。

　ミルトにとって馴染み深ぶかい箱。

　自分が首領になると決意した時、初めて手に取った箱。

「人前に立つんだったら、ちゃんとこいつを羽織っていけ。お前が父親の背中を追いかけたように、他の奴らがお前の背を追えるように」

　差し出された箱を見つめてから、ミルトは箱を受け取る。

「…………はいっ！」

　思い出の箱を抱きしめ、ミルトは満面の笑みを作る。

「リーゼさん、着替えは私一人でも構いませんか？」

「……わかったのです。わたしはちゃんと気き遣づかいができるので」

「ふふっ、そうですね。ありがとうございます」

　リーゼの頭を軽く撫なでてから、ミルトは一人で部屋へと向かっていく。

　そして、その場にはタクミとリーゼだけが残された。

「さ、用が終わったら立ち去るのです」

「ああ？　なんでそんな追おい払おうとするんだ」

「あなたがミルトさんの着替えを覗のぞかないようにするためです」

「覗かねぇよ。俺にとっちゃミルトは妹みたいなもんだぞ」

「妹に劣れつ情じようを抱く人間もいると聞いたことがあるのです」

「…………それは誰が言ってたんだ」

「鳥さんと竜りゆうさんなのです」

「バカとアホの言葉を真に受けるな。記憶から抹まつ消しようしておけ」

　余計な知識を与えた部下たちへの懲ちよう罰ばつを考えてから、深く溜ため息いきをつく。

「俺はミルトに話があるんだよ。ここで待つだけだ」

「……それなら、わたしが監かん視ししているのです。今日は国の行く末を決める重大な日となるので軽けい率そつな行動は慎つつしむべきですし、万ばん全ぜんを期すべきなのです」

　新たな女王が誕生する日。

　そして今日、世界の改革が行われる。

　他の誰でもない、タクミたちの手で世界は変わっていく。

「ま、なるようになるだろうさ」

「……今度は何を企たくらんでいるのですか」

「そんな悪人を見るような目を向けるんじゃない」

「正直に言うのです。今ならまだ怒りません」

「知ってるか、そういう奴やつは大たい概がい言った後に怒おこるんだ」

「つまりなにか企んでるということじゃないですか！」

「よくわかったじゃないか、さすが天才」

「……あなたに天才と呼ばれると、バカにされている気分なのです」

　むすーっと不ふ機き嫌げんそうに表情を歪ゆがめながら、リーゼがぼすぼすと脇わき腹ばらを殴なぐってくる。

「ま、企んでいるっていうより、最後に確認したいことがあるだけだ」

「……確認したいこと、ですか？」

「そうだ。俺にはミルトを見届ける義務がある」

　そう言って、タクミは苦笑を浮うかべる。

「俺は今まであいつに事実を隠していた。それは今日、女王という大役を担になうために必要なことだったからだ。だから……ある人の代わりに、ちゃんと見届けないといけない」

　そう、静かにタクミは語る。

　その言葉を聞いて……リーゼは静かに頷く。

「……そんな顔で言われたら、わたしもダメとは言えないのです」

「ありがとうよ。気遣いのできる天才さん」

　リーゼの頭をぐりぐりと撫でたところで――チリンと部屋の中からベルが鳴った。
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　仕し度たくを終えたことを告げるベルの音。

「わたしはここで待っているのです。だから、ちゃんと見届けてきてください」

「……おう。ありがとうよ」

　リーゼに見守られながら、タクミはドアの前に立つ。

「さて……どうなることやらな」

　軽く息を整え、タクミは意を決して部屋のドアを開けた。

　数々の調度品に彩いろどられた一室。

　その中央に立つミルトが、ゆっくりと振り返る。

　純白のドレスに身を包つつんだ姿。

　汚よごれ一つない白。

　その所々には金糸の刺し繍しゆうが施ほどこされ、腰こしの大きな碧あおのリボンが白を際きわ立だたせる。

　色素の薄うすい白金の髪かみは綺き麗れいに整えられ、荘そう厳ごんな輝きを放つ王おう冠かんを栄えさせている。

　紛まがうことなき、女王として相応しい姿。

「た、たたたタクミ!?　え、えとっ、どうしてタクミがいるんですかっ!?」

　リーゼを呼ぶつもりでベルを鳴らしたのか、ミルトがあわあわと慌てふためく。

　途と端たんに普ふ段だん通りのミルトに戻もどったのを見て、タクミは思わず笑みをこぼす。

「え、あ、どこか変でしたか!?　着替え直した方がいいですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶだっての。だからドレスを脱ぬごうとするんじゃない」

　動転してドレスを脱ぎ出そうとするミルトを制してから、タクミは佇たたずまいを正す。

「本当に……見違えるほど成長したな」

「そ、そんなに見られると恥ずかしいんですけど……」

「今さら何言ってんだ。互いに子供の頃ころからの付き合いだろ」

「そう、ですね……たしかに、お互い子供の頃から一いつ緒しよでしたね」

　過去を思い返すように、ミルトは軽く俯く。

「子供の頃から、ずっとタクミと一緒でした。タクミがいなかったら……今の私はここにいることすらできませんでした」

　それは比ひ喩ゆではない。

　タクミがいなければ、ミルトは既にこの世を去っていた。

「二年前――父が亡くなったと聞かされた時、私は世界が終わったような気持ちでした」

　いつも自分を守ってくれていた父の存在。

　それが一いつ瞬しゆんにして失われてしまった。

「あの時の私は……本当に酷ひどかったと思います。心配してくれたみんなの声を無視して、耳を塞ふさいで、ずっと閉じこもっていましたから」

　今の姿からは想像できないくらい、当時のミルトは酷かった。

　父を失った悲しみから心を閉ざし、誰の言葉にも耳を貸さず、部屋に閉じこもったまま食事も取らず、日に日に衰すい弱じやくしていった。

　そしてある日――ミルトは部屋から姿を消した。

　父の後を追い、ヴェルヌ湖へ身を投げるために。

「あの時、どうしてタクミは私が湖に行ったとわかったんですか？」

「……俺おれはそういう奴を山ほど見ている。それだけの話だ」

　苦々しい表情と共にタクミは答える。

　それはこの世界の話だけじゃない。

　前世……地球でも、タクミはそんな人間を数多く見てきた。

　タクミのせいで人生を狂くるわせ、命を投げる人間を多く見てきた。

　拳を握にぎりしめるタクミを見て、ミルトは優やさしく微笑む。

「だけど……そんなあなたのおかげで、私は助けられました。湖から引っ張りあげて、そのまま思い切り殴って、あれは本当に痛かったんですから」

「お前も俺を本気で殴る蹴けるしただろ。鼻血は出るし散々だった」

「あはは、最終的にお互い鼻血まみれの痣あざだらけになってましたよね」

　入じゆ水すいを図はかろうとしたミルトを引き上げ、抜ぬけ殻がらのようなミルトを本気で殴った。

　そして……タクミはミルトに言い放った。

「『いつまでそんな姿をヴァテルさんに見せるつもりだ』って……あの言葉が無かったら、私は本当にあのまま死んでいたかもしれません」

　しかし、その言葉によってミルトは立ち直った。

　父を亡くした悲しみ、無ぶ遠えん慮りよに踏ふみ入ってきたタクミに対する怒り、それらを全力でぶつけることで、生きる気力を取り戻した。

「あの時と比べても、私はまだまだダメです。父どころか、他の方たちにすら追いつけていないでしょう。だけど――」

　言葉を区切ってから、ミルトは顔を上げる。

「――今の私は、ちゃんと父に誇ほこれると思います」

　堂々とした佇まいで、誇らしげに胸を張る。

　自分を見つけ、確固たる自信を得た姿。

　だからこそ、タクミはミルトに言わなければならない。

「――すまなかった」

　悔恨の念と共に、深く頭を垂れる。

「俺は……自分の計画のために、お前の父が生きていることを隠していた」

　事故で重傷を負ったヴァテルを救えるかわからなかった、ということもある。

　しかし、それは言い訳に過ぎない。

「俺は人間らしい考えが苦手だ。だからお前が計画に必要な人間だとわかった後、環境を変えることでお前の成長は促うながせると考えていた」

　ヴァテルの事故は偶ぐう然ぜんに過ぎない。

　事故よりも以前に、何かをきっかけにしてミルトの成長を促すと決めていた。

　それが最も効率的な方法だったから。

「お前と初めて会った時から、お前がどれだけ傷つき、悲しみ、死を願うほどに追いつめられると知りながら……お前に全すべてを隠し続けてきたんだ」

　今まで隠し続けてきた事実を、タクミは包み隠さず吐と露ろする。

　そんなタクミの懺ざん悔げを、ミルトは静かに聞いていた。

　その話を聞いた上で――ミルトは柔らかく微笑んだ。

「だけど……タクミはずっと私の傍そばにいてくれました。こんなダメな私を支えてくれて、励ましてくれて、父の代わりに見守っていてくれました」

　タクミの頭に手をかけ、ゆっくりと起こしながら言う。

　女め神がみのように、慈じ愛あいに満ちた表情を浮かべながら赦ゆるしを与える。

「私はタクミのことをよく知っています。お人ひと好よしなんて言われるくらい、必死に自分の中にある冷たい考えを否定し続けてきたことを知っています」

　そして、ミルトは真まっ直すぐタクミを見つめ――




「私は、そんなあなたのことが大好きですから」




　暖かな笑え顔がおと共に、その想いを告げた。

　その真っ直ぐな想いに、思わずタクミは目を丸くする。

　少しの間、部屋の中が静せい寂じやくに包まれ……やがて、くすくすと小さな笑い声が生まれる。

「ふふっ、どうでしょう。今のはちょっと自信があります」

「…………ええと、何がだ」

「前に『俺を惚ほれさせるくらい着き飾かざれ』って言ったじゃないですか。だから恋こいする女の子という姿を見せてみましたっ」

　イタズラを成功させた子供のように、ミルトは嬉うれしそうに笑う。

「それに……タクミはあの時、私に理想を貫つらぬけとも言いました。だから、私の悲しみが霞かすんでしまうような、タクミの理想を叶かなえてください」

　成長した少女が、成長を促した男の言葉を借りて告げる。

　その言葉を聞いて、タクミは普段通りの笑みを浮かべる。

「……ああ。お前を傷つけた分、ちゃんと責任を取ってやる」

「そ、それは先の告白に対する了りよう承しようと受け取っていいんでしょうか!?」

「いやそれとは違うが」

「じゃ、じゃあっ！　私の渾こん身しんの告白に対する感想をどうぞっ！」

「妹に告白されたようで何とも複雑な気分になった」

「あり得ないほど最悪の返答がきました!?」

「さっきも言ったろ。俺はそういう人間らしい考えが苦手なんだよ」

　涙なみだ目めでぽかぽかと叩たたいてくるミルトに対し、タクミは苦笑しながら頭を掻かく。

　そして、改めてミルトに向き直る。

「お前はもう十分に成長した。それこそ、女王として相応しい人間になった」

　そう告げてから、タクミは懐ふところから一枚の紙を取り出す。

　複雑な衣装と装そう丁ていの施された『念書』。

　エルスに渡わたした物と同じ、契けい約やく者しやに全てを捧ささげる契約書。

「今のお前なら、神王国家リヒテルトを正しく導くことができる。俺と共にいなくても、この国を理想の形にすることができると、他でもない俺が保証する」

　既にミルトは女王として十分な資質を得た。

　これから先、タクミたちと共に世界を敵に回す必要はない。

　だからこそ、タクミはこの場で決断を迫せまる。

「こいつに署名したら、カリンや他の奴らと同様に――って、おい」

「わぁっ……これ、私がもらってもいいんですか!?」

　差し出された『念書』を見て、ミルトがきらきらと瞳ひとみを輝かせる。

「これに私の名前を書けばいいんですよねっ」

「あ、ああ……署名して血判を押おしたら契約成立になるが――」

「わかりましたっ！　すぐに済ませちゃうので待っててくださいね！」

　奪うばい取るように『念書』を受け取り、すぐさま署名して血判を押す。

「はいっ！　これでバッチリです！」

「すげーな。他の奴らはもうちょっと迷ったりしたってのに」

「だって嬉しいんです！　今まで、私はみんなと違っていましたから」

　共に在りながらも、ミルトは心のどこかで疎そ外がい感かんを覚えていた。

　特別な人間と自分を比べて、心の奥おく底そこで線引きを行っていた。

「これでやっと……私もみんなと同じになれました」

　愛いとおしそうに、ミルトは自身の『念書』を抱きしめる。

「……そうだな。これでお前も俺たちの仲間だ」

「はい、質問ですっ！　女王と奴ど隷れいは兼けん任にんできますかっ！」

「テンションたけーな」

「たぶん今までの人生で一番高いですっ！」

「それじゃ人生の中で一番落ち着け。それと俺に『念書』を渡してくれ。他のと違って特別製なんだから、あんまりくしゃくしゃにされると困る」

「特別製……っ！　その響きだけで天まで昇のぼれそうですっ！」

　ミルトがくるくると回り始めたところで、タクミは面めん倒どうそうに溜息をつく。

「ったく……このままじゃ埒らちが明かないな」

　小さな呟きと共に、タクミはドアへと顔を向ける。

「ということで――そこで聞いている全員、さっさと部屋に入ってこい」

　そうタクミが言い放った瞬しゆん間かん、ドアの前でバタバタと騒さわがしい音が聞こえてくる。
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　そして――なだれ込むように、金銀赤黒の色が部屋に入ってくる。

「あははー……やっぱりバレちゃってましたねー。カリンが二人の会話を聞きたいとか言うからこんなことになっちゃうんですよ」

「なっ、なんであたしなのよ！　あんたも『わたしの耳なら丸っと会話を聴きき取れます！』とかノリノリだったじゃないっ！　それにリーゼとエルスも賛同してたでしょ!?」

「わたしはそれよりも、予想外の展開にドキドキなのです」

「わ、私はあれだぞ？　最初に止めたし、仕方なく付き合ってただけだからな？」

　クノン、カリン、リーゼ、エルスの四人が口々に弁明を始める。

　そんな中、四人の姿を見てミルトがあわあわと口を開閉する。

「も、もしかして……ぜんぶ、聞いていたんですか？」

「ミルトさん、素す晴ばらしい告白だったのです。その真っ直ぐで純じゆん粋すいな想いを告げたからこそ、タクミさんの驚おどろいた表情を引き出せたのだと思うのです」

「やめてください解説しないでください説明しないでくださいっっ!!」

「それに対して、タクミさんの返答は最悪の極きわみだったのです。ミルトさんからの告白を受けて、あの返事は点数すら付けられないゴミ以下のものです」

「たしかにあの返事は下層のドブより酷かったですねー」

「あたしが同じ立場だったら殴ってるわね」

「タクミは根が良くてもそれ以外クズだからなぁ……」

「助け舟ぶねは求めたが、寄ってたかって俺をボコれとは言ってねぇよ」

　散々こき下ろされながらも、タクミは揃そろった面子を見回す。

「さて……これで役者は揃った」

　七年前から進めていた計画に必要な人間は揃った。

　あとは……どこまでも走り続けるだけでいい。

　どこまでも高みを目指し続けるだけでいい。




「さぁ――世界を敵に回しに行こうじゃないか」







◇




　王都リスティナの上層。

　許可証が無ければ立ち入ることのできない区域だが、今は下層中層問わずに人々が集つどい、最上層のある丘おかに視線を注いでいる。

　期待、不安、羨せん望ぼう、安あん堵ど……様々な想いと共に新たな女王を待ち続けている。

　そんな民衆を一いち瞥べつしてから、ルクスは貴き賓ひん席せきの面々に向き直る。

「本日は我わがリヒテルトの戴たい冠かん式しきにご足労いただき、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　ルクスが深々と頭を下げると、その内の一人が不愉快そうに鼻を鳴らす。

　用意された椅い子すが小さく見えるほどの巨きよ漢かん。

　綺麗に白く染まった髪と顔に刻まれた皺しわ。しかし軍服の上からでもわかる筋骨隆りゆう々りゆうとした肉体は、老いや衰おとろえといったものを一いつ切さい感じさせない。

「この俺を名指して呼びつけた上に……こんな粗そ末まつな歓かん待たいを受けるとはな」

「申し訳ありません、ケリンズ将軍閣下。こちらとしては民の混乱を治めるため、急ぎ女王就任の儀ぎを行う必要があったものでして。かと言って他国に告知しないわけにも――」

「ハッ……内心で笑いながらペラペラ喋しやべるな小僧。我がデンメルグとリヒテルトは休戦状態に過ぎない。混乱最中にあるのなら、一息に攻せめ入いってもいいのだぞ」

　隠かくすことなく、ケリンズはその闘とう争そう心しんをむき出しにする。

　旧帝国デンメルグ最高司令、ケリンズ・ヴァルド将軍。

　デンメルグが保有する魔ま導どう騎き士し団だんのトップであり、その勇名と戦果は広く轟とどろいている。

　それと同時に、リヒテルトと因いん縁ねん深い人物でもある。

　デンメルグがリヒテルトへの侵しん攻こうを決めた際、数多の戦場で戦果を挙げ、三十前という若さで侵攻部隊の指揮を任されるまでに登のぼり詰つめた。

　しかし、エルヴィスが立案した魔ま法ほう主しゆ軸じくの戦術、地形を利用した戦略によって侵攻部隊は壊かい滅めつにまで追い込まれ、最終的に両国は休戦を結ぶことになった。

　リヒテルトとの戦があったからこそ、ケリンズは今の地位を築けた。しかし最後の戦で大敗したことで、その誇りはこの上なく泥どろに塗まみれた。

　そんなケリンズからしてみれば、混乱の最中にあるリヒテルトに再度侵攻し、過去の雪せつ辱じよくを晴らそうと考えていても不思議ではない。

「――まぁまぁ、此こ度たびはめでたい席ですんでなぁ。ケリンズ殿どのも血気を逸はやらせるのではなく、国の代表として素直に祝福すべきではないですかねぇ」

　苛いら立だちを隠さないケリンズを見かねてか、隣となりに座すわるドワーフの男が口を挟はさむ。

　ドワーフ特有の小こ柄がらな体形、しかしその髭ひげは綺麗に整えられており、金銀の刺繍と煌きらびやかな装そう飾しよくに彩られた悪あく趣しゆ味みな服は職人らしさとかけ離はなれている。

「我々セプテリオンとしては、新体制のリヒテルトに興味がありますんでなぁ。最近新設された大商会と数度取引をしましたが、なんとも興味が尽つきませんでのぉ」

　そう、商人としての観点から意見を述べる。

　海上国家セプテリオン意見役、ヤコル・ヴィットリオ。

　複数の列島から形成される国、セプテリオンで貿易商としての成功を収め、魔具機構を有する巨きよ大だい海上船を利用した輸出入によって多大な利益を挙げる豪ごう商しようである。

　そして驚くべきことに、その巨大海上船の設計開発を行ったのはヤコル本人である。

　セプテリオンは魔具に造ぞう詣けいが深く、貿易だけでなく技術国としても名高い。

　その中でも屈くつ指しの技術屋であり、同時に類たぐい稀まれな商才を持つ実力者でもある。

　才能と成果、その二つを示すことでヤコルは王直属の意見役に抜ばつ擢てきされた。

「しかしまぁ……竜人やら鳥人なんぞに勲くん章しようを与えることについて、個人的にはどうかと思っておりますがねぇ。今度の女王はお人好しなんですかい？」

　コココ、と喉のどを鳴らしながらルクスに尋たずねる。

　ヤコルはある意味でドワーフらしく、他の亜あ人じんたちを蔑べつ視ししている。

　セプテリオンは競争社会を掲かかげており、たとえ亜人であったとしても、その成果と能力に応じた地位を得ることができる。

　しかし競争が激しいため、人だけでなく亜人間での格差も大きい。

　成果が挙がらず、能力も無いと判断された者は奴隷と同じかそれ以上に酷こく使しされ、ヤコルはそういった『無能』を使い、踏ふみ台だいにすることで今の地位を築き上げた。

　身に着ける装そう飾しよく品ひん一つにしても、どれだけの犠ぎ牲せいを出して得たものかわからない。

　その言葉にルクスが愛あい想そ笑わらいを向けていた時、不意に席を立つ音が生まれる。

「本っっっっ当に申し訳ありません、フェアシュタット様っっ!!」

　少女が薄うす紅べにの二ふたつ結ゆいを激しく振ふり乱みだし、その額を地面に擦こすりつける。

「途と中ちゆうまでっ！　途中までちゃんとアルフェンを捕つかまえていたんですよ！　だけど王都を巡めぐるって書き置きを残して、そのままどこかへ消えてしまってぇぇぇぇえええっっ！」

「あー……まぁ顔を上げてください、アリッサさん。そちらのアルフェン様についてはいつものことですし、むしろ王都に来ただけ進歩があったということで」

「いやもう本当にそう言っていただけて毎度助かっていますっ！　見つけたらブッ飛ばしておきますっつーかアルは本当にどこいったあああああああああっっ!!」

　この場にいない相手に怒いかりをぶつけるように、アリッサが少女らしさの欠片かけらもない、無骨な義手をブンブンと振り回まわす。

　英えい雄ゆう国家シュトラーゼ第二席、アリッサ・ハングベル。

　十人の英雄種を首脳とし、魔ま獣じゆうが蔓延はびこるベスティア原生林に拠きよ点てんを構える都市国家。

　その中でアリッサは第二位の実力を持ち、平時は第一席であるアルフェンの補ほ佐さ、そして魔獣討滅戦では自ら前線に立ち、拳こぶし一つで数多の魔獣たちを屠ほふる猛者もさでもある。

　英雄国家シュトラーゼは西方からの魔獣被ひ害がいを抑おさえることを条件に、リヒテルトから物資の供給を得ている立場であるため、本来ならば第一席であるアルフェンが代表としてこの場に顔を出さなくてはいけない。

　が、英雄国家第一席のアルフェンはとにかくサボり癖ぐせが酷い。

　祭典などの催もよおしには毎回アルフェンも招しよう致ちしている。しかし毎度適当な理由をつけて欠席しており、その代役としてアリッサが出席することも通例にすらなっている。

　英雄国家の『謝罪係』として、何かと苦労の絶えない少女である。

「さ、こちらの薬をどうぞ。効き目は僕ぼくが保証しますから」

「いつもすみません、フェアシュタット様……。リヒテルトに来るたび、あなたからいただけるこのクスリだけが励はげみでして……へへっ」

「誤解を生むので変な笑いを浮かべないでください。ただの胃薬ですから」

　胃痛仲間として馴染み深いアリッサに溜息を零こぼしてから、ルクスは隣に視線を向ける。

　白い、どこまでも白い少女。

　透すき通とおる白銀の髪に、血の気すら感じない白い肌はだ。

　唯ゆい一いつ色づいているのは、海のように深い色を湛たたえた蒼あおの瞳と――彼かの女じよが身に着けている、少女には不ふ釣つり合あいな蒼銀の甲かつ冑ちゆう。

「何か、私に御ご用ようでしょうか」

　ルクスの視線に気づいてか、白の少女が無機質な声こわ音ねで言葉を発する。

　それが自分に向けられたものと気づき、ルクスは恭うやうやしく頭を下げる。

「挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ありません。不ぶ躾しつけに眺ながめた無礼を――」

「先の問いに対する応答としては不適格です。再度回答を」

　人形のように表情一つ動かさず、ルクスの言葉を遮さえぎる。

　その様子に、ルクスは面倒な挨拶を省いて問いに答える。

「いえ……まさか最北の断界国ヘリリアントの人間が訪おとずれたというだけでなく、最高指導者であるラクリア様が姿を現すとは予想もしていなかったもので」

　ルクスの率直な意見に対し、甲冑を着た少女――ラクリアは何も反応を寄こさない。

　リヒテルトの北方には広大なデンメルグ領が広がっているが、そのさらに北……世界の果てと呼ばれる場所に一つの国がある。

　それが――断界国ヘリリアント。

　その由ゆ縁えんは言葉通り、この世界とヴェリル大陸を断絶しているところにある。

　ヘリリアント領は世界の果てと言われているが、その先には陸地が存在している。

　しかし……ヘリリアントは国そのものを利用して、地上には堅けん牢ろうな城じよう壁へきを、空と海上には防護結界を張はり巡らせて世界と大陸を分断している。

　その先へと何人たりとも踏み入らせないという姿勢の下、他国の者を一切立ち入らせず、またヘリリアントの民も自国の外へ出ることは少ない。

　徹てつ底ていして、他国との交流を断絶している。

　そのため、断界国ヘリリアントについての情報は他国と比べても乏とぼしい。

　確定している情報は「旧時代から続く由ゆい緒しよ正しき国」、「国の最高指導者は象しよう徴ちようとして蒼銀の甲冑を身に着けている」といったもの。

　その他で言えば「大陸を分断し、その先にある資源を占せん有ゆうしている」、「大陸の先にいる特異な魔獣たちの抑よく制せい、殲せん滅めつを行っている」、「ヘリリアントに侵攻した国の部隊を、単身で壊滅させた」など、真しん偽ぎも定かでない話ばかりだ。

　事実、ルクスはラクリアが来訪するまで、最高指導者といった立場、そして当人の名前すら知らなかった。ラクリアがリヒテルト印章の手紙を持参せず、蒼銀の甲冑を身に着けずに訪れていたら、知らずの内に追い返していた可能性すらある。

　だからこそ、ルクスは再び率直な質問を投げかける。

「なぜ、ラクリア様は此度の戴冠式を訪れたのでしょうか。ヘリリアントの民は他国との交流が絶えて久しいと聞きき及およんでいましたが」

「招待状をいただいたので、せっかくだから行ってきなさいと母に言われました」

　思っていた以上に普ふ通つうの返答がきた。

「ええと……そもそも、うちの人間はどうやって手紙を？」

「鳥の背中に括くくり付つけてありました」

「…………鳥ですか」

「はい。朝の散歩をしながら鳥と戯たわむれていた時、偶然発見しました」

「鳥と戯れていたんですか」

「はい。そして招待のお礼と共に、手紙を運んだ鳥を返へん還かんしに来ました」

　言いながら、ラクリアは背後に置かれていた鳥とり籠かごを胸に抱える。その中にはおとなしく翼つばさを畳たたんでいる大型鳥がいた。

「その……大変言いにくいのですが、そちらの鳥は伝令用に訓練されているので、そのまま放っておけば我が国くにに戻ってきます」

「なるほど。つまりこのアルフレッドは賢かしこい鳥でしたか」

「……名前を付けられたのですね」

「はい。道中で暇ひまを持て余したので、名前を付けて呼びかけていました」

　眉まゆ一つ動かない鉄面皮とは裏腹に、妙みように人間らしいことをしている少女だった。

　思わずルクスが面食らっていた時……ラクリアが気になる言葉を放つ。

「それと、エルヴィス・フォルテシアが投とう獄ごくされたと耳にしたのが来訪の理由です」

「……へぇ、我がフォルテシアと貴国に何か関係が？」

　警けい戒かいを隠すことなく、ルクスはラクリアを睨にらみつける。

　エルヴィスが方々に繋つながりを築いていたことは既すでに判明している。

　他国と関係を絶っていたヘリリアントがその中にいても不思議ではない。

　しかし、ルクスの問いにラクリアは何も答えない。

　人形のように整った表情を崩くずすことなく、ただ静かに座り続けている。

　再びルクスが問いかけようとした時――開会を告げるラッパが鳴なり響ひびいた。

　民衆の視線を追うように、ルクスは最上層の高台に顔を向ける。

　高台に佇む……純白のドレスに身を包み、毛皮のコートを羽織る少女。

　その手には一本の大たい剣けんが握られている。

　光すら通さない漆しつ黒こくの刃やいば。

　リヒテルト王家に伝わる神器。

　どこまでも続く蒼そう空くうのように未来を切り開く――『蒼そう天てん剣けん』

　剣を高々と掲げた瞬間、民衆から驚きよう嘆たんの声が生まれ――




　その声が、ミルトの振り下おろした一いつ閃せんによって静まり返った。




　鮮あざやかな黒の一閃。

　その剣を振り抜き立つ、堂々たる佇まい。

　ミルトの一閃を目にして、誰だれもが言葉を失っていた。

　場を完全に支配したミルトが、軽かろやかに一歩を踏み出だす。

　だというのに、誰よりも力強い。

　剣が風を斬きり、地を踏みしめる音が乗り、一つの音楽を奏かなでる。

　その音楽に合わせて、ミルトは見えない相手と剣を交えていく。

　剣を自在に取り回し、黒の軌き跡せきの中で踊おどる。

　少女らしい可か憐れんな容姿とは対照的な力強さ。

　そして時に垣かい間ま見みえる凛りんとした横顔に、誰もが目を奪われる。

　剣けん舞ぶと呼ぶに相応ふさわしい、剣と共に舞まう姿。

　そして――終幕を飾かざるように、剣によって大きく円を描えがいた。

　残身するミルトの姿を見て、民衆たちも終幕を理解する。

　その直後……揺ゆれるほどの喝かつ采さいと歓かん声せいが沸わいた。

　女王として剣舞を披ひ露ろうした姿に、誰もが惜おしみない称しよう賛さんを送っていた。

　民衆の反応を眺めていたミルトの下に、拡声魔ま具ぐを持ったリーゼが駆かけ寄よってくる。

　呼吸を整えてから、ミルトは口を開く。

「――初めまして。私はミルト・ファミリエ……いえ、リヒテルトと名乗るべきですね」

　改めて自分の名を言い直してから、民衆に向かって語り掛かける。

「十五年前……私の母は凶きよう刃じんに倒たおれ、赤子だった私はゼルエル卿きようと養父ヴァテルの手によって救い出されました。そして何も知らされずに一人の娘むすめとして育てられました」

　紡つむがれるミルトの言葉に、民衆たちは静かに耳を傾かたむける。

「正直に言えば、私が女王になることを疑問視する方々も多いことでしょう。女神の血を引くというだけで、何も知らない小娘が国を治めることができるのか……と」

　包み隠さないその言葉に、民衆たちがにわかにざわめき出す。

　それを制するように、ミルトは再び口を開く。

「しかし……何も知らなかったからこそ、私は多くのことを知ることができました」

　何も知らずに過ごしてきた日々は決して無む為いではなかった。

「日々生きることが、どれほど大変なのか知っています。生きるために作物を育て、食べるために汗あせを流して働き、時には盗ぬすみや殺しをして、他人を犠牲にしなければいけないほど大変なことだと、女王ではなく一人の人間として知ることができました」

　どこまでも素す直なおに、ミルトは自身の想おもいを語る。

「だから……私はそんな現状を変えたいと思いました。下層とそこに住む人々を見て、他人を犠牲にしなくても生きることができるようにしたいと願い、養父の後を継ついで商会の首領になることを決めました」

　最初は父の真ま似ね事ごとでしかなかった。

　そして首領になると決めた時、ミルトの中にあった理想が輪りん郭かくを帯びた。

「その想いは女王となった今でも変わりません。下層だけじゃない、リヒテルトに住む全ての人々が、生きるために何かを犠牲にしなくていいようにしたいと思いました」

　女王になると決めた時、自分だけでなく多くの人間を変えたいと願った。

　その理想を貫きたいと願った。

「誰だれ一人ひとりとして例外はありません。人間も、亜人も、老ろう若にやく男なん女によも関係ありません。何一つ分わけ隔へだてなく、私はその一人一人と共に在りたいと思っています」

　馬ば鹿かげた理想と理解しながらも、それを貫き通す覚かく悟ごを決めた。

「だから……私の理想を叶えるために、皆みなさんのお力を貸してください。私と共に歩んでください。私も女王として、皆さんと共に歩み続けると誓ちかいます」

　一人ではなく、誰かが欠けることもなく、全員で理想を叶えると決めた。




「だから――私という女王の姿を、皆さんで見届けてください」




　陽ひだまりのように、全てを包み込む暖かい笑顔と共に想いを告げる。

　その想いに――静かな拍はく手しゆが沸く。

　先ほどのように、称賛を送るためのものではない。

　女王に対する敬意を込めた拍手。

　そんな民衆たちに対して、ミルトは敬意を込めて頭を下げる。

「皆さん……ありがとうございます。それでは理想への第一歩として、レナント村を救った勇士たち、そして女神の代行者と成った者をご紹しよう介かいします」

　ミルトの背後から、ゆっくりと亜人たちが姿を現す。

　種族も容姿も異なる七人の亜人。

　その七人を率いるように、タクミが丘の上に立つ。

　そのままリーゼから魔具を受け取り、民衆たちを見下ろす。

「――さて、知ってる奴やつもいるだろうが、異い端たん審しん問もんを終えて女神の代行者になったタクミだ。女王の素晴らしい演説の後ってこともあるし、俺の話はサクサクと済ませよう」

　腕うでを広げ、大おお仰ぎような動作でカリンたちを指し示す。

「レナント村で起こった魔獣被害を抑え……神しん獣じゆうを討うった者たちだ。レヴィン、エイグル、クロリス、メリノ、ラングの五名には戦功勲章を。そして前回の御ご前ぜん試合で騎き士し称しよう号ごうを得たカリン、クノンの両名には――女王の旧きゆう姓せい、ファミリエの家名を与あたえる」

　その宣言によって、民衆が動どう揺ようと共に顔を見合わせ始める。

　家名を賜たまわるということは、正式に貴族として迎むかえ入れるということになる。

　それだけでは終わらない。

「そして――両名には、新たな三大公の一角として国を牽けん引いんすることになる」

　一瞬、その場が静まり返った。

　というよりも、理解が追いつかずに言葉を忘れたという方が正しい。

　それでもタクミは畳みかけるように言葉を続ける。

「さてさて、神獣を下した者たちに勲章を与えるのは理解できる。だけど三大公の座まで与えるってのはやり過ぎているって顔をしてるじゃねぇか」

　動揺する民衆を煽あおるような口調で語る。

「だが、今はそんなことを言っている場合じゃない。この神王国家リヒテルトは危機に瀕ひんしている。デンメルグの侵攻で領地は狭せばまり、海上ではセプテリオンが幅はばを利きかせ、シュトラーゼでは魔ま物ものを抑え切ることができない。遠い未来にこの国は破は滅めつするだろうよ」

　そんなタクミの言葉に顔をしかめたのは、他国の代表たちだった。

　民衆の不安を煽るだけでなく、他国の人間がいる場で公言する必要はない。

「だが……俺はこの停てい滞たいした現状を望まない。だから亜人たちを迎え入れ、現状を打破するために必要な戦力にすると決めた」

　タクミの言葉に応こたえるように、カリンとクノンが地面に得物を突つき立たてる。

「そして俺は現状維い持じを望まない。現状維持という言葉に惑まどわされて漫まん然ぜんと日々を過ごし、破滅という名の最底辺に堕おちることを望まないッ！」

　自身の言葉に調子を付けるように、タクミは徐じよ々じよに熱を込めて語る。

「まさか――あの男ッ!!」

　タクミの意図にいち早く気づいたのはケリンズだった。

　言葉を繰くり返かえし、煽るような言葉で心を揺さぶり、その揺れを昇しよう華かする。

　その後に控ひかえた戦に備えるために――




「――我々は、大陸全土の国に対して『ゲーム』の宣戦布告を行う」




　揺るがない不敵な笑えみを貴賓席に向けながら宣言する。

「俺の望みは大陸の全てを手に入れることだ。国や資源だけじゃない、知識に文化に矜きよう持じに精神、その全てを賭かけ……最後には女神の愛した世界を取とり戻もどす」

　女神を信しん仰こうする者たちを発奮する言葉を織り交ぜる。

「今のリヒテルトは最底辺にいる。魔ま法ほうが無ければ旧帝国の侵攻に怯おびえ、海上国家に貿易の主導権を握られ、英雄国家の助力が無ければ魔獣に蹂じゆう躙りんされる弱者だ」

　揺さぶった民衆たちの心の隙すきを掴つかむように、タクミは言葉を紡いでいく。

「しかし今が最底辺だということは、後はひたすら上がるだけだ。ただ上だけを目指して、過去の英雄たちのように勇気と英知を持って理想を貫き続ければいい」

　絶対に理想を叶えるという揺るがない意志。

　実現できると他者に思わせるほどの自信。




「俺おれたちの手で――リヒテルトを最底辺から押し上あげるぞ」




　そう締しめくくった瞬間、民衆が叫さけぶように声を上げる。

　王都が揺らぐほどの大だい音おん声じよう。

　燻くすぶっていた国民たちに火が付き、熱ねつ狂きようが伝でん播ぱして広がっていく。

　その中で、貴賓席だけが混乱の最中にあった。

「今の宣言はどういうことだ、フェアシュタットッ!!」

「これは……なかなか、キナ臭くさい様子になってきましたなぁ」

「せ、宣戦布告って……うちとリヒテルトは友好国のはずですよねっ!?」

　各国の代表が浮うき足あし立だち、口々に抗こう議ぎの声を上げる。

　しかし、ルクスは普ふ段だんと変わらない笑みを浮うかべている。

「いやぁ、やっぱり事前に聞いていると胃へのダメージが違ちがうなぁ」

「ほう……つまり、宣戦布告はリヒテルトの総意ということか」

「ええ。まさか本気で祝辞を読むつもりでいたんですか？」

　煽るようにルクスが言葉を発した瞬間、ケリンズが腰こしの剣を抜き放ち――

　一閃によって、その剣が弾はじき飛とばされた。

「――まぁまぁ。少しは落ち着いて話を聞いてくださいよ」
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　長ちよう剣けんを手の中で遊ばせながら、ルクスは笑みを崩さずに言う。

「僕がこの場にいるのは三大公という立場からではなく……あなた方が先の宣言を聞いて取り乱した時、それを鎮しずめるという役割でしてね」

　リヒテルトの主権を握にぎる三大公とは、単に家いえ柄がらだけで決まるものではない。

　それに見合うだけの実力を持つからこそ、三大公の座に就ついている。

「妹の剣才には及びませんが――それでも、あなた方を抑えるには十分だ」

　剣を突き付けられ、ケリンズがわずかに身を引く。

「それと何か勘かん違ちがいされているようですが、我々が行った宣戦布告は貴国らに対して戦争や争いを持ちかけるものではなく、こちらが提案する『ゲーム』についてです」

「何がゲームだッ!!　そんな戯たわ言ごとに耳を貸すわけ――」

「フェアシュタット様、質問してもよろしいでしょうか」

　激げき昂こうするケリンズの言葉を遮り、ラクリアが淡たん々たんと挙手をする。

「『ゲーム』と言いましたが、説明は行っていただけるのでしょうか」

「それはもちろん。戴冠式の閉式後、会議室にて女神の代行者が行いますよ」

「わかりました。では閉式まで待ちます」

「ッ……ヘリリアント、貴国はリヒテルトの暴挙を赦すと言うのか!?」

「私個人は特に思うところはありません。しかし他国代表の前で宣戦布告を行い、こうして剣を向けたということは、既に相応の覚悟を決めているということです」

　すとんと手を下ろし、ラクリアは暇を潰つぶすように鳥籠を抱かかえる。

「それならば、意図が判明するまで静観します」

「話が早くて助かりますよ。僕の仕事は皆さんを落ち着かせることですし、おとなしくしていただけるのなら楽ができるんで」

　ラクリアに苦く笑しようを向けながら、ルクスは突き付けていた剣を下ろして鞘さやに納める。

　しかし、剣を納めても誰かが動く様子はない。

　先ほどまで激昂していたケリンズも、ルクスの意図が読めずに動きを止めている。

　国中が熱狂に沸く中、貴賓席だけが不気味な静けさに包まれる。

　そして……粛しゆく々しゆくと、戴冠式は閉式へ向かっていった。




◇




　戴冠式の閉式から一時間後。

　タクミとミルトは会議室に集められた代表たちと顔を合わせていた。

「よう、挨拶が遅れちまって悪かったな」

　普段通りの調子でタクミは声を掛けるが、代表たちの反応はない。

　ケリンズは怒りと苛立ちを隠さず、ヤコルは飄ひよう々ひようとしながらも鋭するどい眼光を向け、アリッサは緊きん張ちようで全身が強こわ張ばっており、ラクリアは無関心と言わんばかりに鉄面皮を崩さない。

　不意打ちのように宣戦布告を行われ、剣を向けられて脅おどされるような形で会議室に押し込められていたのだから当然の反応と言えるだろう。

　しかし、タクミは気にせず言葉を続ける。

「ルクスから軽い説明はあっただろうが、改めて『ゲーム』についての詳しよう細さいとルールを説明しようじゃないか。まずは――」

「我々は、断固として貴様たちの言い分を聞き入れないッ!!」

　怒りを爆ばく発はつさせるように、ケリンズが勢いよく机を殴なぐりつける。

「大陸全すべてを手に入れる『ゲーム』などバカバカしいッ！　貴様らの提案に対して、我々が受ける理由がどこにあると言うんだッ！」

「こちらも概おおむね同意ですなぁ。一方的にゲームを行うと言われ……その上、国や全てを賭けろと言われたところで、何もメリットが無ければ首を縦に振るわけがありませんて」

　ケリンズに同調するような形で、ヤコルも意見を述べてくる。

　さらに、ケリンズはタクミを睨みながら指を突き付ける。

「戴冠式と偽いつわり、各国の代表に剣を向けた報むくいは受けてもらうぞ……ッ！　デンメルグだけではない、各国で危険思想を持つリヒテルトを叩たたき潰してやるッ!!」

「おお、怖こわい怖い。だけどこっちは戦争やらで人殺しをするつもりはない。そのために俺は『ゲーム』って形を提案したんだからよ」

「だから、そんなふざけたものに――」

「おい、セプテリオンのドワーフ。あんたはさっきメリットが無いって言ったな？」

　ヤコルに向き直ってから、タクミは紐ひもで綴とじた巻物を放ほうる。

「魔法しか取とり柄えのない、目ぼしい資源も少ない、他に何もない小国を今さら攻めたところで意味がない……だから、デンメルグは深手を負う前に休戦を行ったんだろう？」

　タクミの問いかけに対して、ケリンズは何も答えない。

　しかし、先ほどまでの激昂した様子も失うせている。

　デンメルグが休戦を結び、三十年近くリヒテルトに攻め入らなかった理由を言い当てたタクミを、警戒するように視線を向けている。

「だが……今の俺たちは、ここにいる国が最も欲ほつしている知識を持っている」

「ははっ、まさかそれが『ゲーム』の景品とでも言うおつもりですかな？」

　タクミの言葉を聞いて、ヤコルが小こ馬ば鹿かにするように鼻で笑う。

「確かにリヒテルトの魔法知識は他国にないものとはいえ……今さらリヒテルトの魔法知識を引き合いに出されたところで、大した魅み力りよくは感じませんなぁ」

「俺は『ここにいる国が欲しているもの』って言ったはずだぜ？　そいつを証明するために、駄だ賃ちんがてら見せてやろうって言ってんだよ」

　不敵な笑みと共に、ヤコルの眼前に放った巻物を指さす。

「特に……技術屋のお前ならよく理解できるはずだ。ヤコル・ヴィットリオ」

　その笑みから感じる妙な威い圧あつ感に、ヤコルは僅わずかに眉をひそめる。

　そして……ヤコルは巻物の紐を解き、眼前に大きく広げ――硬こう直ちよくした。

「こ、れは……なぜ、どこでこの存在を知ったッ!?」

　ヤコルが飄々とした態度を崩し、タクミに向かって食くって掛かる。

「おい、ヴィットリオ……一体何が書いてあったと言うんだ」

　ケリンズがそう尋ねるが、ヤコルは額に汗を浮かべたまま押おし黙だまる。

　答えることができない。

　その反応を見て、タクミが顔を覆おおいながら笑う。

「答えられないよなぁ……デンメルグ侵攻計画に関する国家機密なんだからよ」

「なッ――どういうことだッ！　答えろ、ヴィットリオッ!!」

　そんなケリンズの怒ど号ごうすら、ヤコルの耳には入っていなかった。

　羊皮紙に描かれた設計図。

　セプテリオンが秘ひ密みつ裏りに開発を進めていた――空を翔かける船。

「俺の世界じゃ『飛行機』って呼ばれていた代しろ物ものだ。魔ま力りよくを使わずに空を翔とび、鳥よりも遥はるかに高く、遠い距きよ離りを移動できる機械だよ」

「機械……旧時代に存在していた魔具の前身か。しかし、その機械と我々デンメルグにどのような関係があると言うんだ？」

「機械ってのは魔力を使わない代わりに、化石燃料っていう天然資源が必要になるんでな。そいつらは主に海底、そして砂さ漠ばく地帯の地下に眠ねむっている」

　旧帝国デンメルグは広大な領地を持つが、その多くが緑の無い砂漠地帯となっている。

　その地下には……いまだ手つかずの資源が宝のように眠っている。

「その資源を得るためにセプテリオンは飛行機を作り、やがて量産した機械で他国へと侵攻する算段だったんだろうよ。他国より亜人の多いセプテリオンにとって、魔法戦ってのは絶対的に不利だからな」

　タクミが言葉を発する度に、ヤコルの表情が青ざめていく。

　それは自国の計画が他国に漏もれたというだけではない。

　ヤコル自身、旧時代の機械を利用した技術で先行しているという自負があった。

　たかが小国と侮あなどっていたリヒテルトが、技術で先んじていたという屈くつ辱じよく。

「他にもあるぜ？　蒸気機関、内燃機関、航空力学……技術大国でもあるセプテリオンなら、こいつらは『ゲーム』に参加して奪うばい取る価値のある代物だろ？」

　タクミは今まで、徹てつ底てい的てきに地球の技術を秘ひ匿とくしていた。

　目先の栄えい誉よを得るためでなく、セプテリオンとの交こう渉しようの場で使うために。

　そして……拳を握りしめながら、ヤコルは言葉を絞しぼり出す。

「……説明を行ってくれ」

「おいおい、聞こえないからはっきり言ってくれ」

「『ゲーム』の説明をしろと言ったんだッ！　我々セプテリオンは、貴様たちリヒテルトの提案する『ゲーム』に参加することを確約するッ!!」

　ヤコルが参加表明を行ったことで、ケリンズがあからさまに顔をしかめる。

「……ふざけた提案に乗るとは正気か、ヴィットリオ」

「うるさいッ！　貴様らデンメルグに計画が露ろ呈ていした時点で我々は後に退けんのだッ！　それなら……『ゲーム』とやらに勝利して、真っ向から仕し掛かければいいッ!!」

　自棄やけになったように、ヤコルが狂きよう気きじみた笑みを浮かべる。

　その様子を見て、ケリンズが不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちする。

「チッ……島国の田舎者が。貴様たちがどうなろうと、我が国は――」

「あー、そうそう。デンメルグのおっさんが欲ほしいものはこれだろ？」

　満面の笑みを浮かべながら、タクミが一枚の紙きれを取り出す。

「砂漠地帯を緑化する方法、食しよく糧りよう難なんによる飢き餓が状じよう況きようからの脱だつ却きやく、いまだ発見されていない地下水脈、疫えき病びよう等の予防と対策……領地と国民が多いってのも大変だな」

　ケリンズの前に紙きれを放ると、その表情が固まる。

　デンメルグの国政、国民の置かれている状じよう況きよう、現在直面している問題、それらはタクミが調査を始めた七年前から進展していない。

　それを打開するための方策が、余すことなく書かれている。

「俺がお前たちを呼んだのは、その価値を正しく理解できるからだ」

　この場に集められた人間は、『知識』という財産を正しく理解できる。

　ケリンズは立場と過去だけ見れば武ぶ闘とう派はだが、大規模な騎き士し団だんを統とう率そつするという立場上、領地の状況を誰よりも正しく把は握あくしている。

　ヤコルは貿易の成功が目立っているが、ドワーフという技術屋としての一面があったからこそ、海上貿易における覇は権けんを得ることができた。

　そして……国の窮きゆう状じようや状況を鑑かんがみて、それらの『知識』が国を賭けるに値するかを正しく判断することができる。

「別に今ここで参加表明しろってわけじゃない。俺の提示した『知識』と『ゲーム』の説明を聞いた上で、国に持ち帰って検討すればいいさ」

　黙り込んだ二人の代表に告げたところで、アリッサがおずおずと挙手する。

「あのぉー……友好国のうちも参加しなきゃダメなんですかね。私たちはリヒテルトの支し援えんに不満はありませんし、関係が破は綻たんするのは困るんですけど……」

　英雄国家シュトラーゼとリヒテルトは協力関係にある。

　タクミの提示した『ゲーム』の内容次し第だいとはいえ、両国が争あらそう必要はどこにもない。

「なんだ、あんたは聞いてないのか？」

「え、何がですか？」

「英雄国家シュトラーゼは既に『ゲーム』の参加に承しよう諾だくしているぞ」

「はぁっ!?　ちょっと待ってください誰がそんなこと――」

「迷子になってたおたくの第一席に説明したら、二つ返事でオーケー出してたぞ。ついでに伝言だが、『ルールを聞くのは面めん倒どうだからアリッサに任せた』とのことだ」

「あっはっは……あいつ、帰ったら絶対絞しめ殺ころす」

「半殺しくらいで済ませとけ。まぁ、受けた理由については帰ってから聞けばいいさ」

　机に突っ伏ぷしてすすり泣くアリッサを放置し、タクミはラクリアに向き直る。

「さて、そこにいるヘリリアントのお嬢じようさんはどうする？」

「元より説明を聞いてから判断する予定でした。ですから構わずにどうぞ」

　淡々と返事をするラクリアに苦笑を向けてから、タクミは全員を見回す。

「賭けについては先に言った通りだ。こっちは『知識』を、そしてあんたらには『国』を賭けて『ゲーム』を行ってもらう。そして――ゲームの内容は問わない」

　そう言いながら、タクミは笑みの色を濃こくする。

「武芸、知識、技術……それこそ、ジャンケンだろうがチェスだろうが構わない。勝負という形式さえ整っていれば、全て『ゲーム』として成立して受じゆ諾だくする」

「……なるほどな。リヒテルトにとって、それが一番好都合だろう」

　タクミの意図を読み取ってか、ケリンズが苦々しい表情を作る。

「貴様らリヒテルトは魔法以外では他国に劣おとっている。だが……それは我わがデンメルグ、そして他国にも言えることだ」

　どれほど優すぐれていようと、必ず瑕か疵しは存在している。

　旧帝国デンメルグは人海戦術や物量といった面で秀ひいでているが、その分個人の技術や技量といった質の面で劣る。

　海上国家セプテリオンは優れた魔具技術を有しているが、島国という閉へい鎖さ的てきな土地であることから、能動的な戦せん闘とう、資材や資源が乏しい。

　英雄国家シュトラーゼは英雄種を始め一いつ騎き当とう千せんの戦力を有しているが、規模はリヒテルトと大差なく、魔獣が棲すむ土地と隣りん接せつするため他国の援えん助じよが必要不可欠となっている。

　唯一、断界国ヘリリアントの情報は無いが、大規模な防護結界を維持し続けるコスト、それ故ゆえに専守防衛に努めているとすれば、他に余力を割さくことができないと推察できる。

　しかし、先の条件であれば国同士の差は縮まる。

　ゲーム内容が一方の国に有利な内容でない限り、勝敗は見えなくなる。それこそ、場合によっては『運』によって勝敗が決まる可能性すらある。

　他国より多くの面で劣るリヒテルトにとって、最も勝機のある条件。

「ゲーム内容はどのようにして決定するつもりだ。対戦を行わない国か？」

「いやいや、それじゃ公平とは言えないだろ。第三国と共きよう謀ぼうして有利なゲーム内容にしたり、逆に不利な内容を提示して陥おとしいれようって考える輩やからが出るだろうからな」

　ケリンズに言葉を返してから、タクミは軽い調子で告げる。

「だから、ゲーム内容はお前たちが決めていい」

「…………は？」

「言葉の通りだ。うちと対戦する国がゲーム内容を好きに決めていい」

　口こう端たんを吊つり上げながら、タクミは再び告げる。

「リヒテルトは――対戦国がどのようなゲーム内容を提示しようと受諾する」

　ケリンズだけでなく、その場にいる誰もが言葉を失っていた。

　対戦国が内容を決めるということは、全て相手に有利な条件でゲームが決定される。

　利点を全て捨てた上に、圧あつ倒とう的てき不利な状況でゲームに臨のぞむ。

「おい……リヒテルト女王」

「あ、はい。何か私に御用でしょうか？」

「貴様……それでも国と国民を預かる女王か？　そこにいる男は自ら勝ちを捨てると宣言しているというのに、それを黙って見過ごすつもりか」

　ただ静観するだけのミルトに対し、ケリンズが静かな怒いかりを向ける。

　しかし、ミルトは悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。

「いえ、その条件は我が国の三大公も交えて協議したものですから」

「ハッ！　つまりリヒテルトは揃そろいも揃ってボンクラしかいなかったと？」

「ええと、そういう意味では無くてですね……」

　困ったように頬ほおを掻かいてから、ミルトは満面の笑みで言い放つ。

「あなた方が負けた時――絶対に言いい逃のがれできないようにするためですよ」

　笑みこそ湛たたえているが、その瞳ひとみの奥おくには揺るがない意志がある。

「たまたまリヒテルトに有利な条件だった、運が悪かったから負けた……などと難なん癖くせを付けられては困りますから、それを事前に排はいするための措そ置ちです」

　そんなミルトの言葉を継ぐように、タクミが説明を加える。

「そっちがどれだけ有利な内容を決めようが俺たちは勝てる……単純な勝ち負けじゃない、心の底からお前たちを屈くつ服ぷくさせるのが、この『ゲーム』の趣しゆ旨しだ」

　腕を組みながら、タクミは愉たのしげに笑う。

「そして、先の条件はお前らを逃にがさないためのものだ。自分たちが圧倒的に有利な条件を決められる中、それを捨てて勝負から逃げた国は今後どんな扱あつかいを受けるだろうな」

　笑いながら、タクミは底知れない黒の瞳をケリンズに向ける。

　リヒテルトという小国に対して圧倒的有利な状況を作れたというのに、その勝負を捨てて逃げた『負け犬の国』。

　その悪評は消えることがなく、国の汚お点てんとしていつまでも残り続ける。

「それに……俺たちは勝ちを捨てたわけじゃない。お前たちがどんな条件を出そうが、正面から叩き潰して勝てる自信があるってだけの話だ」

　腕を組み、自信に満ちた笑みを浮かべながら言う。

　しかし――

「――質問よろしいでしょうか。女め神がみの代行者」

　静まっていた会議室の中で、ラクリアの無機質な声が響く。

「内容の決定権があるということは、日時と場所の指定も可能ということでしょうか」

「ああ、構わない。どれだけ条件を重ねようが、こっちはゲームを受諾する。

「ではもう一つ、ゲームの決定権は国の元首、君主といった統治者が有するものですか」

　ラクリアの質問の意図を察して、タクミは僅かに目を細める。

「……ああ。他の奴らはこの件を一度国に持ち帰り、統治者の判断を仰あおぐことになる」

「つまり、ヘリリアントの最高責任者である私ならば、今この瞬しゆん間かん……あなた方に対して『ゲーム』の開始を宣言できるといった認にん識しきで問題ありませんね」

　そう口にしてから、ラクリアはミルトに顔を向ける。




「我々ヘリリアントは――今この場で、『ゲーム』の開始を宣言します」




　不気味なほど静かに、ラクリアはタクミたちへと告げる。

「内容は統治者同士による『決けつ闘とう』、武器魔法の使用は問わず、両者の一方が戦闘不能になるか、死亡するまで行います。その条件であなた方は戦えますか」

　タクミたちの覚悟を見定めるように、ラクリアが問いかける。

「先ほどの剣舞を見る限り、私とリヒテルト女王の実力差は明白です。およそ勝負にすらなりません。それでもあなた方は『ゲーム』を受諾しますか」

　虚うつろな瞳を向けながら問いかける。

　しかし、それでもタクミの笑みは崩れない。

「こっちは構わないが、一度ゲーム内容を決めた後に変へん更こうするのは許可できないぞ」

「では、そのようにしてルール変更を促うながすのは可能ということですか」

「こっちとしては『ゲーム』を楽しみたいという気持ちが強いんでな。結果が見えている勝負になると、さすがにつまらなくて興ざめする」

「まさか、私がそちらの女王に負けるとお思いですか」

　タクミから目を逸そらし、ラクリアは殺気と共にミルトへ視線を向ける。

「……あ、私と勝負という話でしたよね？　お互たがい頑がん張ばりましょうっ」

　対して、当人はのほほんと笑いながらラクリアに向けて手を振ふっている。

　そこに緊張や虚きよ勢せいといった様子は見られない。

　ラクリアが殺気を発しているというのに、怯えも恐きよう怖ふも見られない。

「なるほど。やっぱりやめておきます」

「素直に引き下がったじゃないか」

「女王に対する情報不足、そして確信に欠ける反応だと判断しました」

　少なくとも、タクミはミルトの勝利を確信している。

　そして……ミルトにはその確信に足る何かを持っている。

「そもそも、私は招待状のお礼とアルフレッドを返しに来ただけですから」

「……アルフレッドって誰だ？」

「手紙を送ってきた鳥のことです。こちらにいますのでご返へん却きやくします」

「名前を付けるほど気に入ったなら飼ってやれ。祝い品として贈ぞう呈ていしてやるから」

「よろしいのですか。でしたら、家鳥として迎え入いれるとしましょう」

　表情こそ変わらないが、ラクリアは鳥とり籠かごを抱えながらコクンと頷うなずく。

　話が終わったのを見計らうように、ケリンズが再び机を叩く。

「ハッ……全て受諾すると言いながら、口八丁で逃れたではないか。結局のところ、貴様らリヒテルトは我々に勝てる見込みがないということだろう」

「いや、ちょっとお前たちに対する配はい慮りよが足りなかったと思ってよ」

　額に手を当てながら、タクミがわざとらしく首を振る。

「口でいくら言おうが、現状のリヒテルトの戦力を知らなければ、馬鹿みたいに戦争だ決闘だと言い出すことくらい予想できたことだ。いやはや悪かった」

「何を言うかと思えば……亜あ人じんを戦力として迎え入れたところで、フォルテシアという柱を失ったリヒテルトに何の力が――」

　ケリンズが呆あきれながら肩かたを竦すくめた時、




　窓の外が黒い光に覆われた。




　天高く昇のぼる――黒こく炎えんの柱。

　その光は世界を塗ぬり潰すように……蒼そう空くうを黒に染め上げていく。

「なッ……あの黒炎は一体なんだ!?　あれもリヒテルトが行ったものか!?」

　ケリンズが窓を指さしながら叫ぶが、タクミは言葉を返さない。

　その黒炎を静かに見つめ続けている。

　そして――空間に亀き裂れつが生まれ、おぼろげな人ひと影かげが映し出だされる。

　その輪郭が形を帯びていき、やがて見知った人物が姿を現す。

『――聞こえているか、神王国家リヒテルトの者たちよ』

　感情のない無機質な声。

　冷れい酷こくな瞳と冷れい淡たんな面おも持もち。

　亀裂の合間に映し出された……エルヴィスの姿。

『貴様たちは女神の代行者に誑たぶらかされ……そして、愚おろかにも道を誤った』

　魔具によるものか、エルヴィスの声が王都全体に響ひびき渡わたる。

『私は女神が愛した世界を守るため、道を誤った貴様たちを粛しゆく清せいする。二時間後、この王都は黒き業ごう火かに包まれ、それはやがて国全体へと広がっていくだろう』

　空へと昇っていく黒炎が塊かたまりとなり、生物のように不気味に蠢うごめき始める。

『だが――もしも貴様たちの歩む道が正しいと言うのならば、それを英えい雄ゆうの丘おかで示せ。かつて英雄が世界の命運を懸かけ、未来を切り開いたように』

　その言葉は他の誰だれでもない、タクミたちに向けられた言葉。

　やがて……亀裂はゆっくりと幅を狭めていき、黒炎に混じるように消失していく。

「……まったく、ずいぶんな隠かくし玉だまを使ってきたもんだな」

　そう呟つぶやいてから、タクミはミルトに向き直る。

「おい、英雄の丘ってのはどこか聞いてくれ」

「え？　は、はいっ！　ええと……エルターン平原のことらしいです！　『無名の英雄』が最後の戦いに赴おもむいた場所なんだとかっ！」

　困こん惑わくするミルトがしどろもどろに答えたところで、タクミはゆっくりと頷く。

「とまぁ、そういうことらしい。話し合いは一いつ旦たん中断させてもらおうか」

「待てッ！　なぜフォルテシアの姿が映し出されたッ!?　奴は投とう獄ごくされたはずだろう!?」

「そんなもん抜ぬけ出したに決まってんだろ。とにかく、あんたたちは『ゲーム』の件を国に持ち帰る大事な客人だ。ちゃんと奴を止めて無事に帰すから安心しておけ」

　ひらひらと手を振りながら、タクミは会議室の外へと向かっていく。

　そして、振り返りながら告げる。

「それと……よく見ておけ。新しいリヒテルトの力ってやつを」

　自信に満ちた笑みを浮かべながら、タクミは会議室を後にする。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、ラクリアがおもむろに口を開く。

「リヒテルト女王、こちらの助力は必要でしょうか」

「あ、いえいえ。皆さんはお客様ですし、ここでのんびりくつろいでいただければと」

「くつろいでいろッ!?　この状況で座して待てと言うのかッ!?」

「これはなかなか……できれば、リヒテルト側による脅しだと思いたいものですなぁ」

「あー、死ぬ前に一度アルフェンをブン殴りたかったなぁ……」

　ケリンズたちが三者三様の反応を見せる中――ミルトがふにゃりと笑みを作る。

　気の抜けるような表情と共に、パンパンと手を叩く。

「まぁまぁ皆さん。エルヴィスの問題はこちらの落ち度ですし、今からその対処はバッチリしっかりと行ってきますから。それに……そこにいるヘリリアントのお姫ひめ様さまはすごく強い方ですから、少なくとも皆さんは何があっても生き残ることができますよ」

　ミルトの言葉を聞いて、初めてラクリアの表情に変化が生まれる。

　海色の瞳を大きく見開き、驚きよう愕がくと共に口を小さく開けた表情。

「……リヒテルト女王、今の言葉について質問させてください」

「あー、すみませんね。私も彼かれの下に向かわないといけませんから」

「向かう……？　まさか、女王自らが戦地に赴くのか？」

　ミルトは『蒼そう天てん剣けん』を手に取ってから、ケリンズの疑問に答える。

「ええ。リヒテルト女王は……国と国民の象しよう徴ちようとして、誰よりも前を歩く者です」

　長年の友のように、黒こく刃じんの大剣を肩に担かつぐ。




「その姿こそが――リヒテルトの女王です」




　自信に満ちた笑みと共に、『女王』はそう答えた。







四章　亡霊は望んでいた







　エルターン平原へと向かう道中。

　タクミは方々に向かって指示を飛ばしていた。

「エルスとルクスは憲兵隊をまとめて王都の人間に避ひ難なん指示を出しておけ。下層については『鈴すず蘭らん』の人間とうちの部隊の人間に任せろ」

　魔ま具ぐに向かってそう告げてから、亜人部隊の面々に新たな指示を飛ばす。

「カリン、レヴィンたちへの指示は終わったか」

「当然。レヴィンとクロリスの部隊はエルターン平原一帯の索さく敵てきと警けい戒かい。エイグルとメリノの部隊は黒炎の監かん視しと動きに備えて待機させてあるわ」

　そう言葉を返してから、カリンは空を見上げる。

　蒼空へと立ち昇る黒炎。

　その先にある炎えん塊かいは――既すでに変化を起こしていた。

　不気味に蠢きながら胎たい動どうする様子。

　最初こそ不定形ではあったが……それが、今では徐じよ々じよに形を作り始めている。

　まるで生物のように。

「うわー、あれは酷ひどいですねぇ……。ゴチャゴチャ混ざりすぎて嫌いやな感じです」

　クノンは愛用の黒剣をくるくると回しながら、炎塊を見て顔をしかめる。

「クノン、あの炎塊についての見解を言ってみろ」

「うーん……魔ま獣じゆうの怨おん霊りよう、みたいなものですかねー。魔獣は小型でも動物以上の知能を持ちますし、中型にもなれば知性や意思も持ちます。それらを無理やり統合して、膨ぼう大だいな魔力を肉体代わりにして現界をさせようとしている……みたいな感じでしょうか？」

「リーゼがフォルテシアで研究していた内容の中で、人体実験で生成した魔ま力りよく結けつ晶しようだけが消きえ失せてたけど……こんなことに使われるなんて浮かばれないわね」

　亜人や人間から魔力を抽出し、結けつ晶しよう化かさせた代物。

　魔力は本来不可視だが、一点に凝ぎよう縮しゆくし続けることで物質化することができる……というのが、リーゼの研究成果によるものだった。

　そしてエルヴィスは魔獣たちをシグルドに狩からせ、魔獣たちの怨おん念ねんを収集し、魔力結晶を使うことで存在を顕けん現げんさせようとしている。

「魔獣関連ってことは、たぶんシグルドもいるでしょうね」

「えぇーっ！　わたし、あのニンゲンの相手イヤなんですけどっ！」

「珍めずらしいじゃない。いつもだったら率そつ先せんして戦うってのに」

「だって、なんかわたしをスケベな目で見てた気がしますっ！」

「あんたにそんな目を向けるとか、ずいぶんと特とく殊しゆな性せい癖へきね……」

「どうせわたしはカリンと違って背も胸もちっちゃいですもーん」

「はいはい。終わったら肉料理でも奢おごってあげるからやる気を出しなさい」

　ぷりぷりと怒おこるクノンを見て、カリンは苦笑しながら頭を撫なでてやる。

「それよりタクミ、あんたの方は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ん？　俺がどうしたって？」

「準備の方よ。忘れ物したとか言ったら怒るわよ」

「安心しとけ。ちゃんと『念書』は持ってきてある」

　ぽん、とタクミは自身の胸を叩く。

　そこには――十枚の『念書』が収まっている。

　タクミが選定した者たちと交かわした証。

「それにお前の補助もあることだしな。俺もたまには前線に出てやらないと」

「初めての前線が今回の大おお舞ぶ台たいってのが心配なのよねぇ……」

「お前を信しん頼らいしてるからな。頼たよりにしてるぞ、おねーさん」

　愉しげに笑いながら、タクミはカリンの頭を軽く叩く。

　緊張感の欠片かけらもない、普ふ段だんと変わらない会話。

　しかし――歩みを進める度、その先にある重圧が高まっていく。

　その先に待つ炎塊だけではない。

　人が放つには異様と言うべき存在感。

　そして……タクミたちは平原にある丘へと辿たどり着ついた。

「――――来たか」

　冷たい言葉が発せられ、エルヴィスが振り返かえる。

　その姿は戦装束と呼ぶに相応ふさわしい。

　普段の貴族然とした様相と変わり、その全身には黒鋼の甲かつ冑ちゆうを身にまとっている。

　そんなエルヴィスの中に混じる、確固たる存在感。

　右みぎ腕うでに嵌はめられた、血染めのように紅あかい巨きよ大だいな篭こ手て。

　左手に握る翠すい玉ぎよく色の斧ふ槍そう。

「お、狼おおかみちゃんがいるじゃねぇか！　へいへいオレだぜーっ!!」

　エルヴィスの背後に控ひかえていたシグルドが、巨大な盾たて剣けんをブンブンと振り回まわす。

　騒さわぐシグルドを一いち瞥べつしてから、エルヴィスはタクミたちに向き直る。

「……一人と二匹ひきか。ずいぶんと少ない」

「大軍で押し寄よせるってのはお前の好みじゃないだろ？　それに、わざわざ呼びつけて過去の再現を行うって言うなら、一いつ騎き打うちってのがお前の理想だと配慮してな」

　軽口を叩くタクミに対し、エルヴィスは無言を返す。

　黙もくする父に代わるように、シグルドが一歩前へと出る。

「因いん縁ねんはあるだろうが、語るのはそこまでにしてくれや。オレはさっさと暴れたいんだよ」

　盾剣を肩に担ぎ、シグルドは口端を割いて笑う。

「状況は明白。オレたちを止めりゃ何もかも無事に済む。お前らが負けたら――リヒテルトとこの大陸は仲良く破は滅めつってところだ。単純でわかりやすいだろ」

「単純すぎてつまらないくらいだ。できればもうちょい捻ひねって欲しかったよ」

　タクミの言葉を聞いて、僅かにシグルドが眉まゆを動かす。

「……なーるほど、イケ好かないって点では親おや父じ殿どのに同意だな。だがまぁ、ただの人間なんて簡単にブッ殺せてつまらねぇし、オレは狼ちゃんの相手をすっかな」

「好きにしろ。お前は私の邪じや魔まさえしなければいい。たとえ敗北して死のうとな」

「相変わらず冷てぇなぁッ！　息子むすこに頑張れくらい言ってもいいだろうよッ!?」

　大げさな反応を見せてから……シグルドはゆっくりと距離を取り始める。

　クノンに対して、獲え物ものを定めるように視線を向ける。

　その最中、タクミはクノンに向かって告げる。

「そういうことだ。相手をしてやれ、クノン」

「はぁーい……気は乗りませんが、ご主人さまのご命令ですから」

　くるくると黒剣を遊ばせながら、クノンは笑う。

「相手は英雄種、ただの人間より優れているってのは嬉うれしいことですね」

　シグルドから向けられる視線と対たい峙じしながら、クノンも歩みを進める。

「人間を殺すのは簡単でつまらないですが――強い人間を半殺しにするなら楽しめます」

　くるくると、愉しげに狂くるった笑えみを浮うかべている。

　両者がゆっくりと離はなれていく中、タクミは改めてエルヴィスに向き直る。

「ま、狂きよう犬けん同士は互いに遊ばせておくか。俺おれたちはどうするよ？」

「無論だ。貴様とて……何の覚かく悟ごも準備もなく、この場に臨んではおるまい」

　殺気と戦意をまといながら、エルヴィスが戦せん槍そうを振り回す。

　中老とは思えない、どこまでも自然で洗練された動き。

　幾いく星せい霜そうの時が経たとうと、衰おとろえることを知らない手しゆ腕わんと経験。

「今までの『転生者』たちは、己おのれのことしか考えない弱者たちだった」

　永遠の生の中で、エルヴィスは多くの『転生者』たちを屠ほふってきた。

　どれだけ異質な力を持とうと、あらゆる方法で命を奪ってきた。

　時には――自らが対峙し、圧倒的な力によって捻り潰つぶしてきた。

「お前が他の者たちと違ちがうと言うのなら――証明して見せろ」

　世界を守るために、世界に狂わされた男は問う。

「英雄と女神の作った世界を変えるのならば、その覚悟と意志を示してみろ」

　感情を捨てた瞳を向け、タクミという人間を見定めようとする。

　しかし、タクミは軽く肩を竦める。

「わかったよ。そんなことをしても女神は喜ばない、今からでも遅おそくないとか言って説得するつもりもない。だが……その前に一つ聞かせてくれ」

　エルヴィス――狂ってしまった信念と覚悟を持つ男に対して問いかける。

「あんたの本当の名前を教えてくれ。いつまでも亡霊って言うのは味気ないし、そんな恰かつ好こうを取るってことは、元は騎き士しか何かだったんだろ？」

「……そうだ。私は騎士として、そして王として、数多あまたの人間を統すべていた」

　永遠の生と共に捨てた名。

　二度と名乗ることは無いと思っていた名。

　忘れかけていた自身の名を――男はタクミに向かって名乗る。




「我が名は――エドガルド。騎士として貴公との決闘に臨む」




　人間を辞やめた男は高らかに自身の名を宣言する。

　その騎士としての姿に、タクミは敬意を込めて頷く。

　そして――エルヴィスではなく、『エドガルド』に向かって対峙する。

「そんじゃ……俺も改めて名乗るのが礼れい儀ぎってところだな」

　転生を経へて、新たな生を受けながらも捨てなかった名。

「俺はタクミ……天あま音ねという姓せいを持つ人間に『未来を拓ひらく』希望として名付けられ、全すべてを計算と数字で測りながら天てん秤びんに掛かけ、その全ては何一つ失敗することは無かった」

　後こう悔かいしなかった後悔と、失敗しなかった失敗を忘れないための名。

　人を人として見ることなく、全てを数字として見てきた存在の名。

「だから――俺は『人間』として、お前との決闘に臨んでやる」

　人としての生を受けた男は、失敗と後悔を繰くり返さないために立つ。

　正反対の道を歩み続け、その先で交わった二人は対峙する。




　そして――交差した点の上で、二人は互いに踏ふみ出した。







◇




　離れた位置で、クノンとシグルドは対峙していた。

　互いにゆっくりと歩きながら、距離を測っていく。

「まさか、こんなに早く狼ちゃんと戦えるとはな」

「あーそうですか。わたしは戦いたくありませんでしたよ」

「なんだよ、狼ちゃんまで冷てぇなぁ……泣けてくるぜ」

　愉しげに笑うシグルドとは対照的に、クノンはつまらなそうに半眼めで睨にらみつける。

　その間、クノンは瞬まばたきを止めてシグルドから目を離さない。

　クノンは決してシグルドを侮っていない。

　レナント村での魔ま獣じゆう討とう伐ばつ戦せんで、シグルドは大きな戦果を挙げてはいない。

　それどころか、魔獣を取とり逃にがして原因を作った身でもある。

　それでも……クノンは決して侮らない。

　わざと魔獣を逃がして神しん獣じゆうを誘おびき出し、その後の討伐戦で誰よりも早く中型魔獣たちを狩り殺していた英雄種の人間を侮らない。

　静かに、シグルドの動きを注視している。

　そんなクノンの行動を読んでか、シグルドが笑みを濃くする。

「ぶっちゃけ親父殿の目的はどうでもいいが――やるなら全力じゃねぇとなァッ!!」

　クノンから距きよ離りを取ったまま、シグルドは盾剣を振りかぶる。

　明らかに剣のリーチでは届かない距離。

　しかし、クノンは何かを感じ取ったかのように大きく横へ跳とび――




　直後、不可視の塊が地面を抉えぐりながら通り過ぎた。




　不可視の物体が生んだ風圧を利用し、クノンは地面を転がり体勢を整える。

「へぇ……やっぱいい勘かんしてるじゃねぇか」

「あいにくと、一度斬撃を飛ばす輩と対戦したことがありますから」

　そう答えながらも、クノンはその正体は別物だと確信していた。

　斬撃という割に、抉られた地面には鋭えい利りさが欠けている。

　そして抉ったというには、あまりにも跡あとが丸く、整いすぎている。

　まるで――空間を捻ねじ曲まげたような跡。

　魔ま法ほうと似ながらも、明らかに常じよう軌きを逸いつした力。

「……その剣も『神器』でしたか」

　容易に見破られたというのに、シグルドは動どう揺よう一つ浮かべない。

「何も不思議じゃねぇさ。過去の英雄たちの中でも最も気き性しようが荒あらく、眼前の敵を一人残らず屠った鬼き神じん姫きサリサの愛剣……フォルテシアにとっちゃ家宝でもあるけどよ」

「つまり……フォルテシアは英雄の子孫ということですか」

「あの親父殿が言っていたことだし、たぶん本当だと思うぜ？　それに英雄種なんて言われている奴やつは、少なからず旧時代の英雄たちの血を引いているもんだ」

　巨大な盾剣を軽々と振り回し、シグルドはその表情を消す。

「英雄とは言われているが、結局のところは世界の枠わく組ぐみを外れ、一線を超えちまった化け物たちだ。だからこそ――オレたちも少しだけ世界の外側に足を踏み入れてんだよ」

　珍しく、シグルドがつまらなそうに言葉を吐はき捨すてる。

　その様子を見て、クノンも鼻を鳴らした。

「ふんっ……英雄の血けつ縁えん者しやなら、世界滅めつ亡ぼうとかさせないで欲ほしいもんです」

「さっきも言ったじゃねぇか。オレにとっちゃ親父殿の目的はどうでもいいし、世界がどうなろうとどうでもいい。オレはただ――オレより強ぇ奴と戦いたいだけだッ!!」

　再び盾剣を振りかぶるシグルドを見て、クノンは警戒を向ける。

　先ほどの一いち撃げきは、少なくとも盾剣の延長線上に起こっていた。

　剣の動きに注意すれば避よけることは難しくない。

　そう考えて跳ちよう躍やくしようとした時――クノンの両りよう脚あしが動きを止めた。

「――――ッ!?」

　己の意思に反して、鉛なまりのように重い脚。

　どれだけ動かそうと命令を出そうと、地面と同化したように張り付いている。

「これで終わりなら――てめぇは弱者だぜ？」

　口端を吊り上あげ、シグルドは勢いと共に剣を振り下おろす。

　剣閃に合わせて空間が歪ゆがみ、轟ごう音おんを響かせながら地を奔はしる。

　眼前に迫せまり来る歪わい曲きよくする空間。

「ま、ったく……っ！　面倒なことをしますねッ!!」

　その直ちよく撃げきを受ける寸前――クノンはぎこちない動作と共に跳んだ。

　無様に地面を転がりながらも、なんとかクノンは直撃を避ける。

「いいねぇ！　カラクリに気づく機転もあるじゃねぇか！」

　愉しげに手を叩たたきながら、シグルドは地に這はうクノンを見下ろす。

　シグルドを睨みながら、クノンは不自然な動きで立ち上がる。

「……なるほど。身体の感覚を逆にされるのは初めてですね」

　顔の泥どろを拭ぬぐうフリをして、クノンは身体の調子を確かめる。

　力を入れようと意識した途と端たん……その腕うでが脱だつ力りよくして重く垂れる。

「勘かん違ちがいしてるみてぇだが、この剣が神器ってわけじゃねぇんだよ」

　異様な形状の大剣。

　肉厚で巨大な刃、鍔つばに取り付けられた盾たて、盾の表面に埋うめ込まれた宝ほう珠じゆ、峰みねに刻まれた櫛くし状の凹おう凸とつ、柄つか頭がしらの鋭利な棘とげ、握にぎり手てに巻かれた布――

「この剣を含ふくめた――全ての部分が別々の『神器』ってやつなんだよ」

　複数の神器によって組まれた大剣。

　過去の英雄が『あらゆる存在を屠るため』に組み上げた神器。

「さすがに年代物だから昔のまんまとはいかねぇけどな。フォルテシアの宝物庫にあった神器を使って、色々と中身をイジった結果だ」

「それは、ご丁てい寧ねいな解説をありがとうございます……っ」

　身体に上手うまく力を伝えることができず、クノンがふらふらと身体を揺ゆらす。

「だけど……神器には代だい償しようがあるはずです」

　神器は人じん智ちを超こえた力と引ひき換かえに、相応の代償を払はらわねばならない。

　クノンが持つ『月げつ蝕しよくの応剣』についても、使用者の望みに応じて全てを『断たつ』力を与あたえる代わりに、耐たえ難がたいほどの激痛が全身に走るという代償を持つ。

　仮にシグルドが複数の神器を使っているのなら、同じ数だけ代償を受けることになる。

　だというのに、シグルドにはその様子が一いつ切さい見られない。

　そんなクノンの疑問に対して、シグルドは隠すことなく答える。

「簡単じゃねぇか。それがオレの英雄種としての能力ってことだ」

　笑いながら、人間の領域から外れた存在は答える。

「オレは使っている神器の代償を踏み倒たおして……どんな神器だろうと使いこなせる。同時にどれだけ使おうが関係ねぇってな。どうだスゲーだろ？」

　複数……それも二、三の神器ではなく、十以上の神器を同時に使う。

　それはもはや人と呼べる存在ではない。

　シグルド自身が称しようしたように、化け物と言っても過言ではない。

　まともな存在が相手にできるものではない。

「これは……タクミとの約束は、守れそうにありませんね」

　クノンは構えこそ維い持じしているが、身体の震ふるえと揺れが収まる様子はない。

　その様子を眺ながめながら、シグルドは再び盾剣を振りかざす。

「さぁて、狼ちゃんはあと何個の神器に耐えられる？」

　凶きよう悪あくな笑みと共に、その盾剣を振り下ろした時――




　シグルドの目の前に、金色と黒の剣閃が生まれた。




　その一いつ閃せんをシグルドが寸前で回かい避ひした直後、甲かん高だかい破は砕さい音が起こる。

「まず――一つ目です」

　シグルドの近くで、クノンの静かな声が響く。

『月蝕の応剣』を用いた、相手との距離を『断つ』瞬間移動。

　そしてシグルドの反応よりも速く、クノンは既に距離を取っている。

　その動きを見て、シグルドは表情から笑みを消す。

「……すげぇな。『天逆珠』の中でよく動けたもんだ」

「よく動けた？　まさかあれで動きを封ふうじたつもりだったんですか？」

　身体の自由を取り戻もどしたクノンが、黒剣を玩もてあそびながら笑う。

「結局のところ、その神器は『身体の感覚を逆にして狂わせる』だけです。だったら……その狂った感覚通りに身体を動かせばいいだけですからね」

　クノンが身体を揺らしていたのは、身体の自由が利きかなかったわけではない。

　揺らしながら身体を動かし、狂った感覚を自身に覚えこませていた。

　身体を震わせ、正反対になった力の入れ方を把は握あくしていた。

　そして、クノンはぐぐーっと身体を伸のばす。

「神器の扱あつかい方かたも悪くないですねー。最初の一撃と振り上げる動作を相手に見せて、他の神器に必要な動作を悟さとらせない……まぁ、わたしにはバレバレなので無意味ですけど」

　笑いながら語るクノンとは対照的に、シグルドの表情は硬かたい。

　盾に取り付けていた『天逆珠』という神器。

『宝珠に映っている対象の感覚を逆転させる』という能力を持ち、常に相手へ宝珠を向け続けなくては相手の動きを封じることができない。

　そのため、シグルドは動作の一部に組み込むことで「どの神器が能力を発動しているか」を悟らせないようにしていた。

　だというのに、クノンは神器だけでなく意図すらも見み抜ぬいた。

「そんな小手先の技術じゃ――化け物なんて到とう底てい呼べませんよ？」

　くるくると玩んでいた黒剣をピタリと止めた瞬間、キンと甲高い音が生まれた。

　しかし、両者の間に変化は見られない。

　シグルドが発動させようとしたはずの神器は……沈ちん黙もくしたまま動かない。

「……おいおい。一体どんなカラクリだ？」

「さぁて、二流の自じ称しよう化け物じゃ理解は難しいかもですねー」

　小こ馬ば鹿かにするように、クノンがくすくすと笑みを漏もらす。

　そして……黒剣の一本を腰こしに差す。

「ですが……本物の化け物っていうのは、そういう理解の外にいるんですよ」

　伏ふせるように姿勢を屈かがめ、両手で地面を掴つかむ。

　亜人ではない、獣けもの然ぜんとした姿。

　クノンは四よつ脚あしのまま力強く地を踏みしめる。

「あなたは自分を化け物だと言いましたが……わたしからすれば少し特殊なニンゲンです。神器の力を自分の力と勘違いした、人間にも化け物にもなれない哀あわれな存在です」
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　そう告げてから、クノンは黒剣の柄を咥くわえる。

　獣が持つ牙きばのように黒剣を光らせる。




「だから――本物の化け物として、哀れなあなたを殺し尽つくしましょう」




　静かに、目の前にいるシグルドに告げる。

　化け物じみた……獰どう猛もうな笑みを浮かべながら。
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　クノンたちの姿が見えなくなった頃ころ。

　タクミたちは目の前の男と静かに睨み合あっていた。

　騎士として名乗り、対峙する旧時代の亡霊……エドガルド。

　その所作には寸分の隙すきすら見当たらない。

　発せられる重圧は今までの比ではない。

　確固たる信念と覚悟が、その全身から感じ取ることができる。

「……どうした。いつものように、私を止めるというのもハッタリだったか」

　冷厳な口調と共に、エドガルドが挑発を投げ掛けてくる。

　それでも、タクミは動かない。

「そんなにやる気なら仕掛けてくればいいさ。俺の力がハッタリなら、お前は一瞬で仕留めることができる。牢ろう獄ごくを抜け出すときに使った力でな」

「……ほう。そうして、あの時のように魔法を逆手に取るつもりか」

　異い端たん審しん問もんでタクミが行った、女め神がみの定めた魔法すら書かき換えた術。

　一度それを行った以上、タクミがそれに近い方法を用意していないとは限らない。

「だが――それは貴様にとって、魔法が『既き知ち』の存在であるからだ」

　既知の事柄について、タクミはあらゆる対策を講じている。

　法則式も、魔法も……正しく理解していたからこそ対抗することができていた。

　しかし――『未知』であるならば、その限りではない。

「貴様に……魔法の原初を見せてやろう」

　静かな言葉と共に、エドガルドは翠玉の斧槍を地面に突つき立たてた瞬しゆん間かん――斧槍を中心として純白の煙が立ち昇った。

　それは徐々に広がり……瞬く間に周囲へ靄を掛けていく。

「こいつは……ただの目くらましってわけじゃなさそうか」

『ええ。魔ま力りよくで作られた霧ってのは確かでしょうけど』

　耳元の魔具からカリンの声が響く。

　しかし、これは魔法ではないと断言できる。

　魔法とは、魔力を魔ま術じゆつ式に通し、法則式によって具現化することで発動する。

　異端審問の際に魔術式を破は壊かいした以上、魔法を使うことはできない。

　つまり、この現象は――

「――魔法ではない、ということだ」

　すぐ間近で、氷刃のような声こわ音ねが響く。

『――しゃがみなさいッ!!』

　カリンの指示でタクミが勢いよく頭を下げた瞬間、頭上で空を切る音が通り過ぎる。

　眼前に現れたエドガルドの姿を確かく認にんし、タクミは軽く跳躍して距離を取る。

「おー、危ねぇ。実戦ってのは本当にヒヤヒヤするな」

『ノンキなこと言ってんじゃないわよっ！　下手したら首転がってるわよ!?』

「わかってるって。お前の指示は絶対に守るから安心しとけ」

　カリンの緊迫した声を聞きながら、タクミは軽い口調で応答する。

　そして不意の一撃を避けられながらも、エドガルドは表情一つ変えない。

「……なるほど。回避はできるということか」

「そうじゃないと、俺が前線に出るって言った時に止められてるよ」

「だろうな。回避の判断と実行はともかく、実戦に慣れた者の動きとは程遠い」

　タクミは何も能力を持たない。

　突出した身体能力も無ければ、本来持つべき魔力すらも持たない。

　だからこそ、カリンの読心によって相手の動きを読み、それをタクミが忠実に実行することを条件に前線へ出ることを許された。

　無理を通してでも、自らが対峙するべきだとタクミは考えた。

「ならば――回避できない攻撃を、貴様はどう対処する？」

　ヒュ、と斧槍が風を切り、周囲に漂う白霧を斬きり飛ばし――




　漂ただよっていた霧が、一瞬にして凍りついた。




　氷結した霧が視界をさらに白く染め上げただけでなく……濡れていたタクミの身体とその足元を凍てつかせていく。

「ッ……おいおい、これが魔法じゃないってか」

　目の前で起こっていることは、明らかに人が為せる現象ではない。

　無から霧を生み、それらを凍らせるほどの冷気。

「お前は確かに『エルヴィス』の魔術式を破壊した。この身体では二度と魔法を使うことはできない。だが……私には魔力だけ残されていればいい」

　冷気を纏う風を操り、道を作りながら歩み寄ってくる。

「フォルテシアの『勇剛』は相手から魔力を奪い取り、蓄えた魔力を使うことで相手の魔法を完全に複製する。そうして積み上げた魔力と魔法によって――最強の座に就ついた」

　相手と対峙し、戦った数だけ魔力と魔法が蓄積されていく。

　いかなる相手だろうと、複数の魔法を同時に展開して捻じ伏せることができる。

　ただの一度も敗北はなく、勝利する度に高みへと昇のぼっていく絶対強者。

「お前は魔法と同等だと考えたようだが、この力は魔法と比べて欠けつ陥かんだらけだ。武器を通して魔力を放出して錬成する……一部の才を持つ者しか使えない」

　パキリ、とエドガルドが氷を踏み砕くだきながら歩いてくる。




「それが魔法の基もととなった術――『魔術』と過去に呼ばれていたものだ」




　斧槍の後を追うように、氷雪を纏う軌き跡せきが生まれる。

　この世界でただ一人、エドガルドだけが覚えている旧時代の術。

「英えい雄ゆうは魔術と法則術という旧時代の技術から、『魔法』という新たな術を作り上げた。誰だれにでも扱あつかえるように、自分たちが救った世界で誰も苦労しないように……とな」

　エドガルドは静かに語りながら、身動きのできないタクミを見下ろす。

「私自身……二度と魔術を使うことはないと思っていた。奴が魔法を完成させた世界では、魔術という存在は不要で切り捨てるべき術だったからだ」

　タクミを見下ろし、その瞳ひとみの奥おくに感情を湛たたえている。

　幾星霜の年月を経て、心の奥おく底そこに封じ込めていた感情。

「貴様たちが余計なことをしなければ、この世界は変わらなかった」

　その言葉はタクミだけに向けたものではない。

　今までに現れた、転生者という他世界の人間。

「獣人以外の亜あ人じんを生み出すことで、新たな格差と戦を生んだ。忌き避ひすべき存在である神器を模して魔具を作り、戦で多くの犠ぎ牲せい者しやを出した。他世界の技術や文化を持ち込み、旧時代から連綿と受うけ継つがれていた歴史や伝統は塗り潰された。そして……英雄や魔法という存在の意義を伝える者たちはリヒテルトにしか残らなかった……ッ!!」

　変わりゆく世界を、ずっと眺め続けてきた。

　英雄たちが命を賭して残した物たちが消えていくのを眺めてきた。

　だからこそ、エドガルドは同じことを行ってきた。

　転生者たちが持ち込んだ知識や文化、それらを徐々に排はい斥せきしていった。

「そして……貴様がいなければ、このまま世界はゆっくりと粛しゆく清せいされていった。不純物を取り除き、元の英雄と女神の愛した世界に戻るはずだった」

　殺意を瞳に宿し、エドガルドは斧槍の刃は先さきをタクミに向ける。

「だが……貴様の行動によって、この世界は分水嶺を越えた。世界を元に戻すには……一度、この世界を滅ぼして新たに作り直すしかない」

　世界を元に戻すために、仲間が救った世界を自らの手で滅ぼす。

　自らが永遠の生を得てまで守り抜ぬいてきたものを破壊する。

　それはエドガルドにとって、苦渋の決断だった。

　しかし、タクミは身動きの取れない状態でエドガルドを睨み返す。

「ったく……本当にお前は、昔の俺とよく似た考えをしていやがる」

「…………なんだと？」

　眉をひそめたエドガルドを他所に、タクミは言葉を続ける。

「何かを変えるには、別の何かを犠ぎ牲せいにしなければならない。物事を変えるために犠牲はつきもので、そのために不要な少数を切り捨てる……それは正しい選せん択たくだ」

　タクミ自身もそう考えていた。

　正しい選択だからこそ、それが最善であると判断していた。

「だが……正しい選択が、本当に正しいとは限らない」

　凍りついた身体を動かし、バキバキと氷の砕ける音を響ひびかせる。

「正しいことが本当に正しいか、それを決めるのは俺やお前じゃない」

　億を超える人間たちを眺め、正しい選択による末路を眺めてきた。

　その世界の末路は、決して正しいものとはいえなかった。




「正しいかどうかなんて――神にだって決められるものじゃない」




　笑みを崩くずすことなく、タクミは言い放つ。

　その言葉を聞き届けてから、エドガルドは斧槍を高く振ふり上げた。

「ならば――私がそれを決める者となるだけだ」

　ささやくような言葉と共に、翠玉の一閃が瞬き――




　二人の視界が紅一色に染まった。




　氷霧を吹き飛ばすほどの熱波。

　突とつ然ぜん生まれた熱源に顔を覆おおいながら、エドガルドは大きく飛び退いて距離を取る。

　そして――眼前の光景に思わず目を見開いた。

　タクミの周囲を漂うように浮かぶ……炎ほのおの帯おび紐ひも。

　まるで意思を持つように、その周囲を蛇のごとく蛇行している。

　それはエドガルドにとって、ある意味で見慣れたものだった。

　英雄が後の世界と人々のためを想おもい、作り上げた術――

「――どうした、『魔法』なんてお前には見慣れたものだろ？」

　炎帯に守られる中、タクミは変わらず笑みを浮かべている。

　魔力を持たない人間が……魔法を行使している姿。

「なぜ……貴様が魔法を使うことができる」

「おっと、実は使えるのを隠かくしてました……なんてオチじゃないぜ？　俺は正真正銘、魔力が無い状態で転生してきた人間だからな」

　タクミは『前世と全く同じ状態で転生させろ』と最初に告げている。

　だからこそ魔力を持たず、卓たく越えつした身体能力も持ち合わせていない。

　魔力がない以上、魔法を使うことはできない。




「つまり――魔力があれば、魔法は使えるってことだ」




　そう告げながら、タクミは懐ふところから一枚の紙を取り出す。

　ミルト・リヒテルトと署名され、血判の押おされた『念書』。

「この『念書』は普段使いしている物に対して、さらに法則式を突っ込んだ特注品だ。この『念書』に署名と血判を押した人間の全てを――俺は自由に扱うことができる」

　ミルトが持つ『天源』の魔法。

　それは――異なる魔力すら、自己の魔力に変換できる。

　本来、魔力を他者に注ぎ込んだとしても、それらが正しく作用することはない。

　魔力を持たないタクミに魔力を注いだとしても、他者の魔力では魔法を使えない。

　だからこそ、ミルトが持つ『天源』は必要不可欠だった。

　周囲の魔力を取り込み、『自分の魔力に変換する』という力が必要だった。

　その言葉を聞いた直後――エドガルドは行動に移っていた。

「付つけ焼やき刃ばの魔法が――今さら何の役に立つッ!!」

　翠玉の斧槍を地面に突き刺さした瞬間、地面が音を立てながら隆起する。

　瓦礫によって生み出された無数の石いし槍やり。

　それらが一斉にタクミの下へと飛来する。

　迫り来る石槍の群れを、タクミは真まっ直すぐと見み据すえ――

「付け焼刃とは、ずいぶんな言い方をするじゃないか」

　タクミが手を合わせた直後――バヂィッと蒼あお白じろい稲妻が迸る。

　魔ま獣じゆう討とう伐ばつの際、竜りゆう人じんレヴィンが使った電気。

　その電光は本人が放っていた以上に眩く大きい。

「あいつらに力の使い方を教えたのは――俺なんだからよッ!!」

　勢い任せに腕を振るうと、飛来した石槍たちがタクミを避けて地面に突き刺さる。

　土煙が立ち昇る中、エドガルドは攻勢の手を緩めない。

　既すでに斧ふ槍そうを構え、次の魔術に取り掛かっている。

「ならば――圧し潰されろッ!!」

　先ほど突き刺した地面の穴に、寸分違わず斧槍の刃を突き入れる。

　そして――穴から湧き出でるように、水柱が天高く舞った。

　立ち昇った水柱は崩れることなく、棍棒のように形を維持し続けていたが……やがて、水の棍棒はタクミという標的に向かって雪崩落ちていく。

　しかしタクミはその場から動かない。

　そのまま宙から降ふり注ぐ水流に向けて軽く腕を振り――その軌道を大きく曲げる。

　水流が反射するように方向転てん換かんし、エドガルドの遥はるか後方で木々をなぎ倒していく。

　水すい棲せい人ラングが持つ……水流操作の力。

「ま、本当なら水流の飛沫に紛れるつもりだったんだろうが――」

　そう口にしながら、タクミは振り返かえることなく右手で虚こ空くうを掴む。

　掴んだ右手に握られた――翠すい玉ぎよくの斧槍。

　そして背後には、驚きよう愕がくによって表情を歪めるエドガルドの姿。

「――馬ば鹿か力で殴なぐるから、歯ぁ食いしばっておけよッ!!」

　振り向き様に、左ひだり拳こぶしをエドガルドの胴に叩き込んだ。

　甲かつ冑ちゆうが殴打されて凹む音と共に、エドガルドの身体が人形のように地面を転がっていく。

　鳥人エイグルの身体強化。

　獣人クロリスの危険予知。

　カリンの読心による行動予知。

「おー、まったく痛くないな。あのバカ鳥が頑丈なのも納なつ得とくだ」

　殴りつけた拳を軽く開閉してみるが、反動で怪け我がを負った様子もない。

　本来、魔力の乏とぼしい亜人たちでは魔法や能力の効果は見込めない。

　しかし、『天源』による潤沢な魔力があれば――本来の能力すら凌りよう駕ができる。

「さてと……たしかフォルテシアの『勇剛』は倒した相手の魔法が使えるんだったな」

　周囲に光球を浮かべながら、タクミは光の中に手を突っ込む。

　そこから引っ張り出された……紐綴じの巻物。

　今までタクミが奴ど隷れい契けい約やくに使ってきた『念書』の数々。

　それらには全て、奴隷たちの魔力の一部が込められている。




「これだけあれば――お前の魔術も全部相殺できるだろうさ」




　誰が相手だろうと崩れない笑えみ。

　まさしく『不敵』と呼ぶに相応ふさわしい、自信に満ちた笑み。

　その意味を理解しながらも、エドガルドは動けない。

　甲冑越しに食らった重い一撃によって、その表情は苦痛に歪んでいる。

　倒れ伏すエドガルドに向かって、タクミは一歩踏み出す。

「お前は本当に俺おれとよく似てるな……エドガルド」

　過去の自分を思い返しながら、タクミは一歩ずつ歩みを進めていく。

「思考は同じ、他者から力を得るってところまで似てやがる。この世界に来る前なら、お前の考えに賛同することもあっただろうよ」

　しかし、タクミは死の間際に後悔と間違いに気づいた。

　だからこそ、この世界では誰かを犠牲にすることを望まなかった。

　力、人命、結果……何一つ犠牲を出すことなく得るように動いてきた。

　どれだけ困難だろうと、回り道になろうと、自分が正しいと思える選択をしてきた。

「本当は……お前も自分のやり方が間ま違ちがっていることに気づいてるんだろ？」

　エドガルドを見下ろしながら、静かに問いかける。

「どれだけ不要で切り捨てるべきでも、譲れない大事な物ってもんがある。だからお前は魔術を覚えていたし、英雄たちの想いを汚よごさないために、その槍と篭こ手ての神器も使わずにいた。そして……英雄たちの作った世界を維持することに固執し続けたんだろ？」

　その言葉によって、エドガルドの瞳に力が宿る。

「知った風な口を、利くな……ッ!!」

　表情を歪めながらも、エドガルドは斧槍を手に立ち上がる。

「英雄たちが『平和な世界』を作るために……どれだけの犠牲があったと思っているッ！　英雄たちと女神だけではない、多くの犠牲によって……真なる平和を掴んだのだッ!!」

　しかし、その世界は長い時を経て変わってしまった。

　そして変化によって均衡は崩れ、新たな戦いくさが生まれた。

　英雄たちが望んだ平和から離はなれていった。

「平和の礎いしずえとなった者たちのため……私は、何があろうと守らねばならないッ！」

　折れることのない決意と覚かく悟ごによって、エドガルドは立ち上がる。

　何度でも、何度でも、永遠に――




「――もういいんですよ、エドガルドさん」




　不意に聞こえてきた声を聞いて、思わずエドガルドは振り返る。

　そこには――黒の大たい剣けんを手にした少女がいた。

　煌めく金色の髪かみをなびかせ、蒼そう空くう色の瞳を湛える少女。

　その姿を見て――エドガルドは思わずその名を口にする。

「フィ、リア……？」

「ええ。と言っても……この娘この身体を借りた形ですけどね」

　見た目はミルトそのものだが、纏っている雰ふん囲い気きは別人だった。

「いやー、あなたから法則式の描えがかれた紙を渡された時は『こんなん絶対無理でしょー』とか思ってましたけど、こんなにしっくり同調できるとは予想外でしたねー」

「むしろ血縁者だって言うなら自力で憑依しろよ」

「無理ですぅー！　私は女神ですしっ！　憑依とか幽霊みたいなことできませーん！」

　ぷりぷりと怒おこりながら、フィリアが大剣をブンブンと振り回まわす。

　そして……改めて、フィリアはかつての旧友に向き直る。

「ずいぶんと、永く生きたみたいですね。エドガルドさん」

「……ああ。過ごした年月を忘れるほど、な」

「その間……ずっと、私たちのことを覚えてくれたんですね」

　微笑ほほえみを湛えてから、フィリアは静かに首を振る。

「だけど……もういいんですよ。確かに私たちは世界を変えるために多くの犠牲を出しましたが、それをあなたが全部背負う必要なんてないんです」

　精神をすり減らし続けた旧友を見て、フィリアは悲しげに目を伏せる。

「私たちは確かに『平和な世界』を目指して世界を変えました。『平和のために誰かが犠牲になる世界』を変えたかったから、私や英雄たち……そして、あなたのお孫さんは命を賭して世界を変えようと決めたんですよ」

　女神の望んでいた想いに、エドガルドは静かに耳を傾け続ける。

「変わっちゃってもいいじゃないですか。それがこの世界に住む人々の選択で、それがどんな結末を迎えたとしても……それは私たちが捻じ曲げていいものじゃありません。世界を変えようとした私たちだからこそ、その選択を否定しちゃダメです」

　陽ひだまりのような笑え顔がおと共にフィリアは想いを告げる。




「私は――みんなで自由に作っていく世界がいいなって思うんですよね」




　照れくさそうに笑うフィリアを見て……エドガルドは力なく顔を伏せる。

「…………そうか」

　顔を伏せたまま、静かな呟つぶやきを漏らす。
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「そうだな……お前たちは、そういう者たちだったな」

　力なくうなだれながらも、その口元は小さく笑みを作っていた。

　そんなエドガルドの様子を見て、フィリアも大きく頷うなずく。

　二人の様子を見守っていた時……遠くから歩いてくる人ひと影かげが見える。

　傷だらけで歩いてくるクノンの姿。

「あぁー……めっちゃ疲れましたぁ……」

　ずるずるとシグルドを引きずりながら、クノンが疲労感たっぷりの声を出す。

「よう、そっちも終わったみたいだな」

「やっと終わりましたよぉー……まったく、まさか三十個近く神器を持ってるとか思いませんでしたよ。わたしが久々に本気出すはめになったんですから」

「本気を出したってことは……シグルドを殺したのか？」

「いえいえ、神器の対処に必死で殺す余裕が無かったんですよねぇ……。結果的にタクミとの約束は守れたんでオッケーですけど」

　ぷんぷんと怒りながら、引きずってきたシグルドを放ほうり投なげる。衝撃でうめき声を上げたところを見ると、ちゃんと息はあるらしい。

　そして、クノンは力なくうなだれるエドガルドに視線を向ける。

「その様子を見る限り、タクミの方も終わったみたいですけど……ということは、今の首領さんは女神さんってことなんですか？」

「はーい、女神フィリアですよーっ！　そこの不良転生者の監かん視しをしながら、クノンちゃんのこともちゃんと見てましたからねっ！　もっふもふ！　クノンちゃんもっふもふっ！」

「…………これ本当に女神なんですか？」

「残念ながら本物の女神フィリアだ。本当に残念ながら」

「二回言うほど強調します!?　というか現界するためにめっちゃ苦労したんですからね!?　上司に死ぬほど頭下げて許可もらってきた私を労ってくれません!?」

　喚き出すフィリアを見て、クノンが余計に疑念の眼まな差ざしを向ける。

「ま、これで状じよう況きよう終しゆう了りようってとこだ。カリンもこっちに来るように指示を出したし……あとはそこで寝ねてるシグルドを起こして、空にあるデカブツを処理すればいいだろ」

　いまだ空を覆い続けている黒炎。

　既にその形は歪な生物を模りつつあり、不気味に蠢うごめき続けている。

　シグルドが狩かり続けた魔ま獣じゆうたちの怨おん霊りようを元にしているためか、その黒炎は消えることなく残り続けている。

　行使者がシグルドである以上、黒炎を解体するには本人を使うしかない。

　その時……先の衝撃で目が覚めたのか、シグルドがうめき声を上げる。

「くッ、そが……なんで、オレの神器が……ッ!!」

「あーはいはい。あなたの神器はわたしが全部ブッ壊こわしましたよー」

　そうクノンが言葉を掛かけるが、シグルドの反応はない。

　地を這いながら、うなだれるエドガルドの下へと向かっていく。

「おい……おい、親おや父じ殿どのッ！　何をボケっとしてやがる……ッ!?」

「……お前も敗北したか、シグルド」

「オレは、まだ負けちゃいねぇ……神器さえあれば、まだ戦える……ッ!!」

　シグルドの虚うつろな瞳には、もはや二つの神器しか映っていない。

　エドガルドが身に着ける……翠玉の斧槍と深紅の篭手。

「親父殿……そいつらを貸してくれッ！　英雄たちが使っていたほどの神器だったら、あの化け物にだって通用するはず――」

「もういい……お前も、これ以上は何もしなくていい」

「……何ふざけたこと言ってんだよ、親父殿」

　力なくうなだれる父の姿を見て、シグルドはその首元を掴む。

「いつもの親父殿はそんなんじゃねぇだろ……自分以外の全すべてを見下して、誰にも負けない意思を持った、フォルテシアのエルヴィス様はどこへいったんだよッ!?」

　叫びながら、父親の身体を激しく揺さぶる。

「ナイフ一本を握にぎらせて、魔獣たちの群れに放り出して……オレの人生を狂くるわせておいて、いまさら止めるってなんなんだよッ!!」

　刃の欠けた古ぼけたナイフを手に、シグルドは感情のままに叫さけぶ。

　しかし、父は何も答えない。

　息子むすこの言葉は届かず、まるで抜ぬけ殻がらのようにうなだれている。

「……弱くなっちまったなぁ」

　父親の力ない姿を見て、シグルドは悔しげに表情を歪める。

「オレさ……あんたの強さに憧あこがれてたんだぜ。何もわからないガキだったオレが、こいつには何やっても勝てねぇって思ったくらいによ」

　息子として想いを語りながら……シグルドは父親から手を放す。

　そんなシグルドの変化を、クノンはいち早く悟った。

「ッ――やめなさいッ!!　そんなことをしても無む駄だですッ!!」

　叫びながらクノンはシグルドを止めるために跳ちよう躍やくする。

　クノンならば、距きよ離りを詰めてシグルドを止めるのに一息で事足りる。

　しかし――その一いつ瞬しゆんが間に合わなかった。

　シグルドの手に握られていた、古ぼけたナイフ。




　その刃が――真っ赤な鮮血に塗まみれた。




　エドガルドの首元に突き立てられたナイフ。

　ナイフが引き抜かれた瞬間、首から噴水のように鮮血が噴出する。

　そのまま……父親であり亡ぼう霊れいだった男は、血溜まりの中に沈んだ。

「チッ――どきなさいッ!!」

　勢いのままシグルドを蹴り飛ばし、クノンはエドガルドの傷口を確認する。

　一目で致命傷だと判断した後、素早く腰の黒剣を抜き放つ。

「……血の流出を、断ちなさいッ!!」

　自らの神器に呼びかけ、人じん智ちを超こえた力によって血の流出を止める。

　その様子を見て……シグルドは、壊れたように笑った。

「はは……まさか、本当にこんなナイフすら避けられないなんてよ……」

　ケタケタと壊れたように笑い続け――幽鬼のように立ち上がる。

「こんな弱っちい奴やつなら……今さら従う必要もねぇよなぁ……？」

　虚ろな呟きと共に、空を覆う黒炎を見上げる。

　その後……蠢動し続ける黒炎に変化が起こった。

　生物を模っていた黒炎の輪りん郭かくが……徐じよ々じよに明確なものへと変わっていく。

　シグルドの意思に応じるように、黒炎から生まれ出でようと動き始める。

「こいつがいれば……オレが最強だ。もう誰にも負けねぇ、神器だって必要ねぇッ!!」

　シグルドの感情を糧にして――怨霊たちに生命が宿る。

　ボゴリ、と音を立てて黒炎から竜頭が生まれる。

　それを皮切りに、そこかしこから獣や虫の頭が薄気味悪い音と共に形成される。

　そして――ぐるり、と無数の頭たちの眼が一斉に開かれた。

　生まれたての動物のように、無数の目玉がぐるぐると忙しなく周囲を見回す。




　瞬間――生物とはかけ離れた、耳をつんざく産声を上げた。




　生理的な嫌けん悪お感かんを抱いだく咆哮。

　しかしその産声を聞きながら、シグルドは歓喜に満ちた声を上げる。

「ハハッ……いいじゃねぇか！　なにもかもぶっ壊せそうな面構えでよォッ!!」

　黒炎の怨霊を見上げ、狂きよう気きに満ちた笑い声を上げながら森へと立ち去っていく。

　誰もが天上の怪物を見上げる中……タクミは一人、俯うつむくように視線を下げていた。

　血だまりの中で、生気を失っていくエドガルドの姿。

　自身の間違いを理解し、後こう悔かいの海に沈むように死へ近づいていく姿。

　その姿と過去の自分を重ね――タクミは静かに拳を握る。

「……クノン、エドガルドを必ず生かせ」

「なんともまぁ……なかなか難しい命令ですねー……」

「まさか、できないとは言わないだろうな？」

「それはもちろん。あなたの命令を――わたしは一度も破ったことはありませんよ」

　苦痛で表情を歪ゆがめながら、クノンは力無く笑みを浮うかべる。

「それじゃ――俺はあいつらを止めに行ってくる」

　そう言い残して、タクミはクノンたちに背を向ける。

　シグルドと黒炎の怨霊たちを見つめたまま、ゆっくりと歩いていく。

　その後ろ姿を眺ながめながら、クノンはフィリアに声を掛ける。

「ッ……女神さん、すみませんがうちの首領さんに代わってください。治ち療りようの経験がある以上、そちらの方が適していると思いますから」

「……面目ないです。それと……私の仲間を、よろしくお願いします」

　フィリアがぺこりと頭を下げた後……先ほどまでの雰囲気が消きえ失うせる。

　そして、入れ替わったミルトがぱちぱちと目を開いた。

「あぅ、えとっ！　と、とりあえず私はどうすればっ!?」

「……ひとまず、魔ま具ぐでカリンに連絡を入れてください。それからメリノとクロリス、エイグル、レヴィン、ラングの全員に救援を出してください」

　震ふるえる手で、クノンは通信魔具をミルトに向かって放り投げる。

「応援を呼んだら……首領さんは『天源』で魔力を活性化し続けてください。魔術式が壊れているとはいえ、魔力による自然治ち癒ゆは有効なはずですから」

「クノンは大だい丈じよう夫ぶなんですか？　さっきからずっと苦しそうですけど……」

「そりゃあ、キツイに決まってますよ。この神器……『月げつ蝕しよくの応剣』ってのは、長時間使い続けることには向いていない神器ですから」

　クノンが持つ『月蝕の応剣』は使用者の望む対象を『断たつ』能力と引ひき換かえに、全身に耐たえ難がたい激痛を与あたえるという代だい償しようを持っている。

　エドガルドの出血を抑おさえている間、クノンは常に激痛に苛まれ続ける。

　それでも、クノンは必死に歯を食いしばって耐え続ける。

「ひとまず流血は止めていますが、既に血を多く失っています。そして傷口だけでなく、首の動脈が切断されているので、血管も繋つないで縫合しなくちゃいけません」

「け、血管の縫合って……そんなこと誰が――」

「大丈夫です、わたしならできます」

　ミルトの疑問に対して、クノンは事もなく答える。

「わたしは絶対に相手を殺さないように……相手を治療する術も学んでいます。最初の頃ころ、タクミから地球の医療技術を余すことなく教わっています」

　不殺を貫くために、何があろうと生かすための技術を学んだ。

　それはクノンだけではない。

「メリノは医療道具、クロリスは生体反応の確認、レヴィンとエイグルは止血の交代要員、ラングは生理食塩水の精製……そしてカリンが指示を出せば、この人は救えます」

「で、でも……それならタクミはどうなるんですか!?」

　誰だれ一人ひとりとして、この場から欠けることは許されない。

　シグルドたちを止めに行ったタクミの補助はできない。

　しかし、クノンは憔悴しながらも不敵に笑う。

「タクミなら大丈夫ですよ……あの人は、自分があの化け物を止めるのに適していると判断したからこそ、わたしにこの人を任せて行ったんですから」

　それに、とクノンは笑いながら言葉を続ける。

「わたしたちのご主人さまは――誰よりも強い人なんですからっ」

　絶対的な信しん頼らいと共に、クノンは力強く告げた。




◇




　シグルドが去っていた方向へと進んでいく中。

　既に黒炎の怨霊はゆっくりと降下を始めていた。

　平原一帯を覆うほどの巨体。

　その巨体が降り立つだけで、甚大な被ひ害がいが出ることは間違いない。

　そして――その化け物が暴れ始めれば、大陸全体に深い傷きず跡あとが残る。

　リヒテルトだけでなく、周辺国にも被害が及ぶことになるだろう。

　黒炎の怨霊を止めるためには……媒体でもあるシグルドを対処しなくてはならない。

「まったく……奥の手まで使う予定はなかったんだがな」

　懐から拳けん銃じゆうを取り出し、弾だん倉そうに一つずつ弾だん丸がんを込めていく。

　法則式の刻まれた弾丸。

　その弾頭は不可思議な色を放っており、淡あわい光によって包まれている。

　七発の弾丸を込め、弾倉を戻した時――

「――てめぇが、親おや父じ殿どのをブッ倒たおしたのか？」

　乾いたような声が、木々の合間から聞こえてくる。

　声がした方向に顔を向けると……そこにはシグルドの姿があった。

　父親の返り血を浴びた顔に、狂気で血走った眼。

　そんなシグルドに対して、タクミは冷ややかな視線を向ける。

「顔を合わせるのは初めてだな、フォルテシアの次じ男なん坊ぼう」

「フォルテシア……？　ああ、そういやオレはそうだったか」

　シグルドは焦点の合わない目をぐるぐると回し、クツクツと喉のどを鳴らす。

「あの親父殿が負けたってんだから……てめぇは強いんだろ？」

　血に塗れたナイフを構え、その切っ先をタクミに向ける。

　その様子を眺めてから、タクミは問いかける。

「なぁ、どうしてお前は強さに固執してるんだ？」

「ああ……？　そんなもん決まってるじゃねぇか。誰よりも強くねぇと……オレには存在価値が無くなっちまうからだよ」

　薄気味悪い笑みと共にシグルドは語る。

「オレは兄貴と違ちがって魔ま法ほうが使えねぇからよ……親父殿に認めてもらうには、魔獣をブッ殺しまくって、誰よりも強いってことを証明しないといけねぇんだよ」

　ケタケタと笑いながら、ナイフを握る手に力を込める。

「そうやって魔獣をブッ殺して、他の奴らも一人残らずブッ殺せば……オレは親父殿に認めてもらえる。オレにもちゃんと存在価値がある――ってよ」

　歪んだ父への執着と価値観を口にしながら笑う。

　それを聞いて、タクミは小さく笑う。

「……なるほどな。お前は自分の憧れた親父が腑抜けたから殺そうと思ったってわけか」

「ああ……？　あいつはオレの知ってる親父殿じゃねぇよ。あんなしょぼくれて、小せぇ背中をした奴なんざ――今までブッ殺してきた弱者たちと同じだ」

　父の無様な姿を認めたくないのか、現実から逃避するように笑う。

「それに……今のオレは誰よりも強ぇ！　あいつがいればオレは最強だからなァッ!!」

　頭上を覆う黒炎の怪物を見上げながら、声高々に吼える。

　その様子を見て――

「――お前は哀あわれな奴だな、シグルド」

　そう、はっきりと告げてやる。

「お前は強さに固執しているくせに、根っこの部分は誰よりも弱い。神器やら怪物やらと、紛い物の力を持って気が大きくなってるだけの子供だ」

　憐れむように、タクミは黒の瞳でシグルドを見み据すえる。

「目先の強さに囚われて、お前は物事を表面でしか見ていない。なにせ……お前が弱くなったと言った父親は、この俺が認めた世界で誰よりも強い奴なんだからな」

　冷厳な口調の中に、タクミは静かな怒りを込める。

「あの男……エドガルドは、自分が間違っていると理解しながら歩みを止めなかった。自身のためでなく、他者の理想を叶かなえるために自分を殺してまで進んだ男だ」

　怒りと共に、銃じゆう口こうをシグルドに向ける。

「お前がやったことは――自分の憧れを貶め、ちっぽけな存在意義を守っただけだ」

　はっきりと告げた瞬しゆん間かん――シグルドの血走った眼が見開かれる。

「うるせぇな……この世界ってのは、強ぇ奴だけが正義なんだよ。誰だれよりも強い奴だけが、この世界では何もかも許されるんだよ」

　シグルドの感情の揺らぎに感化されてか、黒炎の怨霊が耳障りな咆哮を上げる。

「最強になったオレだけが――この世界じゃ正義なんだよッッ!!」

　狂気に支配され、血濡れのナイフを手にシグルドが一息で跳躍する。

「そうか――」

　シグルドから目を離すことなく、タクミは静かに呟き――




「――だったら、俺がお前の言う『最強』を壊してやろう」




　ナイフが身体を貫く直前――その引き金を引いた。

　火薬の炸裂する音が起こり、込められた弾丸が銃身から射出された瞬間、

　シグルドの握っていたナイフが、白銀によって阻まれた。

　キィンと古ぼけたナイフが折れ、その刃が弾かれた直後――




　カラカラカラ――と乾いた音が響き渡わたった。




　骨を打ち鳴らす耳障りな音。

　ナイフを弾き折った、皮膚も肉もない露出した白銀の骨。

　天上の黒を振り払う、紅々とした焔。

　その姿を見て、シグルドがわずかに自我を取とり戻もどす。

「な、んで……こいつが」

　短い呟きと共に天上を見上げる。

　山よりも大きい、見上げるほどの巨体。

　天高く突き上げられた、鋭角な形状の竜骨。

　レナント村に現れた神しん獣じゆう――『不滅の炎骸』オストリンデ。

　ガラガラと骨を打ち鳴らす神獣に対して、タクミは静かに言葉を掛ける。

「直接会うのは初めてだな、『不滅の炎骸』」

『カカッ……そうか、貴様があのヒトモドキの言っていた主とやらカ！』

「そうだ。早速で悪いが仕事をしてくれ」

　もはや目もくれず、タクミは天上にそびえる黒炎の塊かたまりを指さす。

「あのデカブツを――一いち撃げきで消し飛ばせ」

　その静かな宣言に対し、『不滅の炎骸』は骨を打ち鳴らしながら笑う。

『カハッ！　ニンゲン風情が我らに命令カ！　なるほど、確かにあのヒトモドキが気に入りそうな傲慢さというものダ』

「いいから早くしてくれ。こっちは気が立ってるんだ」

『カッ……こちらとて、同胞を異形にされて気が立っているサ』

　黒炎の怨おん念ねんを見据えるように、『不滅の炎骸』は眼窩に見える蒼白の光を向ける。

『盟約はしかと結ばれタ――神域に至った者として、彼かの者を灰燼へと変えよウ』

　天上を見据え、白銀の竜骨の口が大きく開かれる。

　直後――露出した全身の骨が鳴動を始めた。

　先ほどまでの雑多な音とは違う、規則性のある音。

　旋律のように、同胞に捧ぐ鎮ちん魂こん歌かのように、神獣は自ら音を奏かなでる。

　その想いに応じるように、黒炎を振り払う紅炎が生まれ出る。

　いくつも、いくつも……空に瞬く星のように。

　クノンが止めた古代詠唱魔法。

　その真価を、神域に至った獣けものの力を――同胞を解放するために放つ。




『――――《掃天崩花》』




　異質な声で紡つむがれた静かな言葉。

　その一言が――黒染の空を紅色に変えた。

　無数の炎えん塊かいが一つに収束し、滞空する異形の怨念を包つつみ込むように広がる。

　紅天の空。

　その空が……ゆっくりと閉じられていく。

　花弁が閉じるように、異形の塊を包み込んでいく。

　内包された爆ばく炎えんの圧力によって、空を覆うほどの巨体が収縮されていく。

　小さく、塵じん芥かいほど小さく……劫火に焼かれ灰燼へと変わっていく。

　そして――呆気なく、異形の怪物は消失した。

　空を覆っていた紅色は一筋の光に変わり、流星のように空へと昇のぼる。

　その圧あつ倒とう的てきな光景に、シグルドは言葉を失っていた。

　自身の作り上げた最強の存在が容易く葬り去られる様。

　存在意義として掲かかげていた全てが一瞬で消し飛ばされた様。

　己おのれの信じていた価値が崩くずれていく。

「さて……これでお粗そ末まつな『最強』は消し飛んだ」

　タクミが一歩踏ふみ出したことにすら、シグルドは気づかない。

　一撃で全てを消し飛ばす神獣の力。

　それらをたった数人で圧倒した亜あ人じんたち。

　そして――亜人たちと神獣すら統べる存在。

「は、ははっ……そうか、オレは次にお前を目標にすればいいんだな」

　シグルドは虚ろな視線をタクミに向ける。

　自らの目標であり、ずっと追い続けていた父の背中を失った。

　自分が信じていた強さに代わる何かを、シグルドは欲ほつしていた。

「そうだ。俺の背中をどこまでも追い続けろ。お前が慕したっていた父親のように、決して折れることなく追い続ければ……いつか、お前の求める『最強』とやらが理解できるさ」

　ケタケタと笑うシグルドに、タクミは冷れい淡たんな表情を浮かべながら告げる。

「だが……その前に、《鈴すず蘭らん》の流りゆう儀ぎを通させてもらおう」

　固く拳を握り締め、タクミは大きく振ふりかぶる。




「悪いことをした奴は――容よう赦しやなくブン殴るってな」




　全身の体重を乗せ、生気を失ったシグルドの顔面に拳を突き刺す。
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　肉を打つ鈍い音と共に、力の抜けたシグルドの身体は人形のように吹っ飛ばされる。

　そして……壊れたような笑い声は、そこで途絶えた。

　動かなくなったシグルドを見て、タクミは息をついてから魔具に通信を入れる。

「カリン、そっちの様子はどうなった」

『……血は失ったけど、血管と傷口の縫合は終わったわ。クロリスの話じゃ生体反応も安定したみたいだから――』

『ウォオオオオッッ！　クノン教官ッ!!　我々はいつまで痛みに耐えるのですかッッ!!』

『いい……いいぜェおいッ!!　この痛みだけでオレは天に昇っちまうぜェェェェッ!!』

『……バカとアホがうるさい』

『本当にうるさいんですけどぉっ!?　ボクはまだ心音確かく認にんあるんですからぁっ!!』

『おや、クノン様。まだ安静にしていた方がいいですよ。尿し瓶びんもありますので』

『バカとアホが騒さわぐせいで安静にできないってんですよっ!!』

　魔具の向こうから殴打する音と叫さけび声ごえが聞こえ、タクミは思わず笑みを浮かべる。

「……まったく、相変わらず騒がしいな」

『ほんとにね。待っててあげるから、あんたも早く帰ってきなさいよ』

　そんな言葉と共に、カリンからの通信が切れる。

「ああ……ちゃんと、お前たちのところに帰るさ」

　柔やわらかい笑みを浮かべ、タクミは主人の帰りを待つ仲間たちの下へと向かった。




◇




　空を覆おおいつくしていた暗雲が晴れ、夜空が茜色から群青色に変わる頃ころ。

　リヒテルト王城の会議室で、各国の代表たちは一部始終を眺めていた。

「なんだ……今のは、一体なにが起こった……ッ!?」

　光の粒子となって消えていく神獣を眺めながら、ケリンズが言葉を震わせる。

　暗雲を払はらった……空を仰あおぐ白銀の竜りゆう骨こつ。

　その光景に誰もが言葉を失っていた。

　そして、ヤコルは隣となりに立つアリッサに尋たずねる。

「アリッサ殿どの……貴女なら、あの魔獣を存じているのではないですかな？」

「はい。炎えん竜りゆうオストリンデ、二つ名は『不滅の炎骸』……我々英えい雄ゆう国家が神獣として認定した個体であり、先月リヒテルトの亜人たち数名に討とう伐ばつされたと報告を受けています」

　冷静に、アリッサは魔ま獣じゆう狩がりを行う英雄種の者として語る。

「少人数での神獣の討伐例は、英雄国家シュトラーゼ以外には存在していません。だからこそ、うちの第一席であるアルフェンが直々に亜人たちを眺めに来訪したんです」

　来訪した理由を語ってから、アリッサは表情を険しくする。

「ですが、神獣が復活したという前例はありません。まして……討伐した神獣を従えるなど、およそ人に為せることではありません」

　突如現れた神獣は、何者かに命じられて空の暗雲を消し去った。

　神域に至った獣を従える存在。

「それに……私たちシュトラーゼが確認していた神獣六体。そのどれもが七年前から消息を絶っています。そしてその後、一度も姿を現していません」

「ま、待て……それはつまり――」

「『不滅の炎骸』の件からして、おそらくリヒテルトの亜人たち、そして……神獣を従える者が六体の神獣を秘ひ密みつ裏りに討伐したんでしょう」

　アリッサの言葉を聞いて、ケリンズは口を開けたまま呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

　神威の一撃によって全てを葬り去る神獣。

　その神獣たちを――リヒテルトは七体保持している。

「正直に申し上げます。英雄国家シュトラーゼの第一席から十席、そして国を挙げたとしても、複数の神獣を同時に討伐することは不可能です。同時に顕けん現げんされた神獣と対たい峙じすると言うのなら……国と民たみが滅ぶ覚悟で臨のぞむ必要があるでしょう」

　神獣を狩った経験があるアリッサだからこそ、リヒテルトの戦力を明言できる。

『ゲーム』の提案を拒きよ否ひし、戦争を強行したところで結果は見えている。

　圧倒的なまでの戦力差。

　力同士の対決など、タクミたちには『ゲーム』という遊びにすらならない。

「うぁぁぁぁ……てか、リヒテルトがこんな戦力を持ってるなら私たちとの協力関係も解消ですよね!?　あ、アルフェンが『ゲーム』を受けた理由ってこれかっ！　話せよっ！　そんな重要なことなら話してから帰れよぉぉぉぉぉっっ!!」

　アリッサが頭を抱かかえながら机をバンバンと叩たたき始める中、今まで黙だまっていたラクリアがゆっくりと顔をあげる。

「なるほど。女め神がみの代行者が言っていた通り、我々はリヒテルトの戦力を大きく見誤っていたと判断できます。私はヘリリアント最高責任者として、今回の案件を一度国へと持ち帰って再度『ゲーム』の内容を検討させていただきます」

　ラクリアの言葉に賛同するかのように、各国の代表たちは押おし黙っている。

　そんな面々に向かって、ラクリアは鳥とり籠かごを抱えながらぺこりと頭を下げる。

「それでは皆みな様、私は失礼させていただきます。彼の言う『ゲーム』で皆様がどのように思考を深め、対峙するのかを楽しみにしております」

　淡たん々たんと告げた後、ラクリアは振り返かえることなく会議室を後にする。

　夕闇の廊下を歩きながら、今回の件について思考する。

「エドガルドの様子を見に来たつもりでしたが――思わぬ収穫でした」

　そう呟いてから、鳥籠に向かって言葉を紡ぐ。

「アルフレッド、今日は素す晴ばらしい日でしたね。女神として世界の外側にいたフィリアを、末裔の身体を借りて世界に顕現させたのは驚きよう愕がくに値します」

　無機質な瞳ひとみに感情を宿らせながら、ラクリアは鳥籠に向かって語り掛ける。

　そして、自信に満ちた笑えみを浮かべる男の姿を思い返す。

「女神の代行者……タクミ、ですか」

　その名を口にしながら――ラクリアは口元に笑みを作る。

「彼が新時代の英雄となれたらいいですね――アルフレッド」

　旧時代の英雄の名を口にしながら……ラクリアは夕闇へ溶けるように歩んでいった。







終章　男はどこまでも歩み続けることを望んでいた







　女王の戴たい冠かん式しきに起こった事件は、瞬く間に収束した。

　王都にいた人間は憲兵隊たちがしっかりと誘ゆう導どうし、その後も包み隠かくさず事情説明を行ったことで、民衆の間に広がっていた動どう揺ようと不安は拭われた。

　女神の代行者が国の危機を救った。

　その事実によって、タクミが行った『ゲーム』の宣戦布告に対して生まれた混乱は一転し、神王国家リヒテルトが攻勢に転じる兆しとして報じられた。

　そして……それは他国の代表たちも同様だった。

　空を覆う異形の怪物を一撃で葬ほうむった神獣。

　その神獣すら使役する女神の代行者。

　リヒテルトに対して強硬的な姿勢を取っていたデンメルグすら考えを改め、安易に戦争を行うのではなく、『ゲーム』の内容を新たに練り直す必要があると皇帝に進言したという噂うわさが流れるほどだった。

　そして、正式に旧帝国デンメルグ、海上国家セプテリオン、英雄国家シュトラーゼ、断界国ヘリリアントの四国は『ゲーム』の参加を表明した。

　リヒテルトの戦力を見て正面衝突を避さけるためだと公には発表され、一部の国民から反発を買う事態に発展しているが、その多くは国の上層によって揉もみ消されている。

　全ては……その裏で取り交わされる報ほう酬しゆうのため。

　リヒテルトを下すことができれば、自国が大陸の覇は権けんを握ることができる。

　そんな思おも惑わくの下に――新たな『ゲーム』が国同士で執とり行おこなわれる。

　しかし、事件が起こったリヒテルトの国勢を鑑みるとして、『ゲーム』の執行は最短で半年後、それまでの期間はゲーム内容の準備期間として充てられる運びとなった。

　そして今、波乱を終えた後のリヒテルトでは――

「あぅぅぅ……お菓か子し、お菓子を作らせてくださいぃ……」

　女王が執務室で唸うなり声ごえを上げている真っ最中だった。

　執務机にへばりつくミルトを見て、リーゼが叱咤する。

「ダメなのです、まだミルトさんには仕事がたくさん残っているのです。特に、新たな三大公として据えられた亜人組織……『友愛』関連での仕事が山盛りなのです」

「か、簡単なのでいいんです、クッキーでも作れば……っ！」

「そう言って、前は熱が入って大きなケーキを作っていたのです。ちなみにメイドの人たちにおすそ分けしたら大変好評で、ミルトさんの株が急上昇でした」

「そ、それじゃレシピを教えに――」

「ダメなのです」

　リーゼがぎゅーとミルトの腰こしにしがみつき、再び椅い子すに座らせる。

　そんな二人の様子を、エルリアは微笑ましそうに眺めていた。

「うーん……リーゼをぎゅっとして撫なでまわすのもいいですが、ミルトさんに抱きついているリーゼを見るのもなかなか……！」

「エルリア様、手が止まっているのです。女王補ほ佐さなんですから仕事してください」

「いえいえ、私はちゃんと全部終わらせましたよ。これでも元女王ですし、こういった書類仕事には慣れている方ですから」

　自分の成果を見せびらかすように、エルリアが綺き麗れいに積み上げられた書類の山を見せる。

　ミルトの女王即そく位い後、エルリアは元女王という立場から女王補佐官として抜ばつ擢てきされた。

　女王として年若いというだけでなく、下層で普ふ通つうの娘むすめとして過ごしてきたミルトが王族の立場や環かん境きようの変化になれていないということもあり、リーゼと共に補佐を付けることで国の上層を納なつ得とくさせた形である。

　その甲斐と元々優秀だった二人の成果もあり、既すでに反対する声は潜ひそまっている。

「あぁぁあああ……リーゼと一いつ緒しよに働けるなんて幸せですねぇ……」

「エルリア様、職務中に抱きつかないでほしいのです」

「えぇー……以前もこうやって抱きついていたじゃないですか」

「最近はミルトさんに抱きついていたせいか、ふかふか度合が物足りないのです」

「リーゼ？　大人には言っちゃいけないことがあるんですよ？　私も一応年頃の女性なので、そういった話は結構気にしているんですからね……っ!?」

　エルリアがうにょんうにょんとリーゼの頬ほおを引っ張っていた時、ふと用件を思い出したようにミルトへ向き直る。

「そういえばミルトさん、タクミさんから伝言を受けているんです」

「へ？　タクミからですか？」

「はい。今日、お昼を過ぎたら下層の《鈴蘭》に来てくれ……という内容でしたけど」

「うーん……それなら、魔具で連絡すればいいだけですよね？」

　以前とは違い、既にタクミは『念書』によって魔ま力りよくを得ている。わざわざ伝言を残すより、魔具で直接連絡を寄こすのが自然だ。

　そして、時計の針はそろそろ昼時を指し示そうとしている。

「もしかしたら、直接お話ししたいということじゃないでしょうか？」

「それじゃ……私は少しだけ席を外させてもらいますね」

「だったら、わたしもついて――」

　席を立つミルトを見て、リーゼが駆け寄ろうとした時……エルリアがその肩かたを掴つかむ。

　無言のまま首を横に振り、エルリアは再びミルトに向き直る。

「席を外している間、私が仕事を進めておきます。だからゆっくりでいいですからね」

「えと、はい……？　それでは少し出てきますね」

　きょとんと首を傾かしげてから、ミルトは剣けんとコートを手に取り執務室を後にする。

　下層への連絡船乗り場に向かい、ミルトは一人で下層に向かう。

　水の流れに乗り、水路を下っていく船の上で……ミルトは下層を眺める。

　白煙の立ち昇る職人街。

　そこからは今も甲かん高だかい金槌の音と怒ど号ごうが聞こえてくる。

　しかし、その周辺には下層の人間だけでなく、中層の人間も多く出入りしている。

　下層の環境を改善するための施策。

　職人街を王都の新たな観光名所へと変えるため、石炭や木屑で薄うす汚よごれた石いし畳だたみは綺麗に清掃が行われ、湿気で黒ずんでいた工房たちも装いを新たにしている。

　その中にはタクミが提供した技術を試作する工房や研究所が新設されており、以前よりも人々で賑わうようになっていた。

　職人街だけではない。

　観光名所に相応ふさわしい町並みとして、下層の多くにも手が入れられている。

　中層以降の生活用水が垂れ流されていた水路。

　新たな地下水路が完成するのと同時に、今まで下層を通っていた水路は撤廃され、今後は湿気や臭気、害虫や病の温おん床しようになることもない。

　浮浪者や身体が不自由な者たちには適切な仕事が与えられ、過去に犯罪歴のある者たちは然るべき更生を行った後、適性に合った職業へと斡旋される。

　娼館や賭博場といったものは別の区画を設け、そちらに順次移転しつつ、問題が起こった際にすぐ対処できるように憲兵隊も配備される。

　そうやって――少しずつ下層は変わりつつある。

「少しずつ……少しずつ、進んでいけばいいんです」

　その光景を眺めながら、ミルトは嬉うれしそうに笑う。

　自分が思い描く理想の光景。

　父親が変えようとしていた下層の光景。

　それが形作られ、確かなものに変わっていくことがこの上なく嬉しい。

　そんな思いに耽っていた時……停泊所についた連絡船が音を立てて止まった。

　船頭に軽く頭を下げてから、ミルトは下層の町中を進んでいく。

　その時、不意に横合いから声を掛かけられた。

「あ、ミルトさ――っと、いけない。失礼しました、女王陛下」

　頭巾を被り、果物籠を持ったリリアが深々と頭を下げる。

「すみません、前の調子が抜けなくて……」

「あ、いえいえ。普ふ段だん通りに呼んでもらって構いませんから」

「ええと……それはさすがに恐れ多いんですけど」

「そんなことありませんよ。私にとって皆さんは顔見知りですし……それに、私は皆さんに気軽に名前で呼んでもらえるような、そんな女王になりたいと思っていますから」

　笑いかけるミルトを見て、リリアが見惚れるように呆然とする。

「それより、リリアさんは食材の買い出しですか？」

「あ、はいっ！　今日から新しいメニューを出させてもらうことになったんです！　ところで、ミルトさんはどうして下層に来たんですか？　視察とか？」

「えと、私も理由はわかんないんですけど……タクミから《鈴蘭》に行ってこいって」

「《鈴蘭》って……ああっ！」

　合が点てんがいったように、リリアはぽんと軽く手を打つ。

「それならこうしている場合じゃないですって！　早く行ってください！」

「え、え？　どういうことなんですか？」

「大丈夫、行けばわかりますからっ！」

　わけもわからずリリアに背を押され、そのまま手を振られながら見送られる。

　その後も何度か道行く人に声を掛けられたが、皆の反応はリリアと同じだった。

「……うぅ、なんだかちょっと不安になってきました」

　何が待っているのか想像できず、ミルトは小さく溜ため息いきをつくが、すぐさま気を取り直し、むんっと胸を張って見せる。

「いけません。私は女王なんですからシャンとしてないとっ！」

　そう意気込んだところで――視界の先に、よく知る商会の事務所が見えてきた。

　そして、《鈴蘭》の前で松葉杖をついている男の姿。

　ミルトに背を向けて佇たたずむ男の姿――

「――――ぁ」

　ミルトは小さく声を漏らし、そのまま早足で《鈴蘭》に向かっていく。

　子供の頃から眺ながめていた大きな背中。

　いつも自分を守っていてくれた大きな背中。

　ずっと、ずっと……追いつきたいと思っていた背中。

　逸る気持ちを抑えながら、ミルトは背を向ける人物に向かって叫さけぶ。

「――――お父さんっ!!」

　娘の声を聞いて、背を向けていた人物はゆっくり振り返る。

　薄うすい傷跡の残る精悍な顔。

　ミルトにとって、誰よりも優やさしいと思っていた父親の顔。

　そして、ミルトは涙なみだを流しながらその胸に飛び込む。

　泣きじゃくる娘の頭を撫でながら……ヴァテルは静かに娘の名を呼ぶ。

「立派になったじゃねぇか、ミルト」

　聞き馴染んだ父親の声。

　その言葉に対して、ミルトは涙を流しながらも顔を上げる。




「――はいっ！　立派になりましたっ！」




　満面の笑みを湛えながら、堂々と父の言葉に答えた。
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　同時刻。

　エルスは王城にある一室を訪おとずれていた。

　深呼吸をしてから、軽くドアをノックする。

「…………入れ」

　かつての面おも影かげもない、生気の抜けた声。

　それを確認してから、エルスは静かに部屋の中へと入る。

　ベッドの上で力無く横たわる……エドガルドの姿。

　そして、感情の薄い瞳をちらりとエルスに向ける。

「……ゼルエルの娘か」

　その言葉にエルスは何も答えない。

　言葉を発することなく、震ふるえる手で腰に提さげた長ちよう剣けんに手を掛けている。

「……タクミとの約束を果たしにきた。全すべてが終わったら、お前と会わせると」

「……そうか。ならばお前にも、エドガルドという仇かたきの名を教えておこう」

　自身の真名を告げてから、エドガルドは興味が失せたように窓へ顔を向ける。

「あとは好きにするといい。その剣で私を刺そうが、苦痛を与あたえて殺そうが、私は抵抗するつもりはない。お前にはその権利がある」

　そう告げたエドガルドに対して、エルスは毅然とした態度で問う。

「その前に……私はお前の口から聞きたい言葉がある」

　エドガルドは自身の目的を果たすために、エルスの父を異い端たん審しん問もんに掛けて殺した。

　その仇敵から、聞かなければいけないことがある。

「父の――ゼルエルの最期を聞かせてくれ」

　予想していなかった言葉に、エドガルドがわずかに眉まゆをひそめる。

　ありのままに、その最期を語る。

「あの男は……どこまでも愚かな男だった」

　当時の光景を思い返すように、エドガルドは宙を見据える。

「どのような拷問を受けても口を割らなかった。協力者であり、自身の弟であるヴァテルをかばうために、あらゆる苦痛を耐たえ凌いだ」

　そして……最期には、隷属魔法による告解を受け入れた。

　記き憶おく、精神、存在、その全てを蝕まれ、人間の尊厳すら失った。

　家族を守るために、自らを犠ぎ牲せいにした。

「心底、愚かな人間だと思った。自らの命を賭してまで家族を守ろうとするより、家族を犠牲にしてでも私を討ち取ることが正しい……そう、私は思っていた」

　だが、とエドガルドは言葉を区切る。

「その姿を見て――私は気づくべきだった」

　大いなる目的のために犠牲を払う。

　他者を犠牲にしてでも、目的を果たそうとする。

「私が正しいと思ってきた選せん択たくが、間ま違ちがっていると気づくべきだった。自身だけでなく他者を重んじ、家族のために命を賭した高潔な男の姿を見て……気づくべきだったのだ」

　静かに言葉を紡ぎながら、改めてエドガルドは告げる。




「ゼルエル・フェアシュタットは――誰よりも高潔で、公正の名に恥じぬ男だった」




　嘘うそ偽いつわりのない、ありのままの言葉を紡ぐ。

　そんなエドガルドの言葉を、エルスは黙って聞いていた。

「今さら何を言ったところで……お前が父を殺した事実は変わらない。私にとってお前は未来永劫、父の仇であることは変わらない」

　溢あふれ出でる怒いかりと悲しみに耐えながら、エルスは自身の想おもいを語る。

「私の父は誰よりも高潔な人だった。自分だけでなく他者にも厳しく、そして他者を重んじるような……誰よりも公正な人だった」

　自分の中にある父の姿をエルスは語る。

　そして――力を抜ぬき、剣から手を放した。

「私は……そんな父から『高潔さ』と『公正』を受け継ついだ人間だ」

　父の姿から受け継いだ想いを胸に、エルスは厳然と言い放つ。

「お前が間違いに気づき、それを贖おうとするのならば――私は『公正』の名の下に、貴様に対しても罪を償う機会を与えるべきだという結論に達した」

　父の復ふく讐しゆうではなく、清廉潔白であった想いを継ぐと決めた。

　そんな少女を見て――エドガルドは小さく笑みを作る。

「なんとも、甘あまい考えだが――あの男も、お前と同じことを言いそうだ」

　エルスの姿とゼルエルの姿を重ねながら、エドガルドは顔を伏ふせる。

「私からすれば……ゼルエルも、お前も、ただのお人ひと好よしとしか思えない」

「それで構わないさ。それに……今の私は、私たち以上のお人好しに仕えている」

　口元に微笑を浮うかべながらエルスは告げる。

「どんな奴やつにも救いの手を差し出す――そんな素敵な奴にな」

　自身を正しく導いてくれた男の姿を思い浮かべ、エルスは晴れやかに笑った。
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　麗らかな午後の一時。

　心ここ地ちよい風が平原を撫でていく。――クノンは大きく欠伸あくびをした。

「くぁぁぁ……なんというか、平和ですねー」

　ぽかぽかとした陽ひ射ざしを浴びながら、クノンが再び欠伸をする。

　そして、地面に転がっている面々に声を掛ける。

「レヴィンとエイグル、まだ休きゆう憩けいは必要ですかー？」

「お……ォァ……なんでクノンの姉あね御ごは元気なんだァ……？」

「そ、そもそも神器を日常的に使っている時点で我々とは次元が違ちがうのかと……ッッ！」

　ボロクソに叩きのめされたレヴィンとエイグルが、地面の上で呻き声を上げる。

　そんな二人の様子を眺めながら、メリノがぱちぱちとやる気なさげに手を叩く。

「……クノン、つよーい」

「そ、そんなノンキなこと言ってていいんですか？　次はボクたちの番ですよ？　ミスでもしたらクノンさんに何をされるか……っ！」

「……大丈夫、ワタシにはクロリスがついているから」

「あ、はい。もうなんかそうなるって予想してましたよぉ……」

「……クロリス、がんば」

　暴れるクロリスを逃にがさないように、メリノがしっかりと抱え上げる。

　それを確認してから、クノンは隣にいるラングに声を掛ける。

「ラング、これでペアの組み合わせは最後ですか？」

「はい。と言っても、お二人は補助なので連携訓練となります」

「むぅー……つまりわたしの出番は無しですか」

「ハッハッ、では私と共にのんびりとひなたぼっこをしましょう」

「あなたの隣は身の危険を感じるのでイヤです」

「それは心外です。幼女に手を出しかねないエイグルならともかく、私は女性の尿にようさえいただければ人畜無害なのですから」

「尿瓶を差し出してくる変態は害しかないですけどねー」

　ぬぼーっと差し出された尿瓶を蹴飛ばしてから、クノンは太陽を見上げる。

「うーん……時間も頃合いですし、先にご飯にしましょうか」

「ク、クノン教官……ッッ！　我々は一体どうすればッッ!?」

「と、とてもじゃないが飯なんて食えねェ……ッ！」

「二人は負けた罰ばつとしてご飯抜きです。動けるまでそこで寝ね転ころがっていてください」

「「これは放置プレイというご褒ほう美びッッ!!」」

「やっぱり一生寝転がっていてくださーい」

　バカとアホを放置して、クノンはとことことメリノたちに駆かけ寄よる。

「さてさてっ！　今日のご飯はなんですかっ！」

「……サンドイッチ。お肉たっぷりと野菜たっぷりの二種類ある」

「わたしはお肉の方でっ！」

「ボクは野菜の方をもらいますっ！」

　メリノが光の中からバスケットを取り出した瞬しゆん間かん、クノンが尻尾しつぽを、クロリスが耳をぱたぱたと大きくはためかせる。

　そして後からラングものっそりと近づいてくる。

「では、私は紅茶を入れましょう。ああ、ちなみにお茶とは尿のことでは――」

「おおっ！　このお肉、分厚いだけじゃなくて味付けもバッチリですっ！」

「わぁっ……野菜もシャキシャキですよぉ！」

「……リリアに作ってもらった特製のサンドイッチ。お茶も受け取ってる」

「リリアさんが作ったなら間違いなしですねっ！」

「ハッハ、まさかの私も放置プレイ」

　女性陣から全スルーされ、ラングがぬるぬるとレヴィンたちに近づく。

「仕方ありません。暇ひまなのであなた方にお茶を振る舞まうとしましょう」

「微び妙みように納得しがたいですが、水分補給はありがたいですな……ッッ!!」

「まったくだァッ！　喉のどを潤した方が回復も早ェだろうしよッ!!」

　ラングから受け取ったお茶を、二人は一息で喉に流し込む。

「あ、すみません。それは私が飲む予定の尿でした」

「チクショウやりやがったこのクソ軟体生物ッッッ!!」

「ラング殿ッッ！　世の中にはやっていいことと悪いことがあるのですぞッッッ!!」

「ハッハ、疲労した身体で私に勝てるとお思いですかな」

　三人が仲良く乱闘を始めたところで、クノンはメリノから受け取ったお茶をすする。

「いやはや、あの三バカは本当に元気ですねー」

「……元気なのはいいこと」

「まぁ、悪いことじゃないのは確かだと思うのですよぉ」

　穏おだやかな風を受けながら、三人は和やかな雰ふん囲い気きの中で笑みを浮かべる。

「ま、これからずっと大変なわけですし、今のうちにのんびりしておきましょう」

　ゆったりと流れる白雲を眺めながら、クノンは小さく笑みを作る。

「平和が一番、そんな世界を目指して頑がん張ばりましょー」

「……なんか、クノンが言うと胡散臭い」

「むしろ、平和な世界で戦場を探してそうですよぅ……」

「ひどいですねー。むしろ、わたしは誰だれよりも平和を望んでるくらいですからっ！」

　クノンがふふんと胸を張って見せる。

　それは……ある意味で、クノンの本心だった。

　穏やかで平穏な日々。

　血と汚お泥でいに塗まみれた世界の対極に位置する光景。

　今までの自分では考えられなかった世界。

　だからこそ、いつか自分も平和を享受できるようにと願いながら――

「――本当に、平和が一番ですよー」

　陽射しに目を細めながら、クノンは大きく欠伸をした。
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　下層にあるお世辞にも綺麗とは言えない木組みの家。

　寝る時以外には使わない住居だったが、タクミは数日ほど家にこもっていた。

「ちくしょう……まさか、まともに立てなくなるなんて……」

「そりゃそうでしょ。慣れない魔力を一気に流し込んだ上に、魔ま法ほうやらを好き放題に使って、おまけに身体強化で負荷を掛けまくったんだから」

　ベッドで唸るタクミを見ながら、カリンはしょりしょりとリンゴの皮を剥く。

「というか、女神の代行者が筋肉痛と過労で倒たおれるって情けなさすぎでしょ」

「仕方ないだろ、俺おれはインドア派だ。前線に出るより書類仕事が向いてるし、身体を使うより頭脳労働している方が気楽でいい」

「ふーん……だったら、なんで今回はわざわざ出てきたのよ？」

「さぁな。なんとなく気が向いただけだ」

　不貞腐れるように答えたタクミを見て、カリンはくすくすと笑い声を漏もらす。

「ほら、リンゴ剥いてあげたから食べなさい」

「そんな鳥にエサやるみたいにリンゴを押し付つけないでくれ」

「三日間も人の世話になっておいて何を今さら言ってんのよ」

「どうせなら甲斐甲斐しく世話をしてくれってことだ。嫁よめみたいな感じで」

「……………………嫁？」

　しばらく、その言葉の意味を考えてから――ぽんとカリンの顔が真っ赤に染まる。

「だ、だだだ誰が嫁よっ!?」

「ああ？　ずっと一緒にいるんだから似たようなもんだろ」

　タクミが笑う様子を見て、ようやくカリンはからかわれていたことに気づく。

　やられたままで納得がいかないのか、カリンは意を決して頷うなずく。

「わかったわよっ！　やってやるからよく見てなさいっ！」

　耳まで赤く染めながら、タクミの口元にリンゴを持っていく。

「ええと……はい、あーん？」

　真っ赤になった顔を背けながら、世話を焼こうとするカリンを見て――

「ああうん、うまいうまい」







[image: ]







「あんた少しくらい照れるとかしなさいよ!?」

「お前が恥ずかしがりすぎるから、逆にこっちが恥ずかしくないんだよ」

「つまりあたしの恥ずかしがり損ってことじゃないっ！」

「おい、埃が舞うから枕で殴なぐるんじゃない」

　リンゴを咀嚼しながら、動けないタクミは甘んじて枕攻撃を受け入れる。

　しばらく枕を叩きつけたところで、不意にカリンは手を止める。

　楽しそうに、屈くつ託たくのない笑えみを浮かべているタクミの姿。

「まったく……いい世界だよ」

　感慨深そうに呟つぶやくタクミを見て、カリンはなんとなく尋ねる。

「あんたの世界は……どうだったの？」

「別に悪い世界じゃなかったさ。それに……俺もいなくなったから、元の世界にいる奴らも縛られることなく生きてることだろうよ」

　そう、どこか悲しげに語る。

　居場所を失ってしまった……元の世界に想いを馳せる。

　その横顔を見て――カリンはタクミの手を取る。

「――大丈夫、あんたはちゃんと必要とされているんだから」

　子供をあやすように頭を撫で、柔らかな声こわ音ねで言い聞かす。

「あんたはこの世界でたくさんの人を救った。人間も亜あ人じんも関係なく、誰も悲しまないように頑張ってきた。あたしたちは……それをちゃんと知ってるから」

　カリンの言葉を聞きながら、タクミは静かに頷く。

「……嫁ってより、今のは姉っぽかったな」

「茶化すんじゃないわよ、バカ」

　ぺしりと額を叩いてから、カリンは微笑ほほえみを向ける。

「あたしたちがちゃんと見届けてあげるから、あんたはどこまでもやり通しなさい」

「言われなくてもそのつもりだ。まだまだ……この世界でやることはたくさんある」

　無理やり身体を起こしてから――タクミは高く腕うでを掲げる。




「どこまでも――俺は上を目指してやるよ」




　自信に満ちた笑みと共に――自身の理想を貫くことを決めた。







あとがき







　えー、どうも。藤ふじ木きわしろでございます。





　そして締切を延ばしまくった挙句、

　締切の三日前に原稿データをぶっ壊したバカです。






　とまぁ、四巻の作業中にそんなことがあったわけです。

　いやー、まさか破は損そんしたファイルを上書き保存しちゃうとはなぁ。

　しかもバックアップも破損しちゃってるとかなぁ。

　こいつ本当に作家として仕事する気あんのかよって感じですよね。

『開けません』って表示された時、いい歳して半泣きで布団を転がりましたからね。

　……いやまぁ、こんな感じで書いてますが本当に心から反省しております。

　特に編集さんと柚ゆず夏かさんには多大なご迷惑をお掛けしてしまい、まず先に謝罪させていただきたく、あとがきの冒頭にて持ってきました。

　本当に申し訳ありません。今後二度と無いように努めさせていただきます。




　それでは四巻、というより世界観の下地の部分について語らせていただきます。

　たびたび出していた英雄やら女神の話ですが、こちらは私が書いていた別作品のものを下地として、その作品の登場人物たちがいた時代から遥か遠い未来、という世界観設定で進めておりました。

　その作品は途中で終わってしまいましたが、私自身はどうしても続きを書きたかった。

　だから何かしらの形で作品の続きを形にしたかったと考えて、『最底辺からニューゲーム』の世界観下地という形で採用していました。

　正直に言えば作家のエゴでしかないのですが、私の作品を読んで「おもしろかった」と言ってくださった方々に、何かしらの形で結末を伝えたかったという想いもあります。

　せっかく面白いと言ってくれて作品を好きになってくれた方々がいるのに、途中で話を終わらせてその後は放置ってのがイヤだったんです。

　無駄に長々と語りましたが、要は私の前作や他作をお読みになった方が少しだけ楽しめるオマケ要素みたいなものです。

　該当作品を知らなくても、たぶん独立したものとして楽しめるように書いてありますので、その点についてはご安心ください。気づけた人は私と握あく手しゆしましょう。

　そして、今後もそれは続けていく予定です。

　今作の『最底辺からニューゲーム』についても、断片的だったり、何かしらの形で他作品に関与させるかもしれません。

　今作を楽しんで好きになっていただけた方は、今後私の作品をお読みになる機会があったら、そういったオマケ部分も楽しんでいただければと思っています。




　いやまぁ五巻が出ればその心配もないんですけどね！

　なんかすっごい売れて、続きをバコバコ書ければ作品は終わりませんしね！

　ぶっちゃけ先の展開とか何も考えてませんけど！

　基本的に私は今作の女神ばりにノーテンキな人間ですから！　女神のシーン書いている時すごくノリノリでしたからね！　ノーテンキ、バンザイ！




　そんなこんなで一段落したということで謝辞に移ります。

　担当様。いやもう本当にすみませんでしたとしか言葉が出てこないくらい反省しておりますごめんなさいもう二度と無いようにしますメールで「おっぱいは真理」とかふざけたコメントが来た時は正直救われた気分でした今後ともよろしくお願いします。

　イラスト担当の柚夏様。お忙しいのに私の不ふ手て際ぎわで原稿が遅れてしまい、大変申し訳ありませんでした。今回のイラストもＮ氏が真理を悟るくらい素晴らしいものでした。

　そして本作の出版に携わっていただいた多くの方々に、心よりお礼申し上げます。

　また、本作を手に取っていただいた読者の方々、今作を「おもしろかった」と言っていただけた全ての方々に最大の感謝を。

　本作をお楽しみいただけたのなら、何よりも幸いです。




藤木わしろ
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